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第１回 臨時会
日程第１号（８月３０日）基本合意及び合意の締結についてを審議、可決しました。

　

町
で
は
今
年
三
月
の
定
例
会
で
新
た
な
防
災
拠
点
と
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
購
入
予
算
が
議
決
さ
れ
、
七
月
に
は
県
か
ら
の
購
入
手
続
き

が
完
了
し
た
旧
御
宿
高
校
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
防
災
拠
点
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
町
の
活
性
化
に
繋
が
る
企
業
誘
致
等
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
合
意
及
び
合
意
は
、
一
般
財
団
法
人
中
央
国
際
学
園
設
立

準
備
財
団
が
校
舎
等
を
賃
借
し
、
学
校
法
人
に
よ
る
学
校
の
設
立
、
運

営
等
を
行
う
た
め
締
結
す
る
も
の
で
、
平
成
十
三
年
度
に
策
定
し
た
御

宿
町
基
本
構
想
の
目
標
で
あ
る
『
自
然
の
恵
み
を
継
承
し
、
心
や
す
ら

ぎ
未
来
へ
躍
動
す
る
夢
多
き
ま
ち
づ
く
り
』
の
実
現
の
た
め
、
地
域
活

性
化
と
町
有
財
産
の
有

効
利
用
の
手
段
と
し
て

の
事
業
で
あ
る
と
認
識

し
、
御
宿
町
議
会
の
議

決
す
べ
き
条
例
第
二

条
、
第
十
五
項
（
住
民

生
活
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
計
画
の
策
定
及
び

改
廃
）
の
規
定
に
よ
り

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
財
団
法
人 

中
央
国
際
学
園 

設
立
準
備
財
団
と
の
基

本
合
意
及
び
合
意
の
締
結
に
つ
い
て

基
本
合
意
及
び
合
意
の
締
結

▲旧御宿高校跡地

　旧御宿高校跡地は、教育に関わる多くの先人たちの思いが、積み重なった所だと理解しています。
御宿は、先人に学ぶ五倫校の精神があります。そして、私達の先祖が残した偉業である 400 年前の史実、
危険をかえりみず、大勢の異邦人を救助した心意気、魂は、今も私達の心のなかに受け継がれているの
ではないでしょうか。
　さて、通信制高校誘致にあたり思う事は、現代社会の荒波にのまれ、遭難しかけている子どもたちが
大勢いるなかで、御宿はそれを見過ごしていいのでしょうか、連日のようにいじめに関する報道がなさ
れている今日、複雑化する社会情勢、構造のなかで青少年たちはまさに漂流しているように見えます。
　今、ここで、思いおこして欲しいと思います。400 年前の心意気、魂を。いじめ、不登校、事情があっ
て学校を断念した子、このような子どもたちへ中央国際学園とともに手を差し伸べることができないで
しょうか。御宿だったら出来るのではないでしょうか。厚い人情、豊かな海や里山をおもいっきり使って、
明日の希望に向かって、歩みだしていける環境、学び舎を作り出していただきたいと思います。
混迷する経済状況下、家計は長期にわたり厳しい状態です。社会情勢の悪いなか、少子化のなか、家庭
や子どもたちの希望の道をつくる事が町民、町長、議員の仕事でもあろうかと思っています。
　中央国際学園からの賃借料は 40 年以上の恒久的財源になります。御宿の子どもたちの育成の原資とし
て使う事ができないでしょうか、大きな夢や希望を抱ける子どもたちを、御宿で育成し、世界に羽ばた
いて行ってもらいたいと思います。そのためにも、学園を誘致し、共に次世代を見据え、子どもたちの
育成に取り組んでいきたいと考えます。

賛成討論：大野吉弘 議員討論が行われました！

※反対討論はありませんでした。討論の内容は要約して掲載しています。
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定
住
化
促
進
に
よ
る
地
域

活
性
化
に
つ
い
て

Ｑ
今
、
町
内
で
多
く
の
皆

さ
ん
が
地
域
を
活
性
化

さ
せ
よ
う
と
努
力
を
し
て
い

ま
す
が
、
長
年
に
わ
た
る

若
年
層
の
都
市
部
へ
の
流

出
、
そ
れ
に
伴
う
少
子
高
齢

化
、
商
工
業
を
は
じ
め
、
農

業
、
漁
業
従
事
者
の
高
齢
化

と
後
継
者
不
足
、
夏
季
観
光

客
の
減
少
、
そ
し
て
宿
泊
者

の
減
少
、
隣
町
へ
の
大
型
店

の
出
店
。
こ
の
よ
う
に
人
口

が
減
り
、
景
気
の
低
迷
が
続

き
、
流
通
形
態
も
大
き
く
変

化
し
て
い
る
中
で
、
構
造
的

に
地
域
で
の
購
買
力
が
低
下

し
、
衰
退
に
拍
車
が
か
か
っ

て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
都
市
住
民
は
、

自
然
の
中
で
人
と
交
わ
り
、

ぬ
く
も
り
の
感
じ
ら
れ
る
田

舎
生
活
を
求
め
、
週
末
の
田

舎
暮
ら
し
や
退
職
後
の
移
住

生
活
を
希
望
す
る
人
が
増
え

て
き
ま
し
た
。

を
し
ま
し
て
、
参
加
者
は
二

十
七
名
。
こ
れ
は
、
横
浜
と

千
葉
の
方
々
で
す
。
今
回
は
、

昨
年
の
参
加
者
か
ら
要
望
が

あ
っ
た
不
動
産
情
報
の
提
供

と
あ
わ
せ
、
生
活
基
盤
等
の

説
明
や
農
業
の
収
穫
体
験
、

ア
ジ
釣
り
な
ど
、
御
宿
の
自

然
に
触
れ
て
い
た
だ
き
、
移

住
に
つ
い
て
の
検
討
材
料
を

提
供
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
体
験
ツ
ア
ー
で
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
中
で
、

移
住
し
た
い
と
い
う
方
は
、

大
人
の
方
が
四
名
、
移
住
を

検
討
し
た
い
と
い
う
方
が
十

名
で
し
た
。
観
光
で
訪
れ
た

い
と
い
う
方
が
十
名
で
し
た
。

　

今
後
、
参
加
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
も
と
に
、
ツ
ア
ー

に
つ
い
て
も
改
善
を
加
え
、

一
定
期
間
、
首
都
圏
の
場
所

を
変
え
て
、
定
住
ツ
ア
ー
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
定
住
促
進
と
は

別
に
、
二
地
域
の
居
住
の
希

望
者
に
つ
い
て
は
、
御
宿
町

で
も
週
末
を
利
用
し
た
貸
農

園
や
サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど
の

ニ
ー
ズ
に
伴
い
、
現
に
海
岸

部
に
空
き
家
が
出
た
場
合

に
、
住
所
は
移
し
ま
せ
ん
が
、

サ
ー
フ
ィ
ン
等
で
借
り
る
事

例
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
平

日
は
都
心
で
勤
務
し
て
、
週

末
を
御
宿
で
過
ご
す
方
も
、

現
に
い
ま
す
。
今
後
、
定
住

化
と
あ
わ
せ
て
、
二
地
域
住

居
希
望
者
に
つ
い
て
も
受
け

入
れ
る
と
い
う
施
策
を
進
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

行
政
窓
口
で
の
受
入
れ
態

勢
に
つ
い
て

Ｑ
御
宿
移
住
へ
の
行
政
窓

口
ま
た
は
町
内
組
織
団

体
等
と
定
住
施
策
を
推
進
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
的
な

ラ
フ
な
窓
口
を
つ
く
る
の
も

よ
い
と
考
え
ま
す
。

　

空
き
店
舗
等
が
新
町
地
区

に
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
辺

を
利
用
し
、
ラ
フ
な
感
じ
で

と
い
う
質
問
な
の
で
す
が
、

そ
の
辺
に
関
し
て
は
い
か
が

で
す
か
。

Ａ
担
当
課
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て

対
応
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

あ
わ
せ
て
、
若
者
の
ふ
れ
あ

い
の
場
を
、
未
婚
の
方
を
対

象
に
、
催
し
を
や
っ
た
事
例

が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
、

商
工
会
青
年
部
で
、
宿
泊
を

兼
ね
た
も
の
を
十
月
に
実
施

し
ま
す
。

第３回 定例会
日程第１号 ９月18日・日程第２号 ９月19日

一 般 質 問一 般 質 問

　

全
国
各
地
の
自
治
体
で
は
、

定
住
促
進
や
二
地
域
住
居
等

に
関
す
る
施
策
を
積
極
的
に

展
開
中
で
す
。
都
会
に
暮
ら

す
人
が
、
週
末
や
一
年
の
う

ち
の
一
定
期
間
を
農
漁
村
で

暮
ら
す
も
の
。
観
光
客
な
ど

が
一
時
的
に
滞
在
す
る
観
光

等
の
交
流
人
口
と
定
住
人
口

の
中
間
的
な
考
え
方
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
迎
え

る
側
と
し
て
受
け
入
れ
態
勢

を
確
立
さ
せ
、
情
報
提
供
や

支
援
を
行
い
、
定
住
希
望
者

の
促
進
に
取
り
組
む
こ
と
が

地
域
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
と
考
え
ま
す
。

　

定
住
促
進
や
二
地
域
住
居

希
望
者
の
受
け
入
れ
を
推
進

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
体

験
ツ
ア
ー
の
結
果
を
踏
ま
え

た
現
在
の
取
り
組
み
状
況
と
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
昨
年
か
ら
定
住
化
の
体

験
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
は
、
東
京
在
住

の
方
、
三
十
三
名
に
参
加
い

た
だ
き
、
本
年
度
、
七
月
二

十
九
日
に
第
一
回
目
の
募
集

※一般質問の内容は要約して掲載しています。※一般質問の内容は要約して掲載しています。

今定例会では、5議員が一般質問を行いました。

▲『伊勢えび焼きそば』を作り、販売する商工
会青年部

滝
口
一
浩 

議
員
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今
回
、
モ
ニ
タ
ー
の
中
で
、

御
宿
の
魅
力
で
あ
る
農
村
の

収
穫
体
験
や
海
の
体
験
に
つ

い
て
、
行
政
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
関
係
者
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
十
年
で
御
宿
に
移
住

さ
れ
た
方
も
ご
協
力
い
た
だ

き
、
住
ん
で
み
て
ど
う
だ
っ

た
の
か
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

今
回
参
加
い
た
だ
い
て
、
体

験
談
な
ど
で
、
事
業
に
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
定
住
化
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
つ
く
り
ま
し
た
が
、

そ
こ
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

不
動
産
業
者
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
、
物
件
に
つ
い
て
一

週
間
程
度
、
御
宿
を
回
る
前

に
時
間
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
だ
け
で
定
住
化
を
進

め
て
い
く
の
は
、
困
難
で
す

の
で
、
今
後
、
そ
う
い
っ
た

団
体
、
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
含
め
た
協
力
者
、
地
域

の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
先
に
、

貸
店
舗
、
空
き
店
舗
を
使
う

こ
と
が
有
効
な
の
か
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ま
ず

九
月
ま
で
六
日
間
開
設
を
し

て
、
二
十
名
が
利
用
さ
れ
、

二
十
五
件
の
諸
証
明
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

　

開
設
に
つ
い
て
は
、
年
間

予
定
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ

版
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲

載
を
し
、
当
日
の
朝
に
防
災

行
政
無
線
で
お
知
ら
せ
を
し

て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
税
務
住
民
課
長
）

貸
し
農
園
に
つ
い
て

Ｑ
県
で
も
移
住
者
に
対
し

て
、
農
地
の
活
用
促
進

を
し
て
い
ま
す
。
都
会
か
ら

移
住
希
望
者
は
、
畑
い
じ
り

を
希
望
さ
れ
る
方
が
多
い
よ

う
で
す
。
御
宿
町
で
も
貸
農

園
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

管
理
し
て
い
る
畑
の
規
模
と

利
用
者
数
、
ど
う
い
う
人
た

ち
が
参
加
し
て
い
る
の
か
、

管
理
は
行
き
届
い
て
い
る
の

か
、
収
益
は
上
が
っ
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
新
た
に
二
十

九
区
画
の
貸
農
園
を
開
設
し

た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
辺
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

Ａ
特
定
農
地
貸
付
は
、
農

業
者
以
外
が
野
菜
な
ど

の
栽
培
を
体
験
す
る
こ
と
で

農
業
に
対
し
て
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
十
七
年
度
よ
り
事
業
を

開
始
し
、
貸
農
園
の
規
模
は

一
区
画
五
十
平
米
の
二
十
九

区
画
、
平
成
二
十
四
年
度
は
、

二
十
三
区
画
を
御
宿
台
や
マ

ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
る
方

が
使
用
し
て
い
ま
す
。
利
用

料
金
は
、
一
区
画
当
た
り
年

間
八
千
円
、
八
月
末
の
使
用

料
収
入
は
十
八
万
六
百
円
、

内
地
主
に
八
万
八
千
八
百
円

を
支
払
い
、
管
理
用
道
路
な

ど
の
草
刈
り
を
町
で
実
施
し

て
お
り
、
貸
し
付
け
た
農
地

は
、
見
事
な
農
作
物
が
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
新
た
な
区

画
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
、

事
業
の
中
で
、
そ
の
場
所
を

検
討
し
て
い
る
状
況
で
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て

Ｑ
耕
作
放
棄
地
に
関
し
て
、

住
民
が
関
心
の
高
い
部

田
前
に
つ
い
て
、
農
地
は
農

地
と
し
て
継
承
で
き
れ
ば
理

想
と
は
思
い
ま
す
が
、
転
用

せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
場
所

に
関
し
て
町
の
方
向
性
は
ど

う
な
の
か
、
そ
の
辺
に
関
し

て
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
御
宿
町
の
農
地
面
積
は

二
百
七
十
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
内
耕
作
放
棄
地
は
九
十

二
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。

　

部
田
前
地
先
の
農
地
は
、

多
く
の
住
民
な
ど
か
ら
耕
作

放
棄
地
の
解
消
を
図
る
希
望

が
あ
り
、
平
成
二
十
三
年
二

月
に
農
地
所
有
者
七
十
名
、

筆
数
二
百
八
十
四
筆
、
耕
作

面
積
十
四
．
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
対
し
て
町
で
は
、
部
田
前

水
利
組
合
の
協
力
に
よ
り
農

地
の
意
向
調
査
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
貸
し
出
し
や
委
託
を

含
め
た
希
望
の
農
地
が
百
十

四
筆
で
し
た
。

　

部
田
前
地
先
の
農
地
は
、

二
級
河
川
清
水
川
に
直
接
面

し
て
お
り
、
大
雨
時
の
貯
留

機
能
や
駅
裏
の
景
観
保
全
の

重
要
な
農
地
で
、
放
置
し
て

い
く
と
さ
ら
に
耕
作
放
棄
地

が
進
む
こ
と
や
、
調
査
結
果

は
、
行
政
内
部
で
民
間
の

方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
中
で
窓
口
の
検
討
を
考
え

て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

サ
ン
デ
ー
オ
ー
プ
ン
の
状

況
に
つ
い
て

Ｑ
サ
ン
デ
ー
オ
ー
プ
ン
に

関
し
て
、
今
、
ど
の
よ

う
な
状
況
な
の
か
お
伺
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
サ
ン
デ
ー
オ
ー
プ
ン
に

つ
い
て
は
、
税
務
住
民

課
住
民
班
の
窓
口
を
毎
月
第

三
日
曜
日
の
午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で
開
設
を
し
て
い
ま

す
。
取
り
扱
う
事
務
は
、
住

民
票
、
戸
籍
、
印
鑑
証
明
等

の
交
付
で
す
。

　

平
成
二
十
三
年
度
の
状
況

は
、
十
一
日
間
開
設
を
し
て
、

四
十
六
名
が
利
用
さ
れ
、
七

十
九
件
の
諸
証
明
等
を
発
行

を
し
て
い
ま
す
。
内
容
に
つ

い
て
は
、
戸
籍
謄
本
・
抄
本

等
が
二
十
一
件
、
住
民
票
の

写
し
が
三
十
件
、
印
鑑
証
明

が
二
十
八
件
で
す
。

　

二
十
四
年
度
に
つ
い
て
も
、

の
中
で
は
、
売
却
の
希
望
が

四
十
八
筆
、
約
二
ヘ
ク
タ
ー

ル
含
ま
れ
て
い
る
状
況
か
ら
、

町
で
は
平
成
二
十
四
年
五
月

に
空
き
農
地
情
報
制
度
設
置

要
綱
を
整
備
し
、
今
後
、
農

家
の
希
望
者
と
話
し
合
い
を

行
い
、
農
業
委
員
会
と
協
力

し
て
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

町
有
地
の
売
却
に
つ
い
て

Ｑ
町
の
経
営
再
生
の
健
全

化
で
、
既
に
賃
貸
で
の

場
所
、
新
規
で
の
区
画
等
、

町
有
地
の
売
却
状
況
は
ど
う

な
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
現
在
百
四
十
二
名
に
宅

地
を
貸
し
付
け
て
い
ま

す
が
、
買
い
受
け
申
し
込
み

が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、

極
力
売
却
を
進
め
る
と
い
う

方
針
で
す
。

　

町
有
地
の
売
却
実
績
は
、

二
十
二
年
度
は
三
件
で
二
千

二
百
十
一
万
円
、
二
十
三
年

度
は
一
件
で
二
百
六
十
九
万

円
で
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）
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▲波月荘跡地

空
き
家
の
有
効
活
用
に
つ

い
て

空
き
家
の
固
定
資
産
税
に

つ
い
て

Ｑ
経
済
が
疲
弊
し
、
空
き

家
が
多
く
な
っ
て
、
固

定
資
産
税
の
徴
収
に
弊
害
が

起
き
て
い
る
と
い
う
記
事
を

読
み
ま
し
た
。
持
ち
主
が
わ

か
っ
て
い
て
も
連
絡
が
取
れ
ず
、

固
定
資
産
税
を
払
わ
ず
、
差

し
押
さ
え
も
さ
れ
ず
、
放
置

し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
固
定
資
産
税
の
支

払
い
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ
所
有
者
が
御
宿
町
に
住

所
を
有
し
な
い
家
屋
に

つ
い
て
は
、
登
記
簿
や
住
民

票
、
戸
籍
等
に
よ
り
所
有
者

の
調
査
を
行
い
、
納
付
書
の

発
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
実
的
に
は
、
所
有
者
が

住
民
票
の
あ
る
住
所
に
住
ん

で
い
な
い
等
の
理
由
か
ら
、

納
税
義
務
者
と
連
絡
が
取
れ

な
く
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
、

何
件
か
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
案
は
、
登
記

の
内
容
な
ど
何
ら
か
の
動
き

ま
す
。

　

質
問
に
入
り
ま
す
が
、
今

後
町
と
し
て
は
、
空
き
家
の

活
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

活
用
策
と
し
て
空
き
家
バ
ン

ク
等
の
事
業
を
推
進
し
て
い

く
の
か
、
そ
の
辺
の
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
空
き
家
の
町
内
の
現
状

と
対
策
に
つ
い
て
は
、
町

は
平
成
二
十
二
年
度
に
御
宿

台
区
を
除
く
九
行
政
区
の
一

戸
建
て
の
空
き
家
の
実
態
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
当
時
で
空
き
家
の
数
は

合
計
で
二
百
九
十
九
戸
で

す
。

　

こ
の
調
査
結
果
か
ら
、
入

居
で
き
そ
う
な
空
き
家
が
二

百
三
十
四
戸
あ
り
ま
す
の

で
、
住
め
る
空
き
家
の
有
効

利
用
に
つ
い
て
、
定
住
化
対

策
、
ま
た
二
地
域
居
住
や
週

末
の
空
き
家
利
用
な
ど
、
あ

わ
せ
て
空
き
家
を
増
や
さ
な

い
と
い
う
取
り
組
み
を
、
ま

た
、
所
有
者
は
じ
め
地
域
住

民
の
意
見
を
参
考
に
、
町
に

と
っ
て
何
が
よ
い
施
策
な
の

か
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て

は
、
近
年
、
健
康
志
向
や
ス

ロ
ー
ラ
イ
フ
な
ど
に
よ
り
、

田
舎
暮
ら
し
が
注
目
を
集
め

て
お
り
、
都
会
か
ら
移
住
を

希
望
さ
れ
る
方
、
週
末
を
利

用
し
て
農
業
体
験
、
サ
ー

フ
ィ
ン
な
ど
を
楽
し
む
二
地

域
居
住
ス
タ
イ
ル
の
ニ
ー
ズ

は
多
い
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
賃
貸
ま
た
は
売
却

で
き
る
空
き
家
の
情
報
を
登

録
す
る
た
め
の
制
度
や
窓
口

に
つ
い
て
、
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

夢
の
あ
る
ビ
ー
チ
タ
ウ
ン

づ
く
り
に
つ
い
て

今
年
の
夏
の
観
光
状
況
に

つ
い
て

Ｑ
今
年
の
夏
の
観
光
状
況

に
つ
い
て
、
八
月
の
終

わ
り
に
テ
レ
ビ
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
、
人
の
迷
惑

を
顧
み
な
い
海
岸
で
の
モ
ラ

ル
と
か
マ
ナ
ー
の
低
下
の
こ

と
で
す
が
、
何
と
か
取
り
締

ま
り
を
強
化
で
き
な
い
も
の

か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
辺

に
関
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
全
国
的
に
海
岸
や
河
川

敷
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
キ
ャ
ン
プ
が
浸
透
し
て
お

り
、
御
宿
町
海
岸
は
管
理
上

等
の
理
由
か
ら
、
観
光
客
に

協
力
を
お
願
い
し
禁
止
し
て

い
る
状
況
で
、
一
部
の
観
光

客
が
海
岸
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
お
り
、

海
水
浴
場
の
適
正
管
理
を
行

う
た
め
、
今
後
、
条
例
等
の

整
備
を
検
討
し
安
全
・
安
心

な
海
水
浴
場
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

が
あ
っ
た
場
合
に
、
調
査
を

行
い
、
課
税
、
収
納
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
答
弁
…
税
務
住
民
課
長
）

空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て

Ｑ
定
住
促
進
や
二
地
域
住

居
に
向
け
て
、
空
き
家

の
活
用
を
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
自
治
体
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
自

治
体
が
空
き
家
バ
ン
ク
と
し

て
、
空
き
家
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
紹
介
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
ま
た
、
空
き
家
物
件

の
情
報
に
と
ど
ま
ら
ず
、
観

光
イ
ベ
ン
ト
の
連
携
や
体
験

ツ
ア
ー
や
相
談
会
な
ど
を
実

施
し
て
、
移
住
希
望
者
が
生

活
イ
メ
ー
ジ
を
持
て
る
よ
う

な
工
夫
を
し
て
い
る
事
例
も

見
ら
れ
ま
す
。
御
宿
町
も
い

ち
早
く
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

町
に
と
っ
て
も
、
防
犯
、

防
災
、
景
観
維
持
と
い
う
視

点
で
、
こ
れ
か
ら
の
利
用

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
の
た
め
に

も
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
検
討

が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

日
立
波
月
荘
跡
地
に
つ
い
て

Ｑ
町
で
は
、
月
の
沙
漠
記

念
公
園
や
メ
キ
シ
コ
記

念
公
園
の
文
化
資
源
が
あ
り

ま
す
。
昨
年
、
議
会
で
も
更

地
に
な
っ
た
後
の
日
立
波
月

荘
跡
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

近
い
将
来
、
企
業
側
か
ら
町

に
用
地
を
譲
渡
し
て
く
れ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の

後
、
ど
う
で
す
か
。

Ａ
日
立
波
月
荘
の
閉
鎖
に

伴
い
、
御
宿
町
に
と
っ

て
は
一
六
〇
九
年
の
サ
ン
・

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
号
が
漂
着
し

た
歴
史
的
史
実
の
継
承
地
と
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し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き

た
地
で
あ
る
こ
と
や
、
伊
勢

エ
ビ
や
ア
ワ
ビ
の
磯
根
資
源

の
場
所
で
も
あ
り
、
一
般
の

方
に
売
却
さ
れ
る
こ
と
を
考

慮
し
、
平
成
二
十
三
年
十
月

に
日
立
健
康
保
健
組
合
に
無

償
譲
与
の
要
望
に
伺
い
、
平

成
二
十
四
年
二
月
に
町
と
組

合
で
残
存
物
件
を
含
め
た
現

地
確
認
を
行
い
、
組
合
と
し

て
も
御
宿
町
へ
跡
地
を
無
償

譲
与
の
方
向
で
事
務
を
進
め
、

八
月
末
を
も
っ
て
組
合
の
無

償
譲
与
の
承
認
を
得
て
い
る

と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
厚
生
労
働
省
の
許

可
が
必
要
と
伺
っ
て
お
り
、

現
状
は
組
合
の
所
有
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

無
償
譲
与
が
進
ん
だ
場
合

に
は
、
史
実
の
継
承
地
と
し

て
の
活
用
を
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
こ
の
場
所
は
太
平
洋
を

望
み
、
そ
し
て
、
ロ
ド

リ
ゴ
上
陸
地
を
望
め
る
絶
好

の
場
所
で
す
。
新
た
な
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
、
記
念
塔
、

ロ
ド
リ
ゴ
上
陸
地
と
一
体
化

有
者
が
立
入
禁
止
処
置
を

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
質

問
に
つ
い
て
も
、
海
の
状
態

に
よ
っ
て
は
、
上
陸
地
ゆ
か

り
の
碑
付
近
ま
で
越
波
し
た

波
が
上
が
り
、
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
は

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
イ
ン
フ
ラ
と
い
う
こ
と

で
、
今
、
記
念
塔
は
じ

め
各
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
状

況
な
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
現
在
、
産
業
観
光
課
で

は
、
月
の
沙
漠
記
念
館

周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

月
の
沙
漠
、
い
わ
ゆ
る
町
道

一
一
六
五
号
線
道
路
の
、
砂

丘
橋
の
関
係
で
遮
断
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

車
椅
子
が
交
差
で
き
る
よ
う

な
形
の
計
画
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
化
に
伴
っ

て
、
砂
丘
橋
を
渡
る
階
段
等

も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
の

で
、
手
す
り
等
も
、
こ
の
中
で

検
討
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
県

警
と
の
交
差
点
協
議
等
を
含

め
、
図
面
が
必
要
な
た
め
、
平

面
図
、
横
断
図
等
々
の
測
量
の

委
託
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

き
れ
い
で
住
み
よ
い
環
境

づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

Ｑ
ア
メ
リ
カ
の
リ
ゾ
ー
ト

地
を
幾
つ
か
訪
れ
て
い

ま
す
が
、
看
板
、
サ
イ
ン
等

が
異
常
に
少
な
い
。
自
然
の

風
景
、
樹
木
の
緑
の
濃
さ
が

真
っ
先
に
目
に
入
っ
て
く
る
。

そ
こ
に
は
多
少
の
不
便
さ
を

感
じ
て
も
、
き
れ
い
な
町
づ

く
り
に
対
す
る
住
民
の
意
識
、

ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
が
あ
り

ま
す
。

　

日
本
を
は
じ
め
、
御
宿
は

ど
う
で
し
ょ
う
。
の
ぼ
り
旗

等
、
公
共
の
場
所
で
も
平
気

で
散
乱
し
て
い
ま
す
。
特
に

夏
の
海
岸
周
辺
に
お
け
る
看

板
類
の
規
制
に
つ
い
て
、
ど

う
に
か
な
ら
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
十
月
か
ら
始
ま
り
ま

す
ご
み
の
減
量
化
推
進
と
同

時
に
、
今
後
、
徐
々
に
文
字

の
減
量
化
も
で
き
れ
ば
と
考

え
ま
す
。
そ
れ
に
関
し
て
ど

う
で
す
か
。

Ａ
千
葉
県
屋
外
広
告
物
条

例
に
よ
り
、
海
岸
周
辺

は
屋
外
広
告
物
の
禁
止
区
域

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
れ
に
は
適
用
除
外

が
あ
り
、
自
家
用
広
告
物
、

こ
れ
は
建
築
物
か
ら
独
立
し

た
看
板
と
な
り
ま
す
。

　

ト
ン
ネ
ル
や
信
号
機
、
道

路
の
防
御
柵
等
の
公
共
物
は

禁
止
物
件
と
な
っ
て
お
り
、

広
告
物
を
表
示
、
ま
た
は
設

置
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
、
巡
回
に
よ
り
撤

去
を
し
た
状
況
も
あ
り
ま
す

が
、
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な

禁
止
物
件
へ
設
置
し
て
い
る

広
告
物
に
対
し
て
は
、
撤
去

を
促
す
と
と
も
に
、
お
知
ら

せ
版
等
で
、
屋
外
広
告
物
に

対
す
る
周
知
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

（
答
弁
…
建
設
環
境
課
長
）

高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
の

充
実
に
つ
い
て

し
て
、
多
く
の
住
民
や
観
光

客
が
公
園
や
遊
歩
道
と
し
て

活
用
で
き
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
、
ぜ
ひ
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
ロ
ド
リ
ゴ
上
陸
地

で
す
が
、
歴
史
的
史
実
の
場

所
で
す
。
こ
の
場
所
に
行
っ

て
み
た
ら
、
そ
こ
に
は
有
刺

鉄
線
が
あ
り
、
そ
こ
で
お
し

ま
い
。
観
光
名
所
と
し
て
は
、

お
粗
末
な
状
態
で
す
。
何
と

か
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
辺
の
考
え

を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

Ａ
ド
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
上
陸

地
は
、
県
の
指
定
史
跡

と
し
て
昭
和
四
十
一
年
に
轟

台
の
一
帯
地
域
や
日
西
墨
交

通
発
祥
記
念
之
碑
を
包
含
し

指
定
さ
れ
、
史
跡
の
歴
史
を

後
世
に
継
承
す
る
目
的
か
ら

上
陸
ゆ
か
り
の
碑
が
田
尻
海

岸
入
口
道
路
脇
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ご
質
問
の
道
路
は
、
私
道

で
漁
業
者
が
漁
を
行
う
た
め

に
設
置
さ
れ
て
い
た
道
路
で
、

風
化
等
に
よ
り
浸
食
が
進
み

崩
落
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
管
理
上
危
険
な
た
め
所

高
齢
者
の
生
活
支
援
の
充

実
に
つ
い
て

Ｑ
手
す
り
や
段
差
の
な
い

屋
内
な
ど
、
高
齢
者
に

配
慮
し
た
設
備
を
持
つ
住
宅

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
住
宅
で
生

活
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
こ
う
し
た
暮
ら
し
や

す
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
、
住

宅
へ
の
取
り
組
み
の
支
援
は
、

今
後
一
層
重
要
性
を
増
し
て

い
く
と
思
い
ま
す
。

　

独
居
老
人
、
高
齢
者
の
世

帯
に
対
し
、
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
や
、
見
守
り
訪
問
、
日

用
品
支
給
、
配
食
サ
ー
ビ
ス

等
、
生
活
支
援
の
現
状
と
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

Ａ
独
居
老
人
や
高
齢
者
世

帯
へ
の
生
活
支
援
の
状

況
で
す
が
、
民
生
委
員
の
調

査
に
よ
る
と
、
二
百
三
十
七

世
帯
、
二
百
七
十
二
名
の
方

が
在
宅
で
の
生
活
と
な
っ
て

い
ま
す
。
緊
急
装
置
の
設
置

世
帯
が
二
百
二
十
八
世
帯
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

見
守
り
訪
問
や
日
用
品
の
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支
給
、
配
給
サ
ー
ビ
ス
は
、

高
齢
者
の
見
守
り
を
兼
ね
て
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
自

宅
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
年

十
回
お
弁
当
を
届
け
る
「
さ

わ
や
か
配
食
事
業
」や「
ほ
っ

と
サ
ロ
ン
」、「
ふ
れ
あ
い
会

食
会
」
な
ど
、
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
ま

し
て
、
認
知
症
高
齢
者
の
増

加
に
加
え
、
医
療
ニ
ー
ズ
の

高
い
高
齢
者
や
重
度
の
要
介

護
者
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、
介
護
・
予
防
・
医
療
・

生
活
支
援
・
住
ま
い
の
サ
ー

ビ
ス
を
一
体
的
に
提
供
し
て

　

内
訳
と
し
て
は
、
在
宅
が

二
十
四
名
、
病
院
が
二
十
二

名
、
老
人
保
健
施
設
が
二
十

三
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
所

得
に
応
じ
た
負
担
と
な
る
こ

と
か
ら
、
特
養
の
要
望
が
多

く
な
り
ま
す
が
、
隣
接
の
勝

浦
市
に
百
床
の
特
養
や
、
大

多
喜
町
に
同
数
の
老
健
施
設

が
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、

供
給
的
に
は
保
て
る
と
想
定

し
て
い
ま
す
。

　

介
護
を
必
要
と
す
る
症
状

や
状
態
な
ど
総
合
的
に
判
断

し
、
必
要
に
応
じ
て
対
処
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

予
約
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　

介
護
度
や
生
活
環
境
に
お

い
て
、
緊
急
に
施
設
入
所
が

必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、
地

域
包
括
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
、

各
関
係
介
護
施
設
等
の
受
け

入
れ
に
関
す
る
協
議
を
、
そ

の
都
度
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

Ｑ
御
宿
の
特
養
老
人
ホ
ー

ム
は
一
つ
あ
っ
て
、ベ
ッ

ド
数
も
そ
ん
な
に
多
く
は
な

い
。
御
宿
町
民
は
御
宿
の
特

養
に
入
り
た
い
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
す
が
、

近
隣
に
勝
浦
は
じ
め
大
多
喜

に
も
特
養
が
新
た
に
増
設
さ

れ
ま
し
た
。
御
宿
町
民
も
、

そ
う
い
う
他
の
近
隣
の
施
設

に
も
、
優
先
的
に
役
場
と
か

を
通
じ
て
申
し
込
め
る
よ
う

な
状
況
が
取
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

Ａ
特
養
施
設
で
す
の
で
、

そ
こ
の
住
民
優
先
と
い

う
形
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
需

要
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。　
　
　

　

御
宿
に
あ
る
特
養
施
設
が

五
十
床
の
施
設
で
し
て
、
第

五
期
の
介
護
保
険
計
画
を
立

て
る
際
に
、
状
況
等
を
確
認

し
て
、
増
床
の
協
議
も
し
ま

し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
施
設

経
営
的
に
は
現
状
維
持
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
、
勝
浦
と
か
大
多

喜
は
待
機
者
が
百
と
か
二
百

と
か
に
な
っ
て
お
り
、
そ
う

い
う
数
字
か
ら
す
る
と
、
当

町
で
は
状
況
に
応
じ
て
対
処

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
施
設
側
と
の
協
議
も
あ
り
、

今
の
と
こ
ろ
新
規
施
設
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
、

急
速
に
必
要
と
す
る
事
情
に

な
れ
ば
、
検
討
し
ま
す
。　

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

Ｑ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

す
る
も
の
は
、
毎
年
増

加
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
内
容
は
福
祉

活
動
が
多
い
が
、
中
で
も
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
活
動
が

多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
高

齢
者
も
増
え
て
お
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
関
心
も
高
い

高
齢
者
が
地
域
に
お
い
て
、

他
の
高
齢
者
の
生
活
を
支
え

る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
の

担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る
場

面
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

充
分
な
情
報
を
持
た
な
い

も
の
に
対
し
、
知
識
や
経
験

を
生
か
し
な
が
ら
、
希
望
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

え
る
よ
う
発
信
さ
せ
る
方
法

な
ど
の
支
援
を
充
実
し
て
い

く
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
ま

す
が
、
そ
の
辺
に
関
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
現
在
、
社
会
福
祉
協
議

会
に
お
い
て
、
登
録
さ

れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数

が
十
三
団
体
、
二
百
六
十
九

い
く
体
制
の
整
備
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

Ｑ
特
養
老
人
ホ
ー
ム
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
入

れ
も
早
く
、
お
年
寄
り
を
抱

え
る
住
民
に
、
大
変
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
入
居

に
関
し
て
は
、
待
機
者
が
あ

ふ
れ
、
不
安
を
感
じ
る
住
民

は
多
い
と
聞
き
ま
す
。
こ
の

辺
に
関
し
て
、
今
ど
う
い
う

状
況
な
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
待
機
者
は
、
現
在
、

六
十
九
名
で
す
。

名
、
個
人
は
八
名
で
す
。
三
．

一
一
の
震
災
以
降
、
多
く
の

方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
に
お
い
て
も
、
高
齢

者
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
、

老
人
ホ
ー
ム
へ
の
慰
問
な
ど
、

各
団
体
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

広
く
活
動
を
支
援
す
る
意
味

で
も
、
広
報
活
動
や
問
題
点

の
整
理
も
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
関
係
機
関
と

協
議
し
、
さ
ら
な
る
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

Ｑ
介
護
支
援
、
介
護
用
品

の
支
給
、
介
護
タ
ク

シ
ー
券
等
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。Ａ

介
護
支
援
に
つ
い
て
は
、

介
護
保
険
法
に
基
づ
き

介
護
の
認
定
を
受
け
た
方
が

現
在
四
百
九
十
五
名
い
ま
す
。

内
七
十
五
．
三
パ
ー
セ
ン
ト

の
方
が
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等

を
利
用
し
た
訪
問
介
護
や
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訪
問
看
護
、
入
浴
介
護
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け

て
い
ま
す
。
介
護
タ
ク
シ
ー

に
お
い
て
は
、
利
用
者
の
乗

り
降
り
に
関
す
る
介
護
部
分

が
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
り
、

介
護
用
品
の
支
給
と
し
て
は
、

介
護
度
四
か
ら
五
の
方
に
月

五
千
円
の
お
む
つ
券
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

　

在
宅
で
の
生
活
支
援
の
た

め
に
福
祉
用
具
の
貸
与
や
自

宅
に
手
す
り
を
取
り
つ
け
る

な
ど
、
住
宅
改
修
の
助
成
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
取
り
組
み
は
、
第

五
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

お
い
て
、
介
護
が
必
要
と

な
っ
て
も
可
能
な
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
で
継
続
し
て
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
包

括
ケ
ア
等
の
充
実
を
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

障
害
者
福
祉
の
充
実
に
つ

い
てＱ

現
在
、
障
害
者
手
帳
保

持
者
数
は
、
約
四
百
五

十
人
で
す
。
障
害
の
あ
る
方

の
日
常
生
活
で
の
不
自
由
さ

や
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
や

支
援
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
で

す
が
、
町
で
も
適
切
な
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
現
状
と
今
後
の
取
り

組
み
予
定
が
あ
れ
ば
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

Ａ
身
体
障
害
者
へ
の
タ
ク

シ
ー
券
の
交
付
は
、
身

体
、知
的
、精
神
障
害
の
方
々

を
対
象
に
、
障
害
者
手
帳
等

の
区
分
に
よ
り
年
間
二
十
四

枚
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
取
り
組
み
で
す
が
、

本
年
度
、
障
害
者
基
本
法
に

基
づ
く
「
御
宿
町
障
害
者
計

画
」
を
策
定
し
、
今
後
の
障

害
者
の
福
祉
向
上
に
向
け
た

新
た
な
計
画
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

小
川
　
征 

議
員

町
防
災
対
策
に
つ
い
て

地
域
防
災
計
画
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て

Ｑ
千
葉
県
や
町
の
地
域
防

災
計
画
に
つ
い
て
で
す

が
、
災
害
へ
の
備
え
、
災
害

発
生
時
の
対
応
、
災
害
か
ら

の
復
旧
に
つ
い
て
の
計
画
と

な
る
地
域
防
災
計
画
の
修
正

が
進
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
に
よ

り
、
地
震
発
生
即
避
難
、
家

族
で
三
日
分
以
上
の
備
蓄
の

確
保
な
ど
、
災
害
時
の
心
構

え
や
自
助
、
共
助
、
公
助
の

三
助
一
体
の
取
り
組
み
な
ど

充
分
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
八
月
に
修
正
を

完
了
し
た
千
葉
県
地
域
防
災

計
画
と
町
地
域
防
災
計
画
の

整
合
性
や
、
現
在
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
願

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
県
の
修
正
は
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経

て
、
八
月
六
日
付
で
修
正
が

完
了
し
ま
し
た
。
修
正
は
、

昨
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、

三
つ
の
視
点
に
よ
る
見
直
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
点
目
に
、
東
日
本
大
震

災
の
被
害
、
対
応
、
教
訓
を

踏
ま
え
、
よ
り
実
効
性
の
高

い
計
画
へ
の
見
直
し
。
二
点

目
に
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を

考
慮
し
た
最
大
ク
ラ
ス
の
地

震
、
津
波
を
前
提
と
し
た
防

災
計
画
の
見
直
し
。
三
点
目

に
、
減
災
や
多
重
防
御
の
視

点
に
重
点
を
置
き
、
ハ
ー
ド

対
策
と
ソ
フ
ト
対
策
を
組
み

合
わ
せ
た
総
合
的
な
防
災
対

策
の
推
進
で
す
。

　

町
地
域
防
災
計
画
の
進
捗

状
況
は
、
今
回
の
見
直
し
に

あ
た
り
、
防
災
ア
セ
ス
メ
ン

ト
調
査
業
務
及
び
地
域
防
災

計
画
修
正
業
務
に
つ
い
て
、

四
月
十
一
日
に
指
名
競
争
入

札
に
よ
り
委
託
契
約
を
締
結

し
て
い
ま
す
。

　

防
災
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査

は
、
御
宿
町
に
お
け
る
風
水

害
及
び
地
震
災
害
等
の
危
険

性
に
つ
い
て
整
理
、
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

六
月
二
十
二
日
に
第
一
回

防
災
会
議
を
開
催
し
、
防
災

に
か
か
わ
る
国
の
動
向
、
計

画
修
正
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
修
正
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
八
月
の
千
葉
県
地
域
防

災
計
画
の
修
正
を
受
け
、
九

月
中
に
全
体
構
成
、
計
画
骨

子
を
作
成
し
、
十
二
月
を
め

ど
に
地
域
防
災
計
画
の
改
訂

版
を
作
成
し
ま
す
。
議
会
に

は
、
そ
の
時
点
で
説
明
を
す

る
予
定
で
、
お
お
む
ね
平
成

二
十
五
年
一
月
末
に
は
素
案

の
作
成
を
完
了
し
、
三
月
定

例
議
会
へ
上
程
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

津
波
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
東
日
本
大
震
災
の
大
津

波
で
は
、
海
岸
部
に
設

置
さ
れ
た
津
波
対
策
の
水
門
、

防
潮
堤
が
こ
と
ご
と
く
破
壊

さ
れ
ま
し
た
。
町
民
が
高
台
、

避
難
場
所
、
一
時
避
難
場
所

に
避
難
す
る
と
き
に
必
要
な

誘
導
看
板
、
標
識
看
板
の
設

置
状
況
を
、
お
聞
か
せ
願
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
東
日
本
大
震
災
後
、
六

カ
所
に
電
柱
巻
き
つ
け

型
の
標
高
看
板
を
、
十
四
カ

所
の
避
難
場
所
に
標
高
看
板

を
設
置
し
ま
し
た
。
津
波
避

難
誘
導
看
板
の
更
新
や
津
波

避
難
ビ
ル
の
表
示
板
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
電
柱
巻
き
つ
け

タ
イ
プ
の
標
高
看
板
の
設
置

に
向
け
、
設
置
箇
所
、
表
示

内
容
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
お
り
、
早
急
に
設
置
を
進

め
ま
す
。
標
高
の
基
準
は
、

基
本
的
な
設
置
方
針
と
し
て

五
メ
ー
ト
ル
、
十
メ
ー
ト
ル
、

十
五
メ
ー
ト
ル
と
五
メ
ー
ト

ル
単
位
の
表
示
を
行
い
、
近

隣
住
民
が
各
自
宅
周
辺
か
ら

避
難
路
の
お
お
よ
そ
の
標
高

を
把
握
し
、
避
難
場
所
ま
で

の
避
難
距
離
、
所
要
時
間
を

考
え
る
た
め
の
も
の
で
す
。

本
年
度
は
新
た
に
三
十
カ
所

の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
修
正
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
夜
間
で
の
災
害
発

生
に
関
す
る
誘
導
体
制
及
び

対
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ
夜
間
の
避
難
体
制
に
お

け
る
避
難
誘
導
看
板
は
、

こ
れ
ま
で
も
ソ
ー
ラ
ー
式
の

表
示
板
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度
の
整
備
に

お
い
て
、
八
カ
所
の
誘
導
看

板
を
ソ
ー
ラ
ー
式
看
板
に
整

備
を
し
て
お
り
、
今
後
の
整
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備
に
あ
た
っ
て
も
ソ
ー
ラ
ー

式
を
念
頭
に
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
今
般
予

定
し
て
い
ま
す
標
高
看
板
は
、

夜
間
対
応
の
蛍
光
塗
料
に
よ

る
反
射
板
対
応
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。
町
民

に
対
し
て
は
、
備
蓄
非
常
持

ち
出
し
品
と
し
て
、
懐
中
電

灯
を
備
蓄
す
る
こ
と
や
、
日

ご
ろ
の
備
え
と
し
て
自
宅
の

寝
室
に
は
懐
中
電
灯
と
靴
を

置
く
よ
う
啓
発
を
し
て
い
ま

す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

防
災
訓
練
に
つ
い
て

Ｑ
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に

備
え
る
こ
と
は
重
要
と

思
い
ま
す
。
共
助
と
い
う
自

主
防
災
会
を
軸
と
し
た
地
域
、

事
業
者
が
協
力
し
て
助
け
合

う
こ
と
が
大
切
で
す
。
本
年

度
実
施
し
た
防
災
訓
練
や
防

災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
下
さ
い
。
ま
た
、
今

後
予
定
し
て
い
る
訓
練
や
、

次
年
度
に
向
け
た
新
し
い
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
お
聞
き

し
ま
す
。

行
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
予
定
は
、
十
月
二

十
八
日
に
、
消
防
団
フ
ェ
ス
タ

を
須
賀
多
目
的
広
場
で
全
町

民
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

　

次
年
度
は
、
保
育
所
、
御

宿
小
学
校
に
お
い
て
、
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
配
備
し
ま
す
の

で
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着

用
し
て
の
避
難
訓
練
や
、
九

月
一
日
の
防
災
の
日
訓
練
を
初

め
、
自
助
、
共
助
と
い
う
観

点
の
も
と
さ
ら
に
充
実
し
た

訓
練
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

備
蓄
品
整
備
状
況
に
つ
い

てＱ
六
月
の
補
正
予
算
に
て

承
認
さ
れ
た
防
災
項
目

の
予
算
執
行
の
状
況
も
合
わ

せ
て
、
本
年
度
実
施
す
る
備

蓄
品
、
資
材
等
の
整
備
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
当
初
予
算
に
よ
り
計
上

し
た
備
蓄
品
は
、
蒸
し

パ
ン
百
二
十
食
。
六
月
補
正

に
計
上
し
た
防
災
資
金
を
利

用
し
て
の
資
機
材
購
入
は
、

発
電
機
十
台
、
簡
易
ト
イ
レ

二
十
台
、
照
明
十
機
、
備
蓄

食
料
三
千
五
百
食
分
な
ど
で

す
。

　

ま
た
、
八
月
二
十
一
日
に

町
内
業
者
に
発
注
し
た
の
は
、

ス
コ
ッ
プ
六
十
、
フ
ォ
ー
ク

三
十
、
一
輪
車
五
台
、
軍
手

十
ダ
ー
ス
な
ど
で
す
。

　

園
児
、
児
童
へ
の
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
購
入
は
、
御
宿

小
学
校
、
保
育
所
、
保
健
福

祉
課
、
総
務
課
職
員
に
よ
る

審
査
を
行
い
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
の
機
能
、
着
用
し
や

す
さ
な
ど
を
判
断
基
準
に
業

者
選
定
を
行
い
ま
し
た
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

学
校
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い

てＱ
公
共
施
設
、
特
に
学
校

や
保
育
所
の
天
井
や
照

明
の
耐
震
化
に
関
す
る
千
葉

日
報
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

千
葉
県
内
は
千
二
百
十
九
校

の
う
ち
、
小
中
学
校
は
四
十

一
．
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
幼
稚

園
二
十
九
．
四
パ
ー
セ
ン
ト

が
耐
震
化
さ
れ
全
国
平
均
を

上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
市
長

村
別
に
よ
る
と
、
小
中
学
校

で
天
井
や
照
明
器
具
の
耐
震

化
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
達
成
し

て
い
る
の
は
、
県
内
五
十
四

市
町
村
の
う
ち
十
四
団
体
で

あ
る
と
。
こ
の
中
に
は
布
施

小
学
校
し
か
入
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
四
割
近
い
二
十

一
団
体
は
実
施
率
が
ゼ
ロ

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ

た
り
、
防
災
復
興
基
金
の
残

高
の
使
い
道
と
し
て
運
用
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
、

伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
千
葉
県
市
町
村
復
興
基

金
を
受
け
て
、
六
月
に

Ａ
今
年
度
の
防
災
訓
練
実

施
状
況
は
、
五
月
九
日

身
体
障
害
者
福
祉
会
を
対
象

に
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見

方
講
習
会
を
行
い
、
六
月
三

日
、
土
砂
災
害
全
国
一
斉
訓

練
に
つ
い
て
、
高
山
田
区
自

主
防
災
会
を
対
象
に
実
施
し
、

五
十
六
世
帯
が
避
難
訓
練
に

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

六
月
十
四
日
に
は
、
御
宿

赤
十
字
奉
仕
団
の
防
災
研
修

で
、
防
災
講
習
を
行
い
、
七

月
十
四
日
に
は
津
波
避
難
訓

練
を
プ
ー
ル
開
き
、
海
開
き

に
あ
わ
せ
実
施
を
し
、
観
光

客
を
迎
え
る
に
あ
た
り
海
岸

で
働
く
住
民
と
ラ
イ
フ
セ
ー

バ
ー
に
よ
り
観
光
客
の
避
難

誘
導
訓
練
が
行
わ
れ
、
百
十

九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

九
月
二
日
、
総
合
防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。
悪
天

候
で
の
開
催
な
が
ら
、
八
百

十
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

九
月
七
日
、
身
体
障
害
者

福
祉
会
の
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。
自
ら
の
身
を
守

る
た
め
の
備
え
や
自
宅
で
災

害
が
発
生
し
た
場
合
を
想
定

し
た
避
難
訓
練
、
防
災
備
蓄

品
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練
を

基
金
条
例
を
作
り
ま
し
た
。

　

御
宿
町
に
は
、
平
成
二
十

四
年
度
が
千
四
百
万
円
、
平

成
二
十
五
年
度
が
七
百
万
円
、

合
計
二
千
百
万
円
が
交
付
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
が

示
す
対
象
事
業
は
、
市
町
村

が
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
に
向
け
て
新
た
に
行
う
ソ

フ
ト
事
業
で
、
国
の
補
助
金

や
被
災
制
度
、
地
方
交
付
税

で
財
源
措
置
さ
れ
て
い
な
い

事
業
で
す
。

　

六
月
補
正
と
し
て
八
百
四

十
万
円
を
復
興
事
業
に
充
て

て
い
ま
す
。
内
容
は
、
防
災

対
策
事
業
と
し
て
六
百
六
十

五
万
円
、
観
光
地
の
安
心
安
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全
対
策
と
し
て
百
七
十
五
万

円
、
合
計
八
百
四
十
万
円
で

す
。
残
り
は
、
今
年
度
が
五

百
六
十
万
円
、
来
年
の
七
百

万
円
を
合
わ
せ
て
千
二
百
六

十
万
円
で
す
。
十
二
月
以
降
、

対
象
事
業
に
つ
い
て
各
課
と

協
議
し
、
計
上
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

災
害
時
の
住
民
へ
の
伝
達

手
段
に
つ
い
て

Ｑ
災
害
発
生
時
に
住
民
に

伝
達
す
る
手
段
や
方
法

と
し
て
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の

開
始
が
始
ま
っ
た
よ
う
で
す

が
、
具
体
的
な
方
法
や
、
職

員
の
参
集
方
法
に
つ
い
て
、

訓
練
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
た
の
か
、
内
容
や
状
況

を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

Ａ
災
害
時
の
情
報
伝
達
手

段
は
、
防
災
行
政
無
線

に
よ
り
住
民
周
知
を
し
て
い

ま
す
が
、
新
た
に
七
月
か
ら

は
携
帯
三
社
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル

の
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
御

宿
町
の
エ
リ
ア
に
い
る
人
は
申

込
不
要
で
月
額
使
用
料
、
通

練
は
、
十
時
と
十
時
三
十
分

の
二
回
に
わ
た
り
、
全
国
一

斉
の
作
動
訓
練
が
あ
り
ま
し

た
。
御
宿
町
に
お
い
て
は
、
一

回
目
の
放
送
は
流
れ
ま
し
た

が
、
二
回
目
の
放
送
が
受
信

は
し
た
も
の
の
、
防
災
無
線

が
作
動
し
な
か
っ
た
と
い
う

不
具
合
が
あ
り
ま
し
た
。
即

日
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
委
託
業
者

に
よ
る
点
検
を
実
施
し
、
シ

ス
テ
ム
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の

設
定
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
す

ぐ
に
設
定
を
し
直
し
ま
し
た

の
で
、
問
題
は
解
決
で
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
有

事
の
際
の
対
応
と
し
て
、
手

動
で
流
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
簡
易
無
線
機
は

四
十
台
を
購
入
し
、
六
月
三

日
の
職
員
参
集
訓
練
の
中
で

交
信
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た
。

役
場
を
中
心
に
、
町
内
ほ
と

ん
ど
の
場
所
が
交
信
可
能
で

し
た
。
今
回
の
総
合
防
災
訓

練
で
各
区
自
主
防
災
会
長
と

御
宿
中
学
校
に
設
置
し
た
本

部
間
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
簡

易
無
線
機
を
使
用
し
、
情
報

伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
も
訓
練
を
通
じ
て
交
信

の
訓
練
を
行
い
、
操
作
に
慣

れ
て
か
ら
配
付
す
る
予
定
で

す
。
消
防
団
は
早
期
に
配
備

し
て
い
き
ま
す
。

　

御
宿
台
防
災
無
線
子
局

の
整
備
に
つ
い
て
、
御
宿
台

区
住
民
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

五
月
十
日
に
子
局
の
試
聴
テ

ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
設
置
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
っ
た
結
果
、
回
答
者

の
九
割
の
方
が
設
置
を
希
望

さ
れ
て
い
ま
す
。
子
局
の
必

要
性
や
質
問
に
関
す
る
回
答

を
し
、
九
月
補
正
予
算
に
計

上
し
ま
し
た
。
設
置
箇
所
は

三
カ
所
で
、
発
注
後
三
カ
月

製
造
期
間
が
必
要
に
な
る
た

め
、
完
成
は
今
年
度
末
に
な

る
予
定
で
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

自
主
防
災
会
へ
の
補
助
金
に

つ
い
て

Ｑ
自
主
防
災
組
織
が
発
足

し
て
か
ら
十
数
年
経
過

し
て
い
ま
す
が
、
発
足
時
に

は
町
か
ら
補
助
金
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
後
は
追
加
の

予
算
も
な
い
中
で
自
主
防
災

会
組
織
だ
け
が
、
新
た
な
機

材
等
の
購
入
も
困
難
で
あ
り
、

有
事
の
際
の
運
営
に
も
困
難

を
来
た
す
場
合
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
町
財
政
も
厳
し
い

中
で
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の

生
命
を
守
る
上
、
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
い
か
が
で

す
か
。

Ａ
御
宿
町
で
は
、
平
成
九

年
に
岩
和
田
区
に
自
主

防
災
組
織
を
発
足
以
来
、
十

五
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

発
足
当
初
、
会
議
費
用
、
消

耗
品
購
入
費
用
と
し
て
十
万

円
を
助
成
し
、
各
種
資
機
材

を
別
に
交
付
し
て
き
ま
し
た
。

県
内
で
は
、
十
六
市
町
村
が

既
設
の
自
主
防
災
組
織
へ
の

補
助
を
実
施
し
て
お
り
、
資

機
材
の
購
入
費
用
に
関
し
て

は
、
自
主
防
災
会
か
ら
の
補

助
金
要
望
も
出
て
い
ま
す
の

で
、
来
年
度
予
算
に
向
け
て

協
議
し
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

消
防
団
員
の
確
保
対
策
に
つ

い
てＱ

消
防
団
員
の
確
保
対
策

で
す
が
、
現
在
、
千
葉

信
料
は
一
切
無
料
で
す
。
気

象
庁
が
情
報
発
信
す
る
緊

急
地
震
速
報
、
大
津
波
警
報
、

津
波
警
報
は
、自
動
的
に
メ
ー

ル
配
信
さ
れ
ま
す
。
町
が
行

う
も
の
は
、
土
砂
災
害
情
報
、

避
難
勧
告
、
避
難
指
示
、
津

波
注
意
報
な
ど
で
す
。

　

職
員
参
集
は
、
メ
ー
ル
の

自
動
配
信
な
ど
の
委
託
事
業

も
あ
り
ま
す
が
、
各
種
シ
ス

テ
ム
が
あ
り
、
現
在
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
デ
ジ
タ
ル
簡
易
無
線
活

用
状
況
と
、
配
備
状
況
、

そ
れ
か
ら
、
御
宿
台
防
災
無

線
整
備
に
つ
い
て
、
同
様
の

状
況
確
認
と
整
備
の
状
況
で

す
の
で
、
あ
わ
せ
て
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

　

そ
の
前
に
お
伺
い
し
ま
す

が
、
九
月
十
二
日
に
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
訓
練
が
あ

り
ま
し
た
が
、
県
内
市
町
村

で
不
具
合
が
あ
っ
た
と
報
道

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
対
応

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
九
月
十
二
日
の
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
の
訓

県
内
の
消
防
団
員
数
は
定
数

が
二
万
九
千
五
十
三
人
で
す
。

現
在
、
加
入
団
員
数
が
二
万

七
千
百
五
十
四
人
で
、
千
八

百
九
十
九
人
が
不
足
と
な
っ

て
い
ま
す
。
各
市
町
村
で
は
、

地
域
の
防
災
の
要
で
あ
る
消

防
団
員
の
確
保
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
間
、
数
多
く
の
災
害
が

テ
レ
ビ
等
で
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
場
面

で
も
消
防
団
員
の
活
躍
が
見

ら
れ
ま
す
。
御
宿
町
消
防
団

員
が
災
害
に
対
し
て
即
戦
力

に
な
る
ま
で
に
は
、
多
く
の

訓
練
、
防
災
知
識
の
研
修
な

ど
を
経
験
し
、
い
ざ
災
害
時

に
は
団
員
総
和
、
一
致
団
結

し
て
事
に
あ
た
り
ま
す
。
活

動
す
る
消
防
団
員
、
そ
れ
を

支
え
る
家
族
、
こ
れ
こ
そ
町

全
体
で
災
害
に
備
え
る
第
一

歩
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
も
少
子
高
齢
化

に
よ
り
、
若
い
団
員
の
確
保

が
難
し
い
、
新
た
な
組
織
の

在
り
方
も
必
要
な
状
況
に
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
年
度

よ
り
防
災
職
員
も
増
員
に
な

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
早
急
に

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。
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▲サンドスキー場

Ａ
大
規
模
災
害
時
に
は
い

か
に
消
防
団
活
動
が
重

要
か
と
い
う
こ
と
は
、
東
日

本
大
震
災
で
検
証
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。
消
防
庁
か
ら
八

月
三
十
日
付
で
、
東
日
本
大

震
災
を
踏
ま
え
、
津
波
災
害

時
の
消
防
団
員
の
安
全
確
保

対
策
の
推
進
、
装
備
、
教
育

訓
練
等
の
充
実
、
消
防
団
へ

の
入
団
促
進
を
図
る
た
め
の

取
り
組
み
へ
の
推
進
に
つ
い

て
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
昨
年
度
か
ら
消

防
団
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
、

小
さ
い
時
か
ら
消
防
団
に
親

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
参

加
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
区
長
に
お

願
い
し
て
、
消
防
団
員
の
勧

誘
に
一
緒
に
行
っ
て
い
た
だ

く
取
り
組
み
も
始
め
て
い
ま

す
。

　

若
年
層
の
都
市
部
へ
の
流

出
の
影
響
に
よ
り
、
消
防
団

員
の
平
均
年
齢
も
高
齢
化
し

て
き
ま
し
た
。
今
後
の
対
応

と
し
て
は
、
大
規
模
災
害
団

員
、
勤
務
地
団
員
な
ど
機
能

別
消
防
団
員
の
検
討
や
、
消

防
団
員
の
定
年
制
の
引
き
上

げ
、
ま
た
消
防
団
員
の
処
遇

を
進
め
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

災
害
弱
者
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
自
分
の
身
を
守
り
た
く

て
も
身
体
的
に
ハ
ン
デ

の
た
め
に
行
動
で
き
な
い
、

障
害
者
、
高
齢
者
な
ど
の
災

害
時
要
援
護
者
に
は
、
自
治

会
な
ど
の
地
域
全
体
で
避
難

を
支
援
す
る
取
り
組
み
が
必

要
と
考
え
ま
す
。
要
援
護
者

支
援
プ
ラ
ン
個
別
計
画
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
、
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

Ａ
要
援
護
者
支
援
プ
ラ
ン

個
別
計
画
の
基
に
な
る

要
援
護
者
台
帳
の
整
備
は
、

昨
年
度
、
民
生
委
員
協
議
会

に
お
い
て
、
民
生
委
員
に
現

状
の
防
災
登
録
者
の
避
難
支

援
台
帳
掲
載
へ
の
同
意
確
認

を
お
願
い
し
、
臨
時
職
員
に

よ
る
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
項
目
が
多
岐
に
及
ぶ

こ
と
か
ら
、
本
年
七
月
に
再

度
、
民
生
委
員
を
調
査
員
と

し
て
委
嘱
し
、
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
九
月
末
ま
で

が
調
査
期
間
で
す
の
で
、
来

月
に
は
あ
る
程
度
の
台
帳
整

備
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
台
帳
に
基
づ

く
個
別
プ
ラ
ン
の
策
定
に
至

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
共

助
、
公
助
の
観
点
か
ら
、
自

主
防
災
会
や
防
災
対
策
本
部

と
の
検
討
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

避
難
支
援
プ
ラ
ン
の
進
捗

状
況
で
す
が
、
防
災
登
録
者

約
二
百
八
十
四
名
の
う
ち
、

同
意
者
百
四
十
五
名
、
不
同

意
者
二
名
、
入
院
な
ど
連
絡

不
明
十
六
名
、
確
認
中
二
十

一
名
と
い
う
状
況
で
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

橋
梁
の
耐
震
化
に
つ
い
て

Ｑ
橋
梁
は
老
朽
化
が
進
み
、

地
震
や
津
波
発
生
時
に

交
通
が
で
き
な
く
な
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
岩
和
田
に
住

む
私
と
し
て
も
、
高
台
に
避

難
す
る
た
め
に
は
橋
を
渡
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、
大
変

不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。
町

内
の
公
共
物
の
防
災
に
向
け

た
取
り
組
み
や
安
全
点
検
の

状
況
、
耐
震
化
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

Ａ
本
年
度
一
、
二
級
の
河

川
上
等
に
か
か
る
七
橋

の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策

定
し
ま
す
。
対
象
橋
梁
は
、

橋
長
十
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の

橋
四
橋
と
、
町
内
中
心
部
へ

と
つ
な
が
る
橋
長
十
五
メ
ー

ト
ル
未
満
の
橋
三
橋
を
選
定

し
て
い
ま
す
。　

　

長
寿
命
化
修
繕
計
画
は
道

路
交
通
の
安
全
性
を
確
保
す

る
上
で
、
計
画
的
か
つ
予
防

的
な
方
法
に
よ
り
、
橋
梁
の

長
寿
命
化
を
図
る
も
の
で
す
。

　

災
害
時
の
移
動
避
難
や
緊

急
輸
送
路
の
確
保
の
観
点
か

ら
、
地
域
防
災
計
画
と
も
調

整
を
図
り
な
が
ら
、
耐
震
能

力
の
向
上
を
含
め
、
整
備
計

画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

（
答
弁
…
建
設
環
境
課
長
）

改
善
な
ど
、
新
た
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

防
災
基
本
条
例
の
制
定

Ｑ
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

を
も
と
に
、
町
民
が
防

災
へ
前
向
き
な
と
き
に
、
自

助
、
共
助
、
公
助
の
三
助
一

体
の
取
り
組
み
を
明
確
に
し

ま
し
た
。
防
災
基
本
条
例
の

制
定
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
町
の
考

え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

Ａ
災
害
基
本
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
、
県
内
の
状

況
は
、
浦
安
市
は
平
成
二
十

一
年
に
災
害
対
策
基
本
条
例

を
制
定
し
、
千
葉
県
で
は
本

年
度
中
に
災
害
対
策
基
本
条

例
を
制
定
予
定
で
す
。

　

防
災
基
本
条
例
は
、
目
標

理
念
の
明
確
化
に
よ
り
、
町

民
に
理
解
し
や
す
く
、
ま
た
、

条
例
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

長
期
的
な
防
災
対
策
の
法
的

担
保
が
な
さ
れ
る
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
大
変
有
効
と

考
え
て
い
ま
す
。
県
条
例
の

内
容
な
ど
を
踏
ま
え
、
検
討

避
難
路
の
確
保
に
つ
い
て

Ｑ
岩
和
田
地
区
の
避
難
場

所
ま
で
行
く
た
め
の
避

難
路
の
整
備
、
よ
り
高
台
に

移
動
す
る
た
め
の
旧
岩
和
田

小
学
校
か
ら
サ
ン
ド
ス
キ
ー

場
を
結
ぶ
避
難
路
、
赤
道
が

ふ
さ
が
れ
て
い
る
た
め
、
整

備
や
安
全
点
検
の
状
況
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

Ａ
旧
岩
和
田
小
学
校
は
、

地
域
防
災
計
画
で
災
害

発
生
時
に
お
け
る
町
指
定
の

避
難
場
所
に
な
り
ま
す
。
避

難
訓
練
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
よ
り
、
住
民
の
方
々
や
観

光
客
を
含
め
、
広
く
周
知
が

さ
れ
て
お
り
、
津
波
の
避
難

で
は
多
く
の
避
難
者
が
想
定
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さ
れ
ま
す
。
旧
岩
和
田
小
学

校
体
育
館
で
海
抜
十
三
メ
ー

ト
ル
、
普
通
教
室
等
を
取
り

壊
し
ま
し
た
上
の
駐
車
場
で

は
海
抜
十
六
メ
ー
ト
ル
で
す

が
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

を
生
か
し
、
想
定
外
の
対
応

と
し
て
、
駐
車
場
か
ら
サ
ン

ド
ス
キ
ー
場
へ
の
新
た
な
避

難
路
を
確
保
す
る
と
い
う
意

味
で
重
要
な
こ
と
と
認
識
し

て
い
ま
し
て
、
地
元
行
政
区

か
ら
も
同
様
の
要
望
が
あ
り

ま
す
。

　

今
後
、
地
域
防
災
計
画
を

踏
ま
え
、
避
難
路
、
避
難
経

路
の
具
体
的
な
見
直
し
が
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
結

果
を
受
け
、
防
災
所
管
課
等

に
ま
た
逃
げ
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
地
域
防
災
計
画
の

修
正
の
中
で
骨
子
案
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
ら
、
全
庁
体
制

で
会
議
を
開
き
、
修
正
内
容

の
調
整
や
避
難
路
を
初
め
課

題
の
整
理
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

防
災
教
育
に
つ
い
て

Ｑ
過
去
の
災
害
か
ら
得
ら

れ
た
教
訓
を
、
未
来
を

担
う
子
供
た
ち
に
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
児
童
生
徒
の
発
達

段
階
に
応
じ
た
指
導
等
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会
活

動
を
進
め
、
防
災
教
育
の
普

及
を
促
進
し
て
は
ど
う
か
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
今
後
、

防
災
教
育
に
お
い
て
、
ど
の

よ
う
に
実
施
し
て
い
く
か
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

Ａ
児
童
生
徒
へ
の
防
災
教

育
で
す
が
、
東
日
本
大

震
災
後
、
災
害
の
発
生
時
に

は
自
ら
危
険
を
予
測
し
、
回

避
す
る
た
め
の
主
体
的
に
行

動
す
る
態
度
を
発
達
段
階
に

合
わ
せ
て
育
成
す
る
こ
と
、
ま

た
、
支
援
者
と
な
る
視
点
か

ら
、
自
助
、
共
助
の
精
神
を

育
成
す
る
防
災
教
育
の
重
要

性
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

町
の
防
災
教
育
は
、
主
に

避
難
訓
練
を
通
じ
て
行
っ
て
お

り
、
教
室
か
ら
災
害
発
生
後

安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
一
般

的
な
訓
練
か
ら
、
緊
急
地
震

速
報
を
活
用
し
た
抜
き
打
ち

に
行
う
も
の
、
保
護
者
へ
の
引

き
渡
し
訓
練
、
教
室
以
外
で

の
地
震
を
想
定
し
て
の
訓
練
な

ど
を
実
施
し
て
お
り
、
訓
練
の

中
で
発
達
段
階
に
応
じ
た
能

力
を
養
う
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
。
今
後
も
登
下
校
な
ど

に
被
災
し
、
指
示
者
が
い
な
い

場
合
の
訓
練
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
想
定
の
中
で
の
訓
練
、
ま

た
、
地
域
の
災
害
に
関
す
る
歴

史
の
継
承
や
、
防
災
関
係
者

と
の
連
携
に
よ
る
体
験
学
習
、

専
門
的
知
識
を
持
っ
て
い
る
方

の
授
業
な
ど
を
で
き
る
だ
け
取

り
入
れ
、
防
災
へ
の
興
味
、
関

心
を
高
め
な
が
ら
、
防
災
教

育
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
教
育
課
長
）

Ａ
保
育
所
に
お
け
る
防
災

教
育
は
、
子
供
た
ち
の

感
性
が
定
ま
ら
な
い
年
齢
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
知
識
の

習
得
と
い
う
よ
り
も
、
具
体

的
に
防
災
訓
練
に
参
加
し
た

り
、
本
で
消
防
車
の
絵
を
見

た
り
と
い
う
内
容
に
な
り
ま

す
。
御
宿
小
学
校
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
年
に
数
回
合
同

訓
練
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
は
こ
の
よ
う
な

環
境
の
中
で
防
災
知
識
を
身

に
つ
け
て
く
れ
れ
ば
よ
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

と
協
議
を
し
、
早
急
に
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

Ｑ
岩
和
田
地
区
に
お
け
る

津
波
に
関
す
る
主
要
避

難
路
と
し
て
、
町
は
ど
の
よ

う
な
経
路
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
避
難
路
に
お

け
る
公
共
物
の
整
備
に
つ
い

て
、
基
本
計
画
に
ど
の
よ
う

な
年
次
計
画
を
持
っ
て
対
応

す
る
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
岩
和
田
地
区
の
避
難
路

は
、
岩
和
田
小
学
校
に

一
旦
避
難
を
し
て
、
さ
ら
に

大
津
波
な
ど
の
場
合
は
高
台

▲合同避難訓練

圡
井
茂
夫 

議
員

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

Ｑ
町
長
は
、
約
四
年
前
、

町
長
立
候
補
に
あ
た
り
、

力
強
い
、
変
え
よ
う
御
宿
、

石
田
義
葊
町
長
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
、
チ
ェ
ン
ジ
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
お
約
束
、
四
年
間
で

実
行
し
ま
す
と
、
宣
言
し
ま

し
た
。

　

八
つ
の
基
本
政
策
、
そ
れ

に
基
づ
く
二
十
五
項
目
の
内

容
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
六
月
議
会
で
十
二
月
の

町
長
選
挙
へ
立
候
補
を
表
明

し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
町
長
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
総
括
、
現
在
ど
こ
ま

で
達
成
し
、
今
後
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
の
か
を
中
心
に
、

検
証
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

町
長
の
報
酬
を
五
十
パ
ー

セ
ン
ト
カ
ッ
ト
し
て
、
町
長

専
用
車
廃
止
、
カ
ッ
ト
分
は

子
育
て
支
援
に
充
て
ま
す
と
。

や
は
り
町
長
は
政
治
家
で
あ

る
わ
け
で
す
。
宣
伝
マ
ン
で

あ
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
だ
け

の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
カ
ッ
ト

は
、
む
し
ろ
そ
の
お
金
を

使
っ
て
、
県
や
国
に
働
き
か

け
る
費
用
に
使
っ
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
こ

の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
カ
ッ
ト

を
堅
持
し
て
い
く
の
か
、
そ

の
辺
の
お
気
持
を
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

Ａ
報
酬
の
五
十
パ
ー
セ
ン

ト
カ
ッ
ト
は
、
今
後
と

も
堅
持
し
て
い
き
ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）
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▲自然観察会

Ｑ
財
源
確
保
対
策
と
し
て
、

役
場
内
に
定
住
化
促
進

チ
ー
ム
を
設
置
し
、
定
住
化

を
進
め
、
税
収
を
確
保
し
ま

す
と
宣
言
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
税
収
の
確
保
は
、
い
か

ば
か
り
の
税
収
確
保
し
た
の

か
、
そ
の
辺
を
お
聞
か
せ
下

さ
い
。

Ａ
税
収
に
つ
い
て
は
、
住

所
を
移
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
一
定
の
所
得
の
あ

る
方
は
、
町
県
民
税
の
均
等

割
、
ま
た
所
得
割
等
が
課
税

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
定
住
に

あ
た
っ
て
、
住
居
を
建
て
ら

れ
た
場
合
は
、
固
定
資
産
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。
人
口
の

定
住
に
よ
る
影
響
は
今
年
度

決
算
に
も
入
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
正
確
な
額
は
、

把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

（
答
弁
…
税
務
住
民
課
長
）

Ｑ
財
政
状
況
の
見
直
し
、

お
金
の
使
い
道
の
わ
か

り
や
す
い
予
算
書
を
お
届
け

し
ま
す
と
あ
り
ま
す
。
確
か

に
、
予
算
書
の
作
成
そ
の
も

の
は
、
よ
い
試
み
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
戸
配

Ｑ
少
子
高
齢
化
に
あ
っ
て
、

子
育
て
支
援
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
お
年
寄
り

を
大
切
に
し
、
だ
れ
も
が
健

康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

町
に
し
ま
す
と
宣
言
を
し
て

い
ま
す
。

　

御
宿
町
は
高
齢
化
率
四
十

パ
ー
セ
ン
ト
、
千
葉
県
下
第

一
位
。
十
年
後
は
、
五
十

パ
ー
セ
ン
ト
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
は
、
要
介
護
者

率
、
こ
れ
を
い
か
に
抑
え
て

い
く
か
と
い
う
政
策
が
御
宿

町
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
要
介
護
率
を

下
げ
る
政
策
は
ど
う
い
う
も

の
を
や
っ
て
い
る
の
か
、
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

Ａ
要
介
護
率
は
、
徐
々
に

上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

高
齢
化
に
伴
う
認
知
症
の
増

加
等
の
中
で
、
介
護
予
防
と

し
て
、
鶴
亀
教
室
や
昨
年
度

は
、
元
気
い
き
い
き
教
室
等

の
介
護
予
防
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
す
る
た
め
の
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
い
き
い
き

教
室
は
、
三
カ
月
の
う
ち
に

十
二
回
開
催
し
、
二
十
五
名

が
受
講
し
ま
し
た
。
介
護
予

防
と
し
て
、
食
べ
物
の
管
理

か
ら
、
健
康
管
理
を
主
体
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

Ｑ
自
然
環
境
の
保
持
と
い

う
こ
と
で
、
観
光
、
漁

業
、
農
業
な
ど
、
産
業
基
盤

と
な
る
す
ぐ
れ
た
自
然
環
境

を
保
持
し
ま
す
。
環
境
を
汚

染
す
る
開
発
行
為
は
、
絶
対

し
ま
せ
ん
。
開
発
行
為
は
、

多
か
れ
少
な
か
れ
、
環
境
汚

染
を
招
く
の
は
、
だ
れ
し
も

理
解
す
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
最
小
限
に

抑
え
る
知
恵
を
出
し
て
、
前

に
だ
れ
も
い
な
け
れ
ば
、
開

発
行
為
も
認
め
て
い
く
必
要

性
は
あ
る
の
で
は
な
い
の
か

な
と
考
え
ま
す
。

　

農
薬
の
空
中
散
布
、
こ
れ

が
環
境
へ
悪
影
響
を
も
た
ら

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
な

と
。
そ
れ
は
、
あ
る
時
、
蛍

が
い
た
そ
の
次
の
日
に
、
農

薬
散
布
が
あ
り
、
そ
の
次
の

日
か
ら
は
、
蛍
は
一
匹
も
見

ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
空
中
か
ら
、
ま
く
の
で

す
か
ら
、
当
然
そ
の
範
囲
に

絞
っ
た
形
で
で
き
な
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
や
む
を
得
な

い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
こ
れ
だ
け
挙
げ
て
い

る
政
策
で
あ
る
の
な
ら
、
そ

こ
ま
で
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
す
が
、
町
長
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

Ａ
農
薬
の
散
布
は
、
御
宿

町
で
は
補
助
金
を
出
し

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
農

家
の
方
が
長
年
の
問
題
の
中

で
、
協
議
会
を
つ
く
り
、
農

家
の
人
た
ち
が
散
布
料
は
す

べ
て
支
払
っ
て
い
ま
す
。

　

確
か
に
、
環
境
に
は
負
荷

が
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、

現
在
の
農
薬
に
つ
い
て
は
、

環
境
負
荷
に
対
し
て
考
慮
し

布
と
い
う
こ
と
で
、
だ
れ
に

で
も
こ
れ
が
講
読
で
き
る
と

い
う
、
す
ば
ら
し
い
も
の
だ

と
私
は
感
じ
て
い
ま
す
。
で

も
、
こ
れ
を
本
当
に
講
読
し

て
い
る
方
が
い
る
の
か
と
い

い
ま
す
と
、
余
り
興
味
を
示

し
て
い
な
い
の
で
す
。
そ
こ

で
、
こ
れ
は
確
か
に
い
い
も

の
で
す
が
、
何
で
読
ま
な
い

の
か
、
そ
の
辺
の
調
査
を
な

さ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
行
政

側
の
自
己
満
足
で
は
、
予
算

の
無
駄
遣
い
だ
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、
そ
れ
の
見
解
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

Ａ
予
算
書
の
説
明
、
わ
か

り
や
す
い
予
算
書
は
、

二
十
二
年
度
か
ら
出
し
て
い

ま
す
。
議
会
に
お
示
し
す
る

細
か
い
分
析
を
抜
い
て
、
職

員
も
住
民
に
わ
か
り
や
す
い

よ
う
に
と
、
写
真
も
つ
け
て
、

工
事
箇
所
等
も
明
確
に
し
て

努
力
し
て
い
ま
す
が
、
住
民

の
意
見
に
よ
る
と
、
ま
だ
そ
こ

に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
の
で
、
今
後
も
そ
れ

を
心
が
け
て
、
努
力
し
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

た
農
薬
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
も
農
薬

を
語
る
上
で
、
や
は
り
一
番

大
事
な
こ
と
は
、
農
業
と
し

て
、
業
と
し
て
、
考
え
た
と

き
に
、
や
は
り
業
が
成
り
立

つ
た
め
に
は
、
そ
う
い
っ
た

こ
と
も
必
要
だ
と
。
ま
た
、

こ
れ
を
進
め
る
上
で
は
、
消

費
者
を
含
め
た
方
た
ち
の
要

望
、
要
す
る
に
、
斑
点
米
と

い
う
虫
が
食
っ
た
お
米
等
も

発
生
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
こ

と
も
含
め
て
、
皆
さ
ん
が
ど

う
考
え
て
い
く
か
に
よ
っ
て

は
、
今
後
そ
う
い
う
農
薬
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
時
期
が
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来
て
い
ま
す
が
、
現
状
で
は
、

難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

Ａ
農
業
と
い
う
生
業
を
維

持
し
つ
つ
、
い
か
に
環

境
を
保
全
し
て
い
く
か
と
い

う
、
大
き
な
課
題
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
う
中
で
、
現

在
は
有
人
ヘ
リ
で
散
布
し
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
、
無
人

ヘ
リ
に
つ
い
て
、
そ
の
ほ

う
が
、
環
境
へ
の
負
荷
軽
減

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
見
方
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
辺
を
研
究
し
、
農
業
者
と

協
議
し
な
が
ら
、
環
境
保
全

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

い
う
こ
と
に
は
敏
感
で
す
の

で
、
そ
こ
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。
こ
れ
は
、
住

民
の
一
人
一
人
に
投
げ
か
け

て
、
こ
う
い
う
状
態
だ
か
ら

ぜ
ひ
と
も
共
有
し
て
も
ら

い
た
い
、
こ
う
い
う
町
民

の
方
々
に
熱
意
を
も
っ
て

当
た
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

き
っ
と
わ
か
る
の
で
は
な
い

か
な
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
の
生
活
排
水
、
河
川

浄
化
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
河
川
の
水
質
浄
化
で
す

が
、
平
成
二
十
三
年
度
、

家
庭
の
三
角
コ
ー
ナ
ー
の
配

布
を
行
い
ま
し
た
。
合
計
で
、

二
十
三
年
度
中
に
二
百
二
十

セ
ッ
ト
の
配
布
を
し
て
い
ま
す
。

　

合
併
浄
化
槽
の
設
置
補
助

は
、
二
十
一
年
度
か
ら
二
十
八

基
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

海
岸
美
化
等
は
、
ビ
ー
チ

ク
リ
ー
ナ
ー
等
を
購
入
し
て
、

海
岸
の
整
備
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。

（
答
弁
…
建
設
環
境
課
長
）

Ｑ
街
路
の
中
で
環
境
美
化

は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で

ど
う
い
う
こ
と
を
し
た
の
か
、

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

Ａ
街
路
の
環
境
美
化
と
し

て
、
環
境
整
備
員
が
、

海
岸
に
あ
る
公
衆
ト
イ
レ
等

の
清
掃
に
努
め
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
建
設
環
境
課
長
）

Ａ
平
成
二
十
三
年
度
に
、

グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
事
業
を
活
用
し
、
街
路
灯
、

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
で

ほ
ぼ
全
機
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
で

き
る
等
、
地
球
環
境
に
や
さ

し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ａ
街
路
環
境
美
化
は
、
街

路
全
体
を
指
し
、
観
光

道
路
等
の
整
備
、
一
般
的
な

看
板
等
の
整
備
、
花
の
植
栽

な
ど
で
す
。

　

私
自
身
が
頭
の
中
で
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
る
空
間
の
創

造
に
つ
い
て
は
、
な
か
な
か

手
が
回
っ
て
い
な
い
こ
と
は

認
識
し
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

Ｑ
磯
根
資
源
を
保
護
し
ま

す
。
こ
れ
は
水
産
業
に

携
わ
っ
て
い
る
方
に
は
、
す

ご
く
あ
り
が
た
い
。
町
で
は

漁
礁
の
設
置
と
か
、
稚
貝
放

流
、
毎
年
や
っ
て
い
た
だ
く

の
は
、
あ
り
が
た
い
限
り
で

す
。
た
だ
、
本
当
に
そ
の
投

資
効
果
が
あ
る
の
か
。
も
っ

と
磯
根
資
源
を
守
る
た
め
に

は
、
そ
の
根
源
を
断
つ
こ
と

を
し
な
い
限
り
、
だ
め
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
辺
の
資
源

保
護
に
つ
い
て
、
ご
回
答
願

い
ま
す
。

Ａ
放
流
事
業
は
、
平
成

十
三
年
か
ら
実
施
し

て
、
今
年
度
、
水
産
事
務
所

で
、
放
流
し
た
稚
魚
、
稚
貝

に
つ
い
て
の
調
査
を
行
っ
た

結
果
、
天
然
の
も
の
が
約
七

割
、
放
流
が
三
割
と
い
う
結

果
が
出
て
い
ま
す
。
こ
う
い

う
こ
と
か
ら
、
自
然
の
中
に

年
間
三
万
か
ら
二
万
七
千
個

程
度
の
稚
貝
を
放
流
し
て
い

ま
す
が
、
非
常
に
厳
し
い
状

態
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
を
な

く
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

三
割
が
な
く
な
り
ま
す
。

Ｑ
役
場
内
に
環
境
浄
化

チ
ー
ム
を
設
定
し
、
生

活
排
水
対
策
、
河
川
浄
化
、

環
境
美
化
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ

を
保
存
し
、
生
息
環
境
の
改

善
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

県
の
水
質
保
全
課
が
、
海

水
浴
に
適
当
か
不
適
当
か
、

そ
の
よ
う
な
発
表
を
例
年
し

て
い
ま
す
。
Ａ
Ａ
は
す
ご
く

す
ぐ
れ
て
適
当
、
Ｂ
・
Ｃ
は

適
当
と
い
う
こ
と
で
、
我
が

町
御
宿
の
海
水
浴
場
は
、
Ｂ

ラ
ン
ク
で
す
。
や
は
り
Ａ
Ａ

の
ラ
ン
ク
ま
で
持
っ
て
、
安

全
な
海
水
浴
場
で
す
よ
と
、

基
礎
的
な
こ
と
で
進
め
な
い

限
り
は
、
海
水
客
は
、
こ
う

▲御宿海岸

　

自
然
保
護
に
つ
い
て
、
平

成
二
十
二
年
の
八
月
に
漁
業

関
係
者
を
メ
ン
バ
ー
と
し
た
、

御
宿
漁
礁
協
議
会
を
設
置
し
、

カ
ジ
メ
の
利
活
用
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
平
成
二
十
四
年
度

の
事
業
で
、
毎
年
行
っ
て
い

る
カ
ジ
メ
の
老
木
刈
り
に
伴

い
、
刈
っ
た
カ
ジ
メ
を
乾
燥

し
、
九
月
の
伊
勢
え
び
祭
り

に
も
共
催
の
中
で
、
販
売
し

て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
海
岸
ビ
ー
チ
サ
イ
ド

計
画
に
取
り
組
み
ま

す
。
こ
の
ビ
ー
チ
サ
イ
ド
計

画
は
、
改
め
て
町
長
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
見
て
気
が
つ
き
ま

し
た
。
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な

形
で
な
さ
ろ
う
と
し
て
い
る

の
か
。
そ
の
辺
を
お
聞
き
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
ビ
ー
チ
サ
イ
ド
計
画
は
、

一
つ
に
は
、
網
代
湾
を

中
心
と
し
た
自
然
環
境
、
海

浜
景
観
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

二
つ
目
に
、
漁
業
と
観
光
業

と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
海
業

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
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三
つ
目
に
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
に
よ
り
、
ビ
ー
チ
文

化
の
普
遍
化
を
創
出
し
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
、
こ
れ
を
体

系
的
に
き
ち
ん
と
計
画
し
、

ま
と
め
て
実
施
で
き
て
い
な

い
。
こ
の
三
つ
の
部
分
が
連

携
の
中
で
、
な
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、

今
後
き
ち
ん
と
体
系
化
し
て
、

創
造
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

Ｑ
駐
車
場
の
施
設
の
改
善

を
図
り
ま
す
と
。
駐
車

Ａ
一
点
目
の
駐
車
場
施
設

の
改
善
は
、
七
月
十
四

日
か
ら
八
月
三
十
一
日
の
間
、

月
の
沙
漠
通
り
の
山
側
に
つ

い
て
、
駐
車
禁
止
期
間
も
設

け
て
い
ま
し
た
が
、
御
宿
の

顔
で
あ
る
月
の
沙
漠
周
辺
道

路
、
違
法
駐
車
が
多
く
み
ら

れ
、
昨
年
度
よ
り
、
山
側
の

地
区
の
通
年
駐
車
禁
止
に
つ

い
て
、
い
す
み
警
察
署
に
要

望
を
お
願
い
し
て
お
り
本
年

一
月
よ
り
規
制
が
強
化
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
っ
て
、
今
取
り

組
み
中
で
す
が
、
民
間
の
駐

車
場
等
を
さ
ら
に
活
用
し
た

形
で
、
そ
の
整
理
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
活
性
化
対
策
。
雇
用
促

進
を
図
る
た
め
、
環
境

を
汚
染
し
な
い
工
場
誘
致
に

努
め
、
若
者
の
定
住
化
を
図

り
ま
す
と
。
私
は
、
高
齢
化

対
策
を
打
開
す
る
一
番
の
大

事
な
こ
と
は
、
若
者
の
雇
用

対
策
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

若
者
を
い
か
に
こ
こ
に
引
き

つ
け
て
仕
事
を
し
て
い
た
だ

い
て
、
家
族
と
生
き
る
、
こ

れ
が
御
宿
の
先
々
の
輝
か
し

い
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
、

確
信
し
て
い
ま
す
。

　

若
者
の
雇
用
対
策
、
先
ほ

ど
も
定
住
化
促
進
チ
ー
ム
と

か
婚
活
と
か
を
や
っ
て
い
る

こ
と
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

町
は
、
こ
の
若
者
の
雇
用
対

策
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。
そ
れ
を
お
聞
き
か

せ
下
さ
い
。

Ａ
企
業
誘
致
制
度
条
例
は
、

議
会
と
相
談
し
な
が
ら
、

三
月
議
会
に
上
程
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
二
十
二
年
に
都
市
部
と
の

情
報
格
差
を
な
く
す
た
め
、

町
全
体
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の

設
置
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
、
基
本
計
画
を
作
っ
て

い
ま
し
て
、
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
、
ま
た
懇
談
会
の
中
で
も
、

若
い
人
の
雇
用
に
つ
い
て
の

声
が
多
く
上
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
全
庁
的

に
検
討
を
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

Ｑ
マ
ン
シ
ョ
ン
の
定
住
化

率
を
高
め
ま
す
と
、
ど

の
程
度
マ
ン
シ
ョ
ン
の
定
住

化
が
進
ん
だ
の
か
な
と
。
御

宿
町
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
リ

ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
で
す
。

住
ん
で
い
る
棟
は
約
十
パ
ー

セ
ン
ト
以
下
と
い
う
よ
う
な

状
況
で
す
。
そ
ん
な
思
い
で
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
定
住
化
率
を

上
げ
た
い
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
年
度
と
い
う
か

目
標
と
い
う
も
の
を
決
め

て
、
何
年
度
後
に
は
こ
の
位

に
し
ま
す
、
そ
う
い
う
計
画

性
を
も
っ
た
定
住
化
と
い
う

も
の
が
必
要
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
ど
う
で
す
か
、
定
住
化

率
。
何
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い

上
が
っ
た
の
で
す
か
。

Ａ
御
宿
町
の
マ
ン
シ
ョ
ン

で
住
民
票
が
あ
る
方
は
、

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
で
、

マ
ン
シ
ョ
ン
十
四
棟
中
、
二

百
六
十
六
人
で
し
た
。
直
近

の
九
月
五
日
現
在
、
同
じ
マ

ン
シ
ョ
ン
で
、
住
民
票
が
あ

る
方
は
三
百
九
十
九
人
、
百

三
十
三
人
増
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

Ｑ
各
団
体
と
の
連
携
を
密

に
し
、
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
ま
す
。
こ

場
の
施
設
と
い
い
ま
す
と
、

月
の
沙
漠
記
念
館
前
あ
た
り

の
駐
車
場
整
備
で
す
か
。
観

光
客
が
来
て
、
ト
イ
レ
に

入
っ
て
、
月
の
沙
漠
記
念
館

を
見
て
、
月
の
沙
漠
像
を
見

て
帰
る
そ
う
で
す
。
こ
こ
に
、

土
産
物
屋
と
か
い
ろ
ん
な
御

宿
の
グ
ッ
ズ
な
ど
が
な
い
の

か
な
と
。
そ
の
よ
う
な
こ
と

で
、
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
路
上
駐
車
、
御
宿
の

顔
を
こ
こ
を
何
と
か
し
な
く

て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
駐
車
場
施
設
の
改
善
、

こ
れ
は
ど
こ
に
あ
た
る
の
か
、

お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

れ
は
、
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

定
住
化
促
進
と
か
、
環
境
浄

化
チ
ー
ム
を
指
し
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
お
聞
か
せ

願
い
ま
す
。

Ａ
観
光
協
会
、商
工
会
、中

山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
実
行
委
員
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
お

ん
じ
ゅ
く
Ｄ
Ｅ
元
気
な
ど
の

団
体
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
。

　

観
光
協
会
は
、
イ
ベ
ン
ト

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
商
工
会
は
、
ま
ち
か
ど

つ
る
し
雛
事
業
が
拡
大
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
漁
業
組
合

は
、
ア
ラ
メ
の
商
品
開
発
と

し
て
、
今
年
度
は
、
補
助
事

業
で
あ
る
、
第
六
次
産
業
推

進
事
業
補
助
金
を
活
用
し

て
、
イ
カ
の
加
工
場
を
設
置

し
て
、
商
品
開
発
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
中
山
間
地

域
総
合
整
備
事
業
実
行
委
員

会
で
は
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
ん
じ
ゅ

く
Ｄ
Ｅ
元
気
は
、
オ
ー
シ
ャ

ン
ス
イ
ム
レ
ー
ス
大
会
あ
る

い
は
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ

大
会
を
定
着
さ
せ
、
町
に
活

力
を
吹
き
込
ん
で
い
ま
す
。
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こ
の
よ
う
に
町
と
各
団
体

が
で
き
る
だ
け
連
携
を
密
に

し
て
、
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

Ｑ
御
宿
町
の
持
つ
あ
ら
ゆ

る
文
化
の
振
興
に
努
め

る
、
文
化
力
を
向
上
し
ま
す
。

具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
を

し
て
い
る
の
か
、
ご
回
答
願

い
ま
す
。

Ａ
具
体
的
な
も
の
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
四
百
周

年
事
業
の
中
で
、
黒
沼
ユ
リ

子
さ
ん
の
バ
イ
オ
リ
ン
や
ス
ペ

イ
ン
友
好
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
町

無
形
文
化
財
の
保
存
育
成
に

努
め
る
た
め
、
補
助
金
の
拡

充
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

（
答
弁
…
教
育
課
長
）

Ｑ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の

拡
充
に
努
め
ま
す
と
。

こ
れ
は
、
桜
の
植
樹
会
、
桜

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
、
こ

の
活
躍
は
い
ろ
い
ろ
芽
を
出

し
て
き
た
の
か
な
と
。
川
の

ほ
と
り
に
も
植
え
ら
れ
て
、

御
宿
内
の
空
き
地
、
緑
地
帯

グ
ル
ー
プ
に
は
、
桜
の
植
栽

管
理
が
進
め
ら
れ
て
、
安
心

生
活
検
討
部
会
で
は
、
福
祉

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
ご
提
言
を
い
た
だ
き
、
福

祉
の
政
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

二
十
三
年
度
よ
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
創

設
し
て
、
拡
充
を
図
っ
て
い

ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

Ｑ
全
町
公
園
化
構
想
、
町

全
体
を
保
養
の
場
、
健

康
づ
く
り
の
場
と
す
る
長
期

計
画
を
立
て
、
着
実
に
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
す
。
た
だ
、

こ
の
公
園
と
い
い
ま
す
と
、

今
あ
る
公
園
、
そ
の
足
元
を

見
て
も
ら
い
た
い
。
全
町
公

園
化
を
広
げ
て
公
園
に
し
た

い
と
い
う
思
い
は
よ
く
わ
か

り
ま
す
。
し
か
し
、
既
存
の

公
園
の
維
持
管
理
を
見
て
い

ま
す
と
、
御
宿
台
に
も
公
園
、

町
管
理
の
公
園
が
あ
り
ま
す
。

草
ぼ
う
ぼ
う
で
す
。
全
町
公

園
化
構
想
っ
て
い
い
ん
で
す

か
と
、
今
あ
る
公
園
を
十
分

に
生
か
す
こ
と
か
ら
始
ま
る

の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

Ａ
児
童
公
園
は
、
昨
年
と

比
べ
、
人
的
な
配
置
が

ま
ま
な
ら
な
い
中
で
、
昨
年

は
、
例
年
よ
り
少
し
多
く
な

る
ぐ
ら
い
作
業
を
進
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
そ
う

い
っ
た
意
味
で
は
、
大
変
ご

迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
。
町

の
作
業
員
の
運
用
の
中
で
、

作
業
員
に
お
願
い
し
な
が
ら
、

美
化
活
動
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

　

公
園
は
、
遊
具
が
だ
い
ぶ

破
損
し
、年
に
一
回
、民
生
委

員
を
通
じ
た
調
査
を
し
て
い

ま
す
が
、
場
所
的
に
小
さ
い

公
園
も
あ
り
ま
す
の
で
、
集

約
化
し
た
構
想
と
い
う
も
の

も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

Ｑ
市
町
村
合
併
問
題
を
町

の
最
重
要
課
題
と
し
て

と
ら
え
、
町
民
の
ご
意
見
を

伺
い
、
対
応
を
図
り
ま
す
。

将
来
的
に
は
吸
収
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
誇
り
高
き
御
宿
と

い
う
地
名
を
残
し
、
合
併
を

推
進
し
ま
す
。
町
長
は
合
併

推
進
派
だ
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
文
章
か
ら
は
受
け
取
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
五
年
か
六
年
さ

か
の
ぼ
る
の
で
す
か
ね
、
住

民
投
票
で
は
、
合
併
を
賛
成

と
い
う
サ
イ
ン
を
示
し
た
わ

け
で
す
。
そ
の
後
、
合
併
協

議
会
で
は
、
御
宿
町
、
勝
浦
、

大
多
喜
だ
け
が
離
脱
し
て
、

三
町
に
よ
る
合
併
が
い
す
み

市
で
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
ま

で
約
四
年
間
、
合
併
問
題
は
、

発
言
が
な
か
っ
た
の
か
な
と
、

合
併
債
も
あ
と
何
年
と
少
な

い
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い

ま
す
。
町
長
の
今
現
在
の
合

併
に
対
す
る
思
い
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

Ａ
平
成
十
七
年
に
い
す
み

市
が
誕
生
し
た
後
に
、

十
九
年
か
ら
二
十
年
度
に
か

け
て
、
各
市
町
総
務
課
長
を

中
心
と
す
る
勉
強
会
が
発
足

し
ま
し
た
。
合
併
の
機
運
が

そ
の
後
盛
り
上
が
る
こ
と
な

く
、
平
成
二
十
一
年
二
月
の

会
議
を
も
っ
て
、
勉
強
会
は

終
了
し
ま
し
た
。
以
後
、
単

独
で
の
行
政
運
営
が
必
然
的

と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
よ
り
効
率

が
生
ま
れ
て
、
今
年
あ
た
り

は
、
桜
を
見
る
会
、
そ
こ
ま

で
桜
は
成
長
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
組
織
の
拡
充
、
こ
れ
は
、

ど
う
し
て
も
継
続
性
が
重
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
御
宿

に
は
、
ポ
イ
ン
ト
制
と
い
う

も
の
を
設
け
た
そ
う
で
す
。

そ
う
い
う
形
で
一
歩
一
歩
、

継
続
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
方
々
を
町
長
は

表
彰
す
る
よ
う
な
機
会
を
つ

く
っ
て
あ
げ
て
も
、
よ
ろ
し

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

継
続
す
る
よ
う
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
を
進
め
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
、
発

言
し
て
い
た
だ
き
ま
す
か
。

Ａ
平
成
二
十
二
年
度
の
九

月
に
、
町
づ
く
り
推
進

委
員
会
設
置
し
ま
し
た
。
各

団
体
長
や
公
募
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
、
ご
参
加
を
い

た
だ
き
、
町
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。
活
力
創
出
部
会
、

つ
ま
り
桜
植
栽
ワ
ー
キ
ン
グ

的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
る

と
と
も
に
、
町
の
あ
ら
ゆ
る

資
源
を
生
か
し
、
創
意
工
夫

を
し
な
が
ら
、
町
の
活
性
化

を
図
り
、
自
立
し
た
町
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

Ｑ
我
が
町
は
、
副
町
長
制

を
敷
い
て
い
ま
せ
ん
。

県
下
に
は
、
五
十
四
市
町
村

が
あ
る
中
で
、
五
十
一
市
町

村
が
副
町
長
制
を
敷
い
て
い

ま
す
。
銚
子
市
、
横
芝
光
町
、

我
が
町
が
副
町
長
制
を
敷
い

て
い
ま
せ
ん
。

　

町
長
は
町
の
政
治
家
の

ト
ッ
プ
と
し
て
戦
わ
な
き
ゃ

い
け
な
い
わ
け
で
す
。
そ
う

し
た
中
で
、
副
町
長
制
を
敷

き
、
執
行
部
の
強
化
を
図
る

こ
と
が
、
町
長
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
を
推
進
し
て
い
く
一
つ

の
手
立
て
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
つ
け
加
え
る
な

ら
ば
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
を

採
用
し
て
、
町
長
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
し
て
も
、
政
策

に
し
て
も
、
自
分
の
力
と
な

る
よ
う
な
こ
と
を
今
後
は
考

え
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
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副
町
長
制
、
ア
ド
バ
イ

サ
ー
制
、
最
後
の
質
問
で
す

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

Ａ
副
町
長
は
、
今
後
、
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
は
、

皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
指
摘

を
い
た
だ
い
て
、
作
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

Ｑ
先
ほ
ど
来
、
町
長
、
こ

の
二
十
五
項
目
に
つ
い

て
、
自
己
評
価
を
し
た
と
い

う
こ
と
で
、
最
後
回
答
し
た

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
私
は
、
平
成
二
十
年
の

町
長
選
挙
に
立
候
補
し

ま
し
て
、
町
民
の
皆
様
と
の

約
束
で
あ
る
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
、
新
し
い
町
づ
く
り
を
発

表
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様

が
主
役
の
町
づ
く
り
を
基
本

姿
勢
に
八
つ
の
基
本
施
策
を

挙
げ
、
四
年
間
の
任
期
の
中

で
、
実
現
に
向
け
て
取
り
組

む
具
体
的
な
項
目
を
掲
げ
ま

ま
ち
づ
く
り
と
政
策
決
定
に

つ
い
て

協
働
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て

Ｑ
御
宿
町
は
古
く
か
ら
協

働
の
町
づ
く
り
の
町
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

五
十
数
年
、
消
防
団
は
命

を
守
る
地
域
防
災
の
要
で
す
。

こ
の
組
織
が
し
っ
か
り
し
て

い
る
お
か
げ
で
、
御
宿
町
は

安
心
し
て
住
め
る
町
で
は
な

い
か
な
と
。
三
．
一
一
以
降
そ

の
重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
行
政
区
で
す
。

こ
れ
ほ
ど
し
っ
か
り
し
た
組

織
は
、
こ
の
近
郷
に
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
地
域
の
要
望

修
正
の
分
と
、
こ
の
四
段
階

で
評
価
し
た
と
こ
ろ
、
自
己

評
価
は
、
八
月
末
現
在
で
、

達
成
済
み
が
十
項
目
、
進
捗

状
況
が
高
い
も
の
が
十
一
項

目
、
取
り
組
み
中
が
三
項
目
、

取
り
組
ん
で
い
な
い
も
の
が

一
項
目
で
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

十
五
円
で
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

Ｑ
大
体
年
間
八
万
円
、
こ

の
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
活

用
し
て
地
域
活
動
が
よ
り
円

滑
に
動
い
て
い
け
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
大
変
い
い
制
度

な
の
で
す
が
、
行
政
が
ポ
イ

ン
ト
を
配
付
す
る
の
は
問
題

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
第

三
者
機
関
、
例
え
ば
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
か
観
光
協
会
、
商
工
会
等

に
委
託
し
て
そ
の
事
業
を
継

続
し
た
ほ
う
が
、
ス
ム
ー
ズ

に
い
く
の
で
は
な
い
か
。
ど

う
で
す
か
。

し
た
。
八
つ
の
基
本
施
策
は
、

一
、
行
財
政
改
革
の
徹
底
。

二
、
福
祉
の
町
づ
く
り
。
三
、

自
然
環
境
の
保
持
。
四
、
観

光
振
興
。
五
、
活
性
化
対
策
。

六
、
人
づ
く
り
、
教
育
文
化

の
振
興
。
七
、
全
町
公
園
化

構
想
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。

八
、
市
町
村
合
併
問
題
。

　

今
回
の
進
捗
状
況
、
報
告

し
ま
す
が
、
新
し
い
町
づ
く

り
で
書
か
れ
た
具
体
的
な
項

目
に
つ
い
て
、
八
月
末
の
時

点
で
自
己
評
価
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

新
し
い
町
づ
く
り
で
掲
げ

た
二
十
五
の
項
目
に
つ
い
て
、

そ
の
項
目
が
ど
の
程
度
、
実

施
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
と

い
う
点
か
ら
、
以
下
の
四
つ

の
区
分
で
評
価
を
し
て
い
ま

す
。

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
評
価
基

準
、
評
価
区
分
と
し
て
、
四

段
階
あ
り
、
四
は
達
成
済
み

で
す
。
三
は
取
り
組
み
中
で

す
が
、
進
捗
状
況
が
高
い
も

の
と
い
う
こ
と
で
す
。
二
は

取
り
組
み
中
。
こ
れ
は
取
り

組
ん
だ
と
、
一
歩
を
踏
み
出

し
た
と
い
う
意
味
で
す
。
一

と
し
て
未
実
施
ま
た
は
計
画

や
問
題
を
、
行
政
と
連
携
し

な
が
ら
、
安
全
と
安
心
の
町

づ
く
り
に
。
こ
の
五
十
年
間
、

御
宿
町
が
発
展
し
て
き
た
の

は
、
そ
こ
に
大
き
な
要
因
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

新
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
も
大
変
活
発
に
な
っ
て
い

ま
す
。
行
政
で
は
、
ら
く
だ

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
発
行
し

ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
制
度
に

つ
い
て
、
説
明
願
い
ま
す
。

Ａ
ら
く
だ
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
は
、
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
支
援
事
業
実
施

要
綱
を
定
め
、
平
成
二
十
三

年
六
月
か
ら
運
用
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

　

町
が
指
定
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
す
る
団

体
ま
た
は
個
人
に
対
し
て
、

活
動
期
間
に
お
い
て
ら
く
だ

カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

す
る
も
の
で
す
。
ポ
イ
ン
ト

は
、
一
時
間
当
た
り
三
十
ポ

イ
ン
ト
、
金
額
に
し
て
五
十

円
相
当
額
を
付
与
し
て
、
二

十
三
年
度
の
実
績
は
四
万
九

千
五
百
六
十
ポ
イ
ン
ト
。
金

額
に
し
て
八
万
二
千
七
百
六

瀧
口
義
雄 

議
員

Ａ
こ
の
制
度
を
作
っ
た
時

に
、
町
が
行
う
と
い
う

決
定
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に

協
力
い
た
だ
く
こ
と
に
つ
い

て
商
工
振
興
も
含
め
、
額
は

小
さ
い
が
、
ら
く
だ
カ
ー
ド

ポ
イ
ン
ト
利
用
を
検
討
し
ま

し
た
。

　

そ
の
事
業
の
内
容
に
つ
い

て
、
各
所
管
の
担
当
課
が
事

前
に
把
握
し
て
、
そ
の
実
績

に
基
づ
い
て
出
す
と
い
う
こ

と
で
、
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
違
っ
た
団
体

が
行
う
方
が
よ
い
と
い
う
意

見
で
す
が
、
そ
の
辺
も
含
め

て
検
討
し
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）
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Ｑ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
設
立
が
提
案
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
御
宿
町
も
十
年

後
に
は
高
齢
化
率
が
五
十
二
．

七
パ
ー
セ
ン
ト
い
う
中
で
、
収

入
が
少
し
で
も
増
え
れ
ば
家

庭
で
も
社
会
で
も
い
い
循
環

が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。　

　

働
き
先
を
斡
旋
す
る
組
織

が
あ
っ
た
ら
と
思
い
ま
す
が
、

民
間
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
で
立
ち
上

げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
な
と
思
い

ま
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
今
後
さ
ら
に
進
む
高
齢

化
社
会
に
お
い
て
、
元

気
な
お
年
寄
り
の
経
験
を
生

か
し
た
組
織
づ
く
り
は
重
要

な
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
御
宿
町
の
事
業
者

に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
な
い

事
業
を
中
心
に
、
地
域
に
あ
っ

た
事
業
を
既
存
の
団
体
と
可

能
性
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

Ｑ
高
齢
化
率
四
十
一
パ
ー

セ
ン
ト
、
県
下
一
と
い

う
中
で
高
齢
者
が
高
齢
者

を
介
護
す
る
、
ま
た
高
齢
者

が
高
齢
者
の
た
め
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
す
る
よ
う
な
事
態

機
関
と
協
議
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

指
定
管
理
者
制
度
と
運
用
等

に
つ
い
て

Ｑ
計
画
の
中
に
御
宿
漁
港

の
指
定
管
理
者
制
度
を

将
来
検
討
す
る
と
あ
り
ま
す
。

　

職
員
の
定
員
適
正
化
計
画

案
の
中
で
大
幅
な
正
規
職
員

の
増
員
は
望
め
な
い
中
、
観

光
施
設
、
Ｂ
＆
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
指
定
管
理
、
ま
た
外

部
委
託
を
検
討
す
る
余
地
が

十
分
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

直
接
的
な
も
の
、
個
人
情
報

が
入
る
と
か
問
題
で
す
が
、

町
の
施
設
を
指
定
管
理
す
る

選
定
、
そ
れ
と
評
価
基
準
を

聞
き
た
い
。

　

月
の
沙
漠
記
念
館
は
観
光

の
牽
引
車
で
し
た
。
こ
う
い

う
大
事
な
施
設
は
、
大
学
の

研
究
室
、
ま
た
民
間
の
コ
ン

サ
ル
等
に
委
託
も
考
え
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
と
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
、
野
球

場
。
料
金
を
取
る
施
設
に
対

し
て
は
指
定
管
理
が
向
く
の

で
は
な
い
か
。

　

そ
れ
と
、
広
域
ご
み
の
処

理
場
建
設
で
す
。
ご
み
収
集

の
搬
送
の
効
率
化
を
検
討
す

る
中
で
、
車
両
の
大
型
化
の

導
入
、
収
集
業
務
の
指
定
管

理
者
制
度
の
検
討
は
し
な
い

の
か
、
ま
と
め
て
お
願
い
し
ま

す
。Ａ

月
の
沙
漠
記
念
館
の
指

定
管
理
者
は
、
童
謡
月

の
沙
漠
の
舞
台
と
な
っ
た
御

宿
町
の
重
要
な
財
産
で
も
あ

る
加
藤
ま
さ
を
の
作
品
を
中

心
に
、
外
房
地
域
や
御
宿
町

に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
品
を
企

画
展
示
す
る
場
所
と
し
て
平

成
二
年
に
建
設
さ
れ
、
開
館

以
来
多
く
の
人
々
や
作
者
た

ち
、
ま
た
記
念
館
運
営
に
携

わ
っ
た
賢
人
た
ち
に
愛
さ
れ

て
き
た
記
念
館
で
す
。
ま
た
、

記
念
館
長
を
含
め
た
賃
金
、

約
四
百
六
十
万
円
程
度
で
運

営
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮

す
る
と
、
慎
重
に
指
定
管
理

者
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、一
部
を
委
託
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

御
宿
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク

は
平
成
十
九
年
度
に
、
他
市

町
村
で
実
際
に
プ
ー
ル
の
指

定
管
理
会
社
を
行
っ
て
い
る

実
績
の
あ
る
業
者
へ
、ウ
ォ
ー

タ
ー
パ
ー
ク
の
決
算
や
施
設

内
容
を
示
し
、
検
討
し
た
中

で
は
、
二
万
人
以
上
の
利
用

者
と
夏
季
の
み
の
開
設
で
は

難
し
い
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、

職
員
の
事
務
軽
減
な
ど
を
考

え
る
と
指
定
管
理
者
の
可
能

性
に
つ
い
て
今
後
も
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

御
宿
漁
港
の
指
定
管
理

者
の
制
度
は
、
御
宿
漁
業
組

合
と
岩
和
田
漁
業
組
合
が
平

成
十
三
年
の
十
月
に
合
併
し
、

経
営
の
合
理
化
を
図
る
目
的

か
ら
岩
和
田
漁
港
の
改
修
工

事
が
平
成
十
六
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
、
防
波
堤
の
か
さ
上

げ
工
事
や
物
揚
場
の
新
設
工

事
が
行
わ
れ
平
成
二
十
二
年

度
市
場
統
合
の
工
事
が
完
成

し
、
御
宿
漁
港
の
漁
船
の
受

け
入
れ
態
勢
が
整
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、合
併
当
時
の

御
宿
の
漁
船
数
は
五
十
一
隻

で
し
た
が
現
在
は
三
十
一
隻

と
減
少
し
て
お
り
、
合
併
当

初
か
ら
漁
船
数
等
減
少
し
た

場
合
の
御
宿
漁
港
の
有
効
活

が
、
目
の
前
に
来
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
は
各
区
に
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
御
宿
町
全

体
と
し
て
は
絶
対
数
が
不
足

し
て
い
る
現
状
の
中
で
、
御

宿
町
独
自
の
政
策
と
し
て
支

援
要
員
の
創
設
が
で
き
な
い

か
。
災
害
の
と
き
の
避
難
支

援
、
要
援
護
の
支
援
、
ま
た

介
護
の
支
援
等
に
活
動
で
き

る
人
材
の
確
保
。
行
政
区
の

役
員
と
同
列
に
し
て
、
新
し

い
制
度
を
確
立
し
て
、
高
齢

化
社
会
に
向
け
て
の
一
歩
を

踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
民
生
委
員
数
は
二
十
一
名
。

多
岐
に
わ
た
る
活
動
を

し
て
い
ま
す
が
、
全
国
的
に
は

民
生
委
員
が
不
足
し
て
い
る
状

況
で
す
。
福
祉
の
仕
事
は
非

常
に
多
忙
に
な
っ
て
き
て
い
る

と
い
う
現
状
で
す
の
で
、
来
る

べ
き
高
齢
化
社
会
の
対
応
と
い

う
こ
と
で
、
民
生
委
員
の
補
助

や
福
祉
の
仕
事
と
し
て
新
た

な
委
員
の
創
設
と
い
う
お
話

で
す
が
、
三
．一一の
震
災
以
降

災
害
時
の
要
支
援
者
対
策
も

含
め
、
必
要
な
こ
と
と
認
識
し

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
関
係

用
の
手
段
と
し
て
、
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
を
総
合
計

画
に
掲
載
し
た
も
の
で
、
町

及
び
御
宿
岩
和
田
漁
業
組
合

等
に
利
活
用
を
含
め
た
指
定

管
理
者
制
度
の
検
討
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

Ａ
社
会
体
育
施
設
で
は
Ｂ

＆
Ｇ
等
の
指
定
管
理
者

に
つ
い
て
、
社
会
体
育
施
設

と
し
て
効
率
的
な
運
営
を
図

る
こ
と
は
、
今
後
、
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
教
育
課
長
）

Ａ
広
域
ご
み
処
理
施
設
の

収
集
等
は
、
各
市
町
の

形
態
を
基
本
に
現
在
検
討
し

て
い
ま
す
で
す
が
、
収
集
車

も
老
朽
化
し
、
車
の
大
型
化

等
を
含
め
、
今
後
、
直
営
と

か
委
託
と
い
う
形
態
も
含
め

て
検
討
し
ま
す
。

（
答
弁
…
建
設
環
境
課
長
）

Ｑ
そ
の
選
定
と
評
価
基
準

に
つ
い
て

Ａ
指
定
管
理
は
、
指
定
管

理
に
関
す
る
条
例
が
あ
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り
、
指
定
管
理
者
が
行
う
管

理
の
基
準
等
を
明
確
に
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
と
、
選
定
の

委
員
会
が
あ
り
、
そ
ち
ら
で

選
考
す
る
事
に
な
り
ま
す
。

　

評
価
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
社
会
福
祉
協
議
会
に
指

定
管
理
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
が
、
三
年
間
と
い
う
期
間

の
中
で
管
理
を
し
て
い
た
だ

い
て
、
そ
の
実
績
を
報
告
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

報
告
書
に
基
づ
い
て
適
正
な

管
理
が
で
き
て
い
る
か
ど
う

か
の
確
認
を
し
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

　
教
育
委
員
会
と
教
育
課
に
つ

い
て

　
　Ｑ

組
織
体
系
と
職
務
権
限

及
び
業
務
の
内
容
。
そ

れ
と
、
大
津
事
件
に
関
連
し

て
聞
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
法
と
生
徒
の
権

利
に
つ
い
て
、
こ
の
質
問
の
趣

旨
は
学
校
が
本
来
の
教
育
の

学
び
の
場
に
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
一
生
の
中
で
一
番
輝

い
て
い
る
の
は
少
年
期
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
学
校
で

多
く
の
事
を
学
び
、
先
生
を

行
政
を
行
っ
た
場
合
、
変
わ

る
こ
と
で
急
激
な
方
針
の
変

更
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
教
育

行
政
の
安
定
性
確
保
と
政
治

的
中
立
を
維
持
す
る
た
め
に

合
議
制
執
行
機
関
と
し
て
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
単
独
で
設
置
さ
れ
て
い

る
理
由
は
、
地
域
に
根
ざ
し

た
教
育
行
政
を
展
開
す
る
た

め
、
各
市
町
村
に
教
育
委
員

会
を
置
く
制
度
が
設
け
ら
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

町
独
自
の
教
育
施
策
と
い
う

こ
と
で
、
町
教
育
委
員
会
は

平
成
二
十
四
年
教
育
行
政
で

基
本
施
策
の
中
に
、
学
校
教

育
の
施
策
の
一つ
と
し
て
地
域

の
特
性
、
人
材
を
生
か
し
た

体
験
学
習
を
推
進
す
る
こ
と

を
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

漁
船
の
乗
船
体
験
や
職
場
体

験
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
野

沢
と
の
交
流
事
業
ま
た
、
ミ

ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
の
観
察
や
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
号
の
漂
着
の
歴
史

に
つ
い
て
学
ぶ
な
ど
、
町
の
特

色
を
生
か
し
た
教
育
の
推
進

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

中
央
国
際
学
園
と
の
連
携

で
す
が
、
い
じ
め
問
題
に
つ
い

て
知
識
が
豊
富
な
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
い
る
こ
と
も
期
待
で

き
ま
す
の
で
、
学
校
の
人
員

配
置
の
状
況
等
を
踏
ま
え
た

中
で
連
携
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
教
育
課
長
）

Ｑ
教
育
事
務
点
検
評
価
書

が
配
ら
れ
ま
し
た
。
一

つ
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、

評
価
委
員
が
二
人
と
も
元
教

員
で
元
教
育
長
で
あ
り
、
自

分
の
古
巣
の
こ
と
に
つ
い
て

言
い
づ
ら
い
。
一
人
別
の
ほ

う
が
よ
ろ
し
い
の
で
は
な
い

か
。

　

も
う
一
つ
は
教
科
書
選
定

で
す
、
こ
の
辺
は
、
表
に
出

て
こ
な
く
て
わ
か
ら
な
い
の

で
す
が
、
御
宿
町
の
小
中
学

校
の
教
科
書
選
定
、
採
択
で

す
ね
。
こ
れ
は
、
教
育
長
の

専
決
事
項
だ
と
、
ど
う
い
う

形
で
こ
の
御
宿
町
は
教
科
書

の
採
択
を
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
今
年
度
の
教
科
書
の
選

定
は
、文
科
省
の
資
料
に

よ
り
、
県
、
市
町
村
と
段
階
を

踏
ん
で
き
て
い
ま
す
。
今
年
の

内
容
は
、四
月
十
三
日
勝
浦
の

教
育
委
員
会
で
市
町
村
の
教

育
委
員
会
議
を
行
い
、
採
択

の
案
を
立
て
、
五
月
二
十
九
日

に
、教
育
委
員
会
会
議
を
各
地

区
で
開
き
、
地
区
の
規
約
に
つ

い
て
検
討
、意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。六
月
五
日
御
宿
町
に
お

い
て
、
夷
隅
郡
市
の
中
で
御
宿

が
当
番
と
い
う
こ
と
で
、
第
一

回
の
教
科
書
選
定
会
議
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
内
容
を

決
め
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。
六

月
十
二
日
に
夷
隅
教
育
会
館

を
借
り
、
第
一
回
の
選
定
に
よ

る
調
査
委
員
の
選
定
を
議
決

し
て
、
七
月
九
日
御
宿
町
へ

そ
の
内
容
に
つ
い
て
連
絡
が
あ

り
、第
二
回
の
教
科
書
選
定
委

員
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
七
月

通
し
て
体
験
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
時
期
に
、
い
じ
め
問
題

を
抜
き
に
し
て
は
前
に
進
め

ま
せ
ん
。
確
認
し
て
い
る
だ

け
で
、
全
国
で
七
万
二
百
件
、

千
葉
県
で
七
千
四
百
五
十
件

で
す
。

　

そ
う
い
う
中
で
、
町
単
独

で
教
育
委
員
会
が
存
続
し
て

い
る
意
義
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。
合
併
前
は
一
市
五
町
で

一
つ
で
し
た
。
教
育
委
員
会

と
言
い
な
が
ら
国
、
県
、
あ

る
い
は
こ
の
上
総
地
区
で
す

か
、
そ
う
い
う
形
の
組
織
の

中
で
権
限
と
い
う
の
は
限
ら

れ
て
い
る
。
町
長
部
局
が
教

育
施
設
に
多
額
の
投
資
を
し

て
い
る
中
で
、
教
育
委
員
会

が
ど
う
い
う
形
で
存
在
し
て

い
く
の
か
。
そ
れ
と
、
不
登
校
、

い
じ
め
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

最
中
、
通
信
制
と
い
い
な
が

ら
御
宿
町
が
議
会
の
同
意
を

得
て
誘
致
す
る
中
央
国
際
学

園
と
の
提
携
は
考
え
ら
れ
な

い
の
か
。

Ａ
町
単
独
で
教
育
委
員
会

が
存
在
す
る
意
義
で
す

が
、
教
育
委
員
会
は
、
選
挙

で
選
ば
れ
る
首
長
等
が
教
育

十
七
日
い
す
み
教
育
委
員
会

に
お
い
て
教
科
書
採
択
委
員

会
、
こ
れ
は
二
市
二
町
の
教
育

委
員
会
で
同
時
に
会
議
を
行

い
、
教
科
書
選
定
会
議
の
後
、

意
見
交
換
、
八
月
三
十
一
日
ま

で
に
御
宿
へ
そ
の
手
続
を
し

て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
を
東
上

総
教
育
事
務
所
へ
提
出
し
、そ

こ
か
ら
県
へ
上
が
っ
て
い
く
と

い
う
段
取
り
で
す
。

（
答
弁
…
教
育
長
）

Ｑ
県
、
国
の
基
準
に
合
っ

た
も
の
が
、
町
単
独
で

な
ぜ
や
ら
な
い
の
か
。
教
育

委
員
会
の
存
在
は
一
番
大
事

な
教
科
書
の
選
定
に
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
義
務
教
育
を
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ど
う
す
る
か
と
い
う
根
源
的

な
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
れ
を
、
皆
さ
ん
と
こ

の
地
域
一
体
だ
と
い
う
こ
と

を
わ
か
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。そ
う
い
う
中
で
、今
や
っ

て
い
る
こ
と
が
ど
う
い
う
存

在
意
義
が
あ
る
の
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
地
域
で
は
ど
こ

の
地
域
で
も
同
じ
よ
う
な
き

め
細
か
い
教
育
行
政
を
行
っ

て
い
ま
す
。
私
の
言
っ
て
い

る
の
は
教
科
書
選
定
だ
け
で

す
が
、
な
ん
で
町
独
自
で
選

定
し
な
い
の
か
。

Ａ
御
宿
町
教
育
委
員
会
行

政
組
織
第
十
条
で
、
教

育
長
の
専
決
と
い
う
事
項
が

あ
り
ま
す
。
教
科
書
採
択

は
、
教
科
書
選
定
に
つ
い
て

ま
ず
義
務
教
育
諸
学
校
の
教

科
書
の
無
償
措
置
に
関
す
る

法
律
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
、
県
が
一
定
の
地
域
内
で

同
一
の
教
科
書
を
使
用
す
る

と
い
う
事
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
市
町
村
の
地
区
ま
た
は

地
区
を
合
わ
せ
た
地
域
に
採

択
事
項
を
設
定
し
て
い
ま
ま

す
。
同
一
の
地
区
内
に
複
数

の
市
町
村
が
あ
る
場
合
に
は
、

Ｑ
大
津
事
件
に
関
し
て
教

育
長
の
所
感
と
そ
の
指

導
方
法
、
そ
れ
と
学
校
教
育

法
と
政
府
の
権
限
の
こ
の
狭

間
で
ど
う
対
応
し
て
い
く
の

か
。Ａ

い
じ
め
に
つ
い
て
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
絶
対
に
こ
れ

は
人
と
人
と
の
か
か
わ
り
の

中
で
起
こ
る
。
私
は
一
番
大

事
な
こ
と
は
、
学
校
現
場
の

子
供
た
ち
が
一
番
よ
く
知
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

内
容
を
教
員
あ
る
い
は
家
庭

の
皆
さ
ん
が
、
子
供
に
早
く

気
が
つ
く
と
い
う
こ
と
が
一

番
の
解
決
で
あ
る
と
思
う
し
、

常
に
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
こ
と
で

対
処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
般
い
じ
め
問
題
に
関
す

る
取
り
組
み
事
例
が
あ
り
ま

し
た
。こ
れ
は
、平
成
十
九
年

の
二
月
に
出
て
い
ま
す
。
こ

の
中
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
内

容
で
全
部
サ
ン
プ
ル
が
載
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
実
際

に
事
件
が
起
き
た
の
を
ど
の

よ
う
に
解
決
し
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
学
校
に
も
配
っ
て
あ
り

ま
す
。

（
答
弁
…
教
育
長
）

Ｑ
学
校
教
育
法
と
そ
の
生

徒
の
権
利
に
つ
い
て

Ａ
教
育
を
受
け
る
権
利
を

補
完
す
る
た
め
に
学
校

教
育
法
で
は
、
義
務
教
育
に

つ
い
て
経
済
的
理
由
に
よ
り

就
学
が
困
難
な
場
合
な
ど
に

援
助
が
受
け
ら
れ
る
規
定
や
、

い
じ
め
や
暴
力
行
為
を
繰
り

返
す
生
徒
・
児
童
が
あ
る
場

合
は
、ほ
か
の
児
童
・
生
徒
の

教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障

す
る
た
め
、
出
席
停
止
の
制

度
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　

出
席
停
止
は
、
期
間
や
停

止
中
の
学
習
支
援
の
具
体
策
、

ま
た
復
帰
後
の
ケ
ア
な
ど
、

課
題
も
多
く
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
実
際
に
行
う
か
否

か
は
、
事
案
が
あ
っ
た
と
き

に
学
校
、
保
護
者
等
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
慎
重
に
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

（
答
弁
…
教
育
課
長
）

Ｑ
社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
の
二
つ
の

柱
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
社
会
教
育
自
体
が
福
祉

の
比
重
が
大
分
重
く
な
っ
て

い
る
。
生
涯
教
育
と
い
う
形

を
言
っ
た
場
合
、
こ
れ
は
福

祉
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
と
。

本
来
な
ら
福
祉
課
で
も
、
遜

色
な
い
の
か
な
と
い
う
感
じ

な
の
で
す
が
、
こ
れ
を
一
つ

の
課
と
し
て
独
立
し
て
対
応

す
る
考
え
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

教
育
委
員
会
が
社
会
に
出

た
人
ま
で
統
率
す
る
教
育
は

難
し
い
。
公
民
館
活
動
、
Ｂ

＆
Ｇ
含
め
て
健
康
増
進
地
域

の
交
わ
り
と
か
福
祉
と
の
関

連
が
深
い
中
で
、
一
つ
の
課

に
す
る
。
高
齢
化
社
会
に
お

け
る
対
応
に
向
け
て
、
ぜ
ひ

検
討
し
て
下
さ
い
。

Ａ
社
会
教
育
の
福
祉
へ
の

統
合
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
福
祉
面
で
の
状
況
と
言

い
ま
す
か
、
需
要
は
非
常
に

拡
大
し
て
広
く
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
と
社
会
教
育
の
関
係
で

す
が
、
こ
れ
を
一
つ
に
し
て

い
く
こ
と
は
現
時
点
で
は
私

市
町
村
教
育
委
員
会
で
協
議

し
て
一
種
の
教
科
書
を
採
択

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
設
定
地
域
ご

と
に
協
議
会
が
設
定
さ
れ
、

協
議
さ
れ
た
中
で
決
定
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
協
議
会
が
決

定
し
た
教
科
書
を
、
町
教
育

委
員
会
が
採
択
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
教
育
長
）

Ｑ
事
業
の
特
化
と
い
う
こ

と
は
ど
う
な
の
で
す
か
。

学
校
は
新
し
い
形
態
は
好
ま

な
い
の
で
す
が
、
課
題
と
い

う
形
も
あ
る
と
思
う
の
で
す

が
、
教
育
レ
ベ
ル
で
す
、
そ

れ
は
平
常
的
な
も
の
な
の
で

し
ょ
う
が
、
そ
う
い
う
も
の

に
対
し
て
新
た
に
考
え
る
気

は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
今
新
た
に
と
い
う
よ
り
、

御
宿
の
特
色
あ
る
教
育

と
い
う
こ
と
で
、
各
小
学
校
、

中
学
校
と
も
教
科
の
指
導
の

中
で
、
町
の
特
色
あ
る
内
容

は
、
副
読
本
を
始
め
十
分
活

用
し
な
が
ら
教
育
し
て
い
ま

す
。

（
答
弁
…
教
育
長
）

の
念
頭
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
答
弁
…
町
長
）

指
定
管
理
者
制
度
と
運
用

等
に
つ
い
て

Ｑ
広
域
ご
み
の
処
理
施
設

建
設
に
つ
い
て
、
建
設
と

御
宿
町
の
課
題
、
地
元
の
同

意
が
得
ら
れ
た
中
で
、
二
十

九
年
度
供
用
開
始
に
つ
い
て
。

　
　

十
月
か
ら
始
ま
る
ご
み

袋
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

細
か
く
地
域
を
回
っ
て
説
明

し
て
、
大
変
理
解
が
深
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
。
十
月
一
日

に
向
け
て
ど
う
い
う
対
応
を

取
っ
て
い
く
の
か
。

　

そ
れ
と
、
広
域
で
扱
う
ご

み
の
種
類
で
す
。
直
接
、
生

ご
み
を
搬
入
す
る
の
か
。
リ

サ
イ
ク
ル
品
は
仕
訳
し
て
搬

入
す
る
の
か
。

　

立
山
地
区
の
県
道
、
勝
浦

布
施
大
原
線
、
延
長
千
七
百

メ
ー
ト
ル
、
御
宿
間
が
九
百

七
十
七
メ
ー
ト
ル
。
ご
み
の

施
設
が
完
了
す
る
ま
で
に
整

備
が
終
わ
っ
て
い
な
い
と
難

し
い
と
い
う
中
で
、
県
と
の

早
期
の
協
議
、
早
期
の
着
工
、

完
成
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
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た
い
。
そ
れ
で
、
ど
う
い
う

手
順
で
い
く
の
か
。

　

山
の
手
、
木
と
か
葉
と
か

の
処
理
に
困
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
、
蓄
化
あ
る
い
は
炭

化
し
き
れ
ば
大
変
ご
み
の
減

量
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
広
域
の
建
設
の
負
担

率
の
算
定
ま
で
に
堆
肥
化
の

事
業
を
実
施
で
き
れ
ば
負
担

の
軽
減
に
つ
な
が
る
、
こ
の

辺
の
検
討
を
し
て
い
た
だ
け

な
い
か
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
の
助
成
金
は
、

二
十
四
年
度
で
終
わ
り
だ
と

聞
い
て
い
ま
す
が
、
大
変
有

月
下
旬
に
は
地
域
の
衛
生
委

員
や
役
員
の
ご
協
力
に
よ
り
、

お
試
し
袋
を
各
家
庭
に
配
付

し
ま
し
た
。
八
月
中
か
ら
収

集
車
両
、
ご
み
集
積
所
に
看

板
の
取
り
つ
け
を
行
い
、
九

月
三
十
日
、
十
月
一
日
に
は

防
災
無
線
で
お
願
い
す
る
予

定
で
す
。

　

広
域
ご
み
処
理
施
設
で
扱

う
ご
み
の
種
類
で
す
が
、
焼

却
施
設
に
お
い
て
可
燃
ご
み

を
焼
却
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
不
燃
ご
み
、

瓶
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

プ
ラ
容
器
、
古
紙
、
電
球
や

乾
電
池
を
選
別
、
そ
れ
ぞ
れ

の
処
理
方
法
に
よ
り
処
分
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

立
山
地
区
か
ら
建
設
予
定

地
ま
で
の
県
道
勝
浦
布
施
大

原
線
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

路
線
は
幅
員
が
五
．
三
メ
ー

ト
ル
か
ら
五
．
九
メ
ー
ト
ル

と
狭
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
路
線
は
バ
イ
パ

ス
化
を
含
め
、
県
に
改
良
の

要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

広
域
ご
み
処
理
施
設
の
供
用

開
始
に
向
け
、
収
集
搬
入
業

務
の
安
全
性
確
保
の
た
め
に
、

さ
ら
に
調
整
、
要
望
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

樹
木
、
枝
葉
の
堆
肥
化
で

す
が
、
町
の
状
況
は
、
清
掃

セ
ン
タ
ー
に
廃
棄
さ
れ
る
可

燃
ご
み
の
う
ち
、
質
量
調
査

で
は
平
均
八
パ
ー
セ
ン
ト
程

度
、
夏
場
は
二
十
二
パ
ー
セ

ン
ト
程
度
が
草
木
と
な
っ
て

い
ま
す
。
剪
定
枝
と
か
草
木

は
燃
え
る
ご
み
と
し
て
処
理

せ
ず
、
さ
ら
に
堆
肥
化
で
利

用
で
き
る
こ
と
に
な
れ
ば
ご

み
の
減
量
化
と
肥
料
と
し
て

の
役
割
な
ど
多
面
で
の
期
待

が
持
て
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
現
状
は
十
分

な
仕
組
み
が
整
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
補
助
金
は
、

再
資
源
化
に
か
か
る
有
価
物

回
収
補
助
金
と
い
う
こ
と
で
、

町
が
補
助
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
平
成
二
十
三
年
度

実
績
で
す
が
、
六
団
体
で
約

三
十
万
円
を
補
助
し
ま
し
た
。

キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
単
価
三

円
で
す
の
で
、
約
十
万
キ
ロ

グ
ラ
ム
を
収
集
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
古
紙
が
中
心
と

な
っ
て
お
り
、
リ
サ
イ
ク
ル

補
助
金
は
再
資
源
化
の
奨
励

と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
予
算
の
要
望
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
広

域
ご
み
処
理
施
設
に
な
っ
た

場
合
に
は
、
補
助
制
度
に
つ

い
て
は
ご
み
処
理
全
体
の
中

で
総
合
的
に
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
答
弁
…
建
設
環
境
課
長
）

防
災
に
関
し
て

Ｑ
津
波
、
水
害
に
対
し
て
、

二
十
メ
ー
ト
ル
級
の
防

潮
堤
を
計
画
す
る
の
か
。
あ

る
い
は
、
釜
石
の
三
原
則
の

逃
げ
る
、
避
難
、
こ
れ
を
徹

底
し
て
訓
練
を
計
画
的
に
実

施
す
る
の
か
。

　

公
共
施
設
に
関
し
て
耐
震
、

津
波
対
策
に
関
し
て
ど
う
す

る
の
か
。

　

備
品
関
係
で
す
が
、
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
予
算
が
計

上
さ
れ
て
、
保
育
士
と
か
教

師
の
分
は
あ
る
の
か
。
救
命

ボ
ー
ト
の
用
意
が
町
に
あ
る

の
か
。
あ
と
、
消
防
隊
員
が

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
用
意

が
あ
る
の
か
。

　

夜
間
の
災
害
が
大
変
多
い

と
い
う
中
で
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の

発
電
機
が
、
新
し
く
発
売
さ

効
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

二
十
三
年
度
の
実
績
で
、
大

体
リ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
ど
の

く
ら
い
の
ト
ン
数
が
出
た
の

か
。
こ
れ
は
広
域
に
移
行
し

て
も
こ
の
補
助
制
度
は
堅
持

し
て
い
く
の
か
。

Ａ
広
域
ご
み
処
理
施
設
は
、

焼
却
方
式
や
事
業
方
式

を
定
め
総
合
支
援
、
生
活
環

境
影
響
調
査
業
務
の
発
注
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

十
月
か
ら
始
ま
る
指
定
ご

み
袋
制
の
導
入
で
す
が
、
八

れ
て
維
持
管
理
も
簡
単
だ
と
。

こ
の
購
入
を
検
討
で
き
る
の

か
。

　

八
．
一
メ
ー
ト
ル
に
変

わ
っ
た
と
い
う
中
で
、
現
実

的
に
岩
和
田
、
六
軒
町
、
新

町
、
須
賀
、
浜
地
区
で
ど
の

く
ら
い
の
被
害
が
考
え
ら
れ

る
の
か
、
ま
た
ど
の
く
ら
い

浸
水
す
る
の
か
。

Ａ
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
、

一
番
弱
者
で
あ
る
保
育

所
・
小
学
校
と
い
う
こ
と
で
、

児
童
・
生
徒
・
教
職
員
に
配

備
し
ま
す
。
今
後
、
消
防
関

係
の
方
々
に
も
一
定
数
配
備

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

救
命
ボ
ー
ト
も
、
同
様
に

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
拠

点
施
設
と
し
て
役
場
に
配
備

す
る
こ
と
で
、
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

次
に
、
発
電
機
で
す
が
、

オ
イ
ル
式
の
も
の
を
設
定
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
ガ
ス
に

つ
い
て
は
非
常
に
取
り
扱
い

が
簡
単
で
す
の
で
、
ガ
ス
の

配
備
も
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

被
害
想
定
は
、
こ
れ
ま
で

も
新
聞
報
道
等
が
な
さ
れ
て

い
ま
し
て
、
町
の
ハ
ザ
ー
ド
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マ
ッ
プ
で
お
答
え
し
ま
す
と
、

延
宝
地
震
、
元
禄
地
震
が
元

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
延
宝
地

震
で
七
．
四
メ
ー
ト
ル
が
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
到
達
時
間

が
二
十
二
分
で
、
元
禄
地
震

が
六
．
四
メ
ー
ト
ル
、
到
達
時

間
が
十
三
分
と
い
う
こ
と
で

す
。
新
元
禄
地
震
に
つ
い
て

も
、
県
で
検
討
が
な
さ
れ
て

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
に
よ
る
と
最
大
で
岩
和
田

で
七
．
八
メ
ー
ト
ル
。
浸
水
距

離
は
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
す
が
、

最
大
入
っ
て
く
る
と
こ
ろ
で
、

御
宿
の
西
で
二
百
九
十
メ
ー

ト
ル
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
こ
の

西
に
つ
い
て
は
第
一
波
の
到
達

想
定
を
変
え
る
考
え
方
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

公
的
施
設
の
対
応
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
避
難
時
間
が

あ
り
ま
す
の
で
、
地
震
が
あ
っ

た
ら
、
ま
ず
納
ま
る
の
を
待

つ
、
そ
の
後
で
き
る
だ
け
短

時
間
で
可
能
な
限
り
高
い
と

こ
ろ
に
避
難
を
し
て
も
ら
う

こ
と
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
防
潮
堤
を
つ
く
る
と
か

は
考
え
な
い
で
、
避
難

を
徹
底
す
る
と
い
う
こ
と
で

よ
ろ
し
い
の
で
す
ね
。

Ａ
県
の
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
の
中
で
、
一
つ

の
柱
の
中
に
ソ
フ
ト
対
策
と

防
護
施
設
な
ど
の
ハ
ー
ド
対

策
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的

な
津
波
対
策
を
推
進
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
各
所
管
を
集

め
て
検
討
協
議
が
出
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
一

定
の
高
さ
の
防
護
策
は
今
後

整
備
が
さ
れ
て
い
く
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
現
段
階
で

見
ま
す
と
御
宿
町
は
そ
の
基

準
を
満
た
し
て
い
る
と
の
事

で
す
。

（
答
弁
…
総
務
課
長
）

Ｑ
四
社
協
定
の
話
に
移
行

し
ま
す
が
、
御
宿
台
の

下
水
及
び
処
理
施
設
に
つ
い

て
、
ま
だ
企
業
が
使
用
し
て

い
ま
す
が
、
激
甚
が
起
き
た

と
き
の
対
応
を
ど
う
す
る
の

か
。
こ
の
調
印
は
岩
井
さ
ん

の
時
代
、
昭
和
四
十
八
年
三

月
二
十
七
日
で
す
。
御
宿
町

の
公
共
下
水
、
こ
れ
が
完
成

す
る
の
は
平
成
五
十
七
年
度

建
設
終
了
で
す
。
御
宿
台
の

施
設
開
始
か
ら
四
十
三
年
の
、

平
成
四
十
二
年
か
ら
一
部
供

用
開
始
と
。
な
ぜ
こ
う
な
っ

た
の
か
。

Ａ
下
水
道
計
画
、
激
甚
災

害
の
と
き
の
下
水
道
の

問
題
に
つ
い
て
、
下
水
道
施
設

は
、
人
口
の
減
少
等
今
後
発

生
す
る
財
政
負
担
等
を
踏
ま

え
て
詳
細
に
検
討
を
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

災
害
復
旧
は
、
大
規
模
な

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
と
き
に

は
、
町
全
体
に
お
け
る
し
尿

処
理
、
汚
水
処
理
の
復
旧
の

問
題
が
生
ず
る
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
の
復
旧
に
備
え

て
ど
の
よ
う
な
体
制
が
と
れ

る
か
は
、
町
全
体
の
汚
水
処

理
に
対
す
る
計
画
の
中
で
整

備
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
答
弁
…
建
設
環
境
課
長
）

Ａ
四
者
協
定
第
七
条
で
、

公
共
下
水
道
は
、
そ
の

他
の
地
域
が
実
施
し
た
と
き

に
移
管
を
受
け
る
と
い
う
話

だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
所
有
は

事
業
者
に
な
っ
て
い
て
、
激
甚

災
害
に
な
っ
た
場
合
は
御
宿

台
の
自
治
会
と
継
続
的
に
協

議
を
し
て
い
ま
す
が
、
施
設

に
つ
い
て
町
の
所
有
で
な
い
と

対
象
に
な
ら
な
い
と
い
う
の

が
県
の
見
解
で
す
。こ
れ
に
つ

い
て
、実
際
に
起
き
た
と
き
ど

う
す
る
の
だ
と
い
う
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
の
で
、
平
成
三

十
七
年
で
は
な
く
て
次
期
の

総
合
計
画
、早
い
段
階
で
町
の

考
え
方
を
ま
と
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

Ｑ
保
育
所
の
移
転
の
話
も

出
て
い
ま
す
。
保
育
行

政
の
本
来
の
目
的
、
健
や
か

時
間
が
十
三
．
六
分
と
い
う

よ
う
な
想
定
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
十
分
の

避
難
時
間
は
あ
り
ま
す
の
で
、

高
齢
者
の
方
が
単
独
で
徒
歩

に
よ
る
避
難
を
し
た
場
合
に
、

十
分
間
で
約
七
百
八
十
メ
ー

ト
ル
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で

す
の
で
、
十
分
高
台
へ
の
避

難
は
可
能
で
す
。
今
後
も
避

難
訓
練
は
徹
底
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
、
八
メ
ー

ト
ル
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
県
内
す
べ

て
の
自
治
体
に
つ
い
て
発
表
さ

れ
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
想

定
の
範
囲
内
と
い
う
こ
と
が

に
育
む
と
い
う
こ
の
原
点
に

立
ち
返
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

保
育
士
は
、
命
を
守
る
消
防

隊
と
同
じ
く
園
児
の
た
め
に

と
熱
い
思
い
で
日
々
仕
事
に

つ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
三
．
一
一
以
降
高
台

移
転
の
要
望
も
理
解
で
き
ま

す
。
平
成
二
十
一
年
六
月
の

定
例
議
会
で
、
当
時
の
担
当

課
長
が
、
岩
和
田
の
保
育
所

の
耐
震
検
査
の
件
で
、
統
合

を
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
答
弁
を
し
て

い
ま
す
。
当
時
か
ら
統
合
の

話
は
水
面
下
で
進
ん
で
い
る

と
い
う
中
で
、
ま
ず
は
財
政

上
の
問
題
で
中
学
校
を
仕
上

げ
て
か
ら
、
順
次
や
っ
て
い

く
と
い
う
の
が
妥
当
な
成
り

行
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
建
設
委
員
会
も
あ
り

ま
す
し
、
町
有
地
の
利
活
用

委
員
会
も
今
後
ど
う
い
う
形

で
対
応
し
て
い
く
の
か
と
い

う
も
の
を
見
据
え
て
い
か
な

き
ゃ
い
け
な
い
。
財
政
上
町

長
は
二
十
八
年
度
ご
ろ
を
め

ど
に
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
い
う
中
で
、

震
災
関
係
の
減
債
基
金
の
応

募
も
し
た
と
い
う
こ
と
は
新
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築
す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
現
状
で
は
難

し
い
の
で
は
な
い
か
。
ど
う

や
っ
て
こ
の
移
転
の
道
筋
を

つ
け
て
い
く
の
か
と
い
う
中

で
、
あ
る
施
設
を
有
効
的
に

利
用
す
る
の
も
一
つ
の
方
法

で
は
な
い
か
。
最
後
の
決
断

は
あ
な
た
が
責
任
を
持
っ
て
、

町
民
の
命
の
安
全
を
保
証
す

る
と
い
う
形
の
も
の
が
行
政

の
最
後
の
責
務
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
辺
の
、
町
長
、

考
え
を
お
聞
き
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

Ａ
土
地
利
用
に
関
し
て
は
、

当
然
財
政
事
情
も
あ
り

ま
す
が
、
保
育
所
等
は
、
保

護
者
の
意
見
、
地
域
の
意
見
、

総
体
と
し
て
は
町
民
全
体
の

意
見
を
勘
案
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

Ａ
平
成
二
十
一
年
五
月
の

耐
震
診
断
の
際
に
、
統

合
を
検
討
す
る
と
い
う
形
で

整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
岩
和
田
保
育
所
は
、

耐
震
診
断
を
し
て
い
な
い
と

い
う
状
況
で
す
。
こ
う
い
う

Ａ
私
は
、
平
成
二
十
年
十

二
月
二
十
四
日
が
町
長

就
任
初
登
庁
の
日
で
し
た
。

今
月
の
二
十
四
日
で
三
年
九

カ
月
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、

非
常
に
充
実
し
た
仕
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

自
分
な
り
の
ペ
ー
ス
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
全
身
全
霊

を
も
っ
て
、
誠
心
誠
意
仕
事

に
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
を
町
民
の
皆
様
を

初
め
、
議
会
並
び
に
議
員
の

皆
様
方
に
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

町
長
の
仕
事
の
中
で
最
も

重
要
な
こ
と
は
、
町
民
本
位

に
物
事
を
考
え
る
こ
と
。
何

を
す
る
こ
と
が
町
民
の
た
め

に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
が

物
事
を
実
行
す
る
に
あ
た
っ

て
の
第
一
の
判
断
基
準
と
な

る
。

　

御
宿
町
が
御
宿
町
た
る
ゆ

え
ん
は
、
御
宿
町
そ
の
も
の

で
す
が
、
長
く
醸
成
さ
れ
て

き
た
歴
史
や
風
土
で
あ
り
、

御
宿
町
に
住
ま
わ
れ
て
い
る

町
民
の
皆
様
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
四
百
年
前
か
ら
、
い

や
、
そ
れ
よ
り
以
前
か
ら
先

人
が
大
変
な
ご
苦
労
の
中
で
、

延
々
と
築
き
あ
げ
て
き
た
も

の
、
そ
の
一
つ
に
は
、
四
百

年
前
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

号
漂
着
の
歴
史
に
見
る
人
助

け
の
精
神
で
す
。
こ
の
こ
と

に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
町

民
の
人
情
味
あ
ふ
れ
る
心
意

気
で
す
。
さ
ら
に
は
、
こ
の

美
し
い
自
然
環
境
を
含
め
、

御
宿
町
の
持
つ
個
性
、
特
徴

で
す
。
御
宿
町
が
持
つ
個
性

を
十
二
分
に
発
揮
し
、
伸
長

さ
せ
る
こ
と
が
長
た
る
も
の

の
使
命
で
あ
り
責
務
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

チ
ェ
ン
ジ
と
は
、
ハ
ー
ド

面
の
変
化
、
変
革
も
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
が
、
一
言
で

言
え
ば
、
意
識
改
革
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
意
識
改

革
は
一
朝
一
夕
に
し
て
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
私
が
こ
の
立

場
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

何
か
が
変
わ
っ
て
き
た
の
か
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
判
断
に

お
任
せ
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

Ｑ
高
校
跡
地
利
用
を
め
ぐ

る
問
題
で
す
が
、
多
く

の
議
員
か
ら
町
長
が
提
案
さ

れ
て
い
ま
す
協
働
の
町
づ
く

り
の
認
識
が
問
わ
れ
た
と
理

解
を
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
第
一
、
町
民
本
位
が

第
一
の
判
断
だ
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
町
が
持
つ

風
土
、
人
情
、
そ
う
い
う
個

性
を
発
揮
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
を
言
わ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
チ
ェ
ン
ジ
と
い
う
中
で
、
公

平
公
正
を
期
す
べ
き
意
識
改

革
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
の
長
は
、
行
政
の
執

行
権
者
に
当
た
る
わ
け
で
す

の
で
、
町
民
の
代
表
者
の
片

方
で
あ
る
議
会
、
私
た
ち
も

町
民
に
選
挙
で
選
ば
れ
た
者

で
す
。

　

高
校
跡
地
の
利
用
に
関
し

て
も
、
一
昨
年
の
六
月
、
多

く
の
議
員
が
提
案
を
し
て
い

た
内
容
で
、
最
終
的
に
は
、

議
決
に
な
っ
た
と
理
解
し
て

い
ま
す
。
約
一
年
半
近
い
期

間
が
過
ぎ
て
お
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。

　

町
長
が
言
わ
れ
る
こ
と
は
、

大
変
大
事
な
こ
と
だ
と
今
思

う
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
私

た
ち
、
チ
ェ
ッ
ク
ア
ン
ド
バ
ラ

ン
ス
と
し
て
、
車
の
両
輪
と

理
解
を
し
て
い
ま
す
し
、
そ

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

Ｑ
こ
の
四
年
間
、
あ
な
た

に
と
っ
て
町
長
の
仕
事

と
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ

た
の
か
、
所
感
を
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

　

次
に
、
町
長
の
仕
事
の
中

で
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
何

だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
御
宿
町
が
御
宿
町
た
る

ゆ
え
ん
は
何
だ
と
お
考
え
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

選
挙
の
中
で
大
き
な
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
ら
れ
ま
し

た
「
チ
ェ
ン
ジ
」
と
い
う
言

葉
を
お
使
い
に
な
っ
た
わ
け

で
す
が
、
こ
の
チ
ェ
ン
ジ
と

は
ど
う
い
う
意
味
で
あ
っ
た

の
か
、
お
伺
い
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

経
過
を
踏
ま
え
、
ま
た
近
年

の
経
年
劣
化
も
著
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
の
で
、
こ
う

い
う
状
況
の
中
で
検
討
委
員

会
を
と
い
う
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

う
い
う
議
会
活
動
を
御
宿
町

で
は
行
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
う
い
う
車
の
両
輪
と
し

て
の
町
と
議
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
協
働
と
い
う
言

葉
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
の
か
、
今
一
度
、
町

長
の
ご
見
解
を
お
聞
か
せ
願

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
町
民
に
お
い
て
も
、
ま

た
、
議
員
に
お
い
て
も

共
に
町
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く

と
い
う
意
識
が
あ
っ
て
こ
そ
協

働
の
町
づ
く
り
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
の
六
月
は
、
三
．
一一

の
大
災
に
よ
り
、
私
は
町
民

の
生
命
を
守
る
と
い
う
こ
と

を
、
そ
の
た
め
に
ど
う
い
う

こ
と
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

か
と
、
非
常
に
短
期
間
の
中

で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
命

を
守
る
と
い
う
原
点
に
立
ち
、

私
の
考
え
を
ご
提
案
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
そ
う
い
う
中
で
、

皆
様
の
ご
批
判
、
ご
指
摘
を

い
た
だ
き
、
一
年
と
い
う
経
過

の
中
で
、
皆
さ
ん
に
こ
の
件
に

つ
い
て
は
、
本
当
に
感
謝
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

石
井
芳
清 

議
員
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今
後
と
も
皆
様
の
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
町
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

総
合
計
画
に
つ
い
て

Ｑ
総
合
計
画
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。
第
三
次
計
画

が
本
年
度
末
と
い
う
こ
と
で
、

策
定
委
員
会
、
懇
談
会
が
設

置
さ
れ
、
懇
談
会
も
、
ほ
ぼ

終
了
し
た
と
伺
っ
て
い
ま
す

が
、
進
捗
状
況
と
課
題
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

な
町
づ
く
り
に
対
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
協
議
を
し
ま

す
。
一
般
公
募
の
委
員
を
含

め
た
総
合
計
画
の
策
定
懇
談

会
を
三
つ
に
分
け
て
設
置
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る

町
づ
く
り
の
提
案
を
い
た
だ

き
、
活
発
な
議
論
、
協
議
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

策
定
委
員
会
は
、
八
月
二

十
九
日
に
第
三
回
の
会
議
を

開
催
し
、
各
懇
談
会
に
お
け

る
協
議
内
容
、
状
況
に
つ
い

て
、
各
懇
談
会
の
会
長
か
ら

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

懇
談
会
の
最
終
的
な
ま
と

め
に
つ
い
て
、
九
月
の
六
日
、

十
一
日
に
開
催
し
て
、
意
見

を
ま
と
め
て
終
了
し
ま
し
た

の
で
、
九
月
二
十
五
日
に
こ

れ
ら
の
意
見
を
受
け
て
第
四

回
の
策
定
委
員
会
で
懇
談
会

の
会
長
か
ら
の
報
告
を
受
け

て
協
議
を
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

総
合
計
画
に
お
け
る
課
題

で
す
が
、
総
合
計
画
は
町
づ

く
り
の
根
幹
を
な
す
総
合
的

な
長
期
計
画
で
あ
り
、
町
づ

く
り
に
お
け
る
最
上
位
の
計

画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

他
の
各
種
計
画
を
策
定
す
る

際
に
は
、
総
合
計
画
に
基
づ

い
た
計
画
策
定
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
財
源
を
含
め

た
そ
の
優
先
順
位
の
確
定
、

住
民
の
皆
様
の
声
の
反
映
等

を
含
め
、
各
種
計
画
と
の
整

合
性
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
策
定
委
員
会
の
中

で
、
住
民
と
の
協
働
の
中
で
、

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に

つ
い
て
、
今
後
、
協
議
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う

意
見
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

Ｑ
「
自
然
の
恵
み
を
継
承

し
心
安
ら
ぎ
未
来
へ
躍

動
す
る
夢
多
き
町
づ
く
り
」

と
い
う
こ
と
が
、
第
三
次
総

合
計
画
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
し

た
。
今
回
、
そ
う
で
は
な
い

よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
達
成

で
き
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、

こ
れ
は
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
く

な
っ
た
の
か
。
こ
れ
は
、
全

体
的
な
時
間
の
中
で
、
こ
れ

に
つ
い
て
、
十
分
に
議
論
を

し
て
い
る
状
況
は
難
し
か
っ

た
と
い
う
の
が
実
態
だ
と
思

う
ん
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
も
う
最

後
の
状
態
ま
で
来
て
い
る
の

か
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
一

度
、
こ
の
第
三
次
総
合
計
画
、

懇
談
会
の
中
で
も
こ
れ
に
つ

い
て
の
総
括
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
と
い
う
こ
と
が
委
員
か

ら
も
出
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
の
考
え
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

Ａ
第
三
次
総
合
企
画
は
、

平
成
十
二
年
に
策
定
し
、

「
自
然
の
恵
み
を
継
承
し
心

安
ら
ぎ
未
来
へ
躍
動
す
る
夢

多
き
町
づ
く
り
」
を
基
本
理

念
と
し
て
現
在
ま
で
十
年
間

町
づ
く
り
の
各
種
施
策
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

先
人
が
守
り
育
て
た
御
宿

の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
文

化
、
そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

の
思
い
を
継
承
し
、
夢
を
持

て
る
町
づ
く
り
を
さ
ら
に
進

め
て
い
く
と
い
う
こ
の
命
題

の
達
成
に
向
け
て
、
バ
ブ
ル

経
済
崩
壊
以
降
、
現
在
ま
で

続
く
景
気
の
低
迷
を
厳
し
い

財
政
状
況
が
続
く
中
で
、
議

会
、
住
民
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
達
成
に
向
け
て

町
づ
く
り
の
各
種
施
策
を
実

Ａ
総
合
計
画
の
進
捗
状
況
、

課
題
で
す
が
、
総
合
計

画
の
案
は
、
平
成
二
十
三
年

度
に
職
員
の
係
長
級
か
ら
な

る
作
業
部
会
に
お
い
て
作
成

し
た
素
案
を
も
と
に
課
長
で

構
成
し
ま
す
本
部
会
議
で
調

整
、
四
月
二
十
六
日
に
第
一

回
の
総
合
計
画
策
定
委
員
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
策
定
委
員
会
の

案
を
入
れ
た
準
備
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
集
計
及
び
人

口
推
計
に
つ
い
て
、
第
二
回

の
策
定
委
員
会
を
七
月
二
十

六
日
に
開
催
し
、
ご
報
告
し

協
議
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
二
日
、
具
体
的

施
し
て
き
ま
し
た
。

　

第
三
次
総
合
計
画
で
掲
げ

た
基
本
理
念
「
自
然
の
恵
み

を
継
承
し
心
安
ら
ぎ
未
来
へ

躍
動
す
る
夢
多
き
町
づ
く

り
」
の
思
い
が
今
後
の
町
づ

く
り
に
お
い
て
も
引
き
継
い

で
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

第
四
次
総
合
計
画
は
、
第

三
次
総
合
計
画
十
二
年
間
の

町
づ
く
り
の
理
念
を
引
き
継

い
だ
中
で
、
ま
た
、
地
方
分

権
か
ら
地
域
主
権
へ
の
流
れ

の
中
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
が

御
宿
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と

本
当
に
思
え
る
町
づ
く
り
を

念
頭
に
新
た
な
基
本
理
念
、

笑
顔
を
夢
が
膨
ら
む
町
、
共

に
支
え
合
う
挑
戦
と
再
生
と

定
め
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

Ｑ
平
成
十
六
年
に
策
定
し

た
、
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
生

息
地
と
環
境
整
備
基
本
構
想

が
あ
り
ま
す
。
今
、
日
本
の

原
風
景
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

里
山
が
注
目
を
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
い
ち
早
く
着
目
し
、

学
術
的
位
置
づ
け
を
行
っ
た

も
の
で
す
。
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▲ミヤコタナゴが見られます（公民館）

Ｑ
策
定
懇
談
会
の
中
で
は
、

こ
の
国
の
天
然
記
念
物

ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
が
町
民
の
中

に
十
分
に
知
れ
て
い
る
の
か

と
い
う
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
は
私
が
議

員
に
な
っ
た
当
時
か
ら
の
大

き
な
課
題
で
あ
り
ま
し
た
。

も
う
二
十
年
を
軽
く
超
え
て

い
ま
す
。
今
度
、
平
成
二
十

五
年
か
ら
の
計
画
を
作
る
わ

け
で
す
。
確
か
に
ミ
ヤ
コ
タ

ナ
ゴ
と
い
う
記
述
は
あ
り
ま

す
。
中
山
間
事
業
、
私
た
ち

の
こ
れ
か
ら
の
里
山
、
ど
う

い
う
も
の
を
目
指
す
の
か
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
は
ど
う

い
う
宝
が
あ
る
の
か
。
こ
れ
、

に
行
き
ま
し
た
が
、
重
大
な

関
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

町
の
意
向
に
従
い
ま
す
と
い

う
お
話
で
す
。
町
長
、
こ
れ

が
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
て
い

て
よ
ろ
し
い
の
で
す
か
。
こ

れ
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
願

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
こ
の
報
告
書
の
内
容
は
、

望
月
先
生
が
何
度
も
現

場
に
来
ら
れ
て
観
察
を
し
て
、

貴
重
な
ご
提
言
を
い
た
だ
い

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
民
へ
の
周
知
は
、
不
十

分
な
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
現
状
に
つ
い

て
、
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
の
保
存
、

生
息
環
境
の
保
存
と
い
う
こ

と
で
、
対
応
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
不
十
分
だ
と
い
う
見
解
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
以
上
に
、
こ
の
貴
重
な

提
言
を
も
と
に
し
て
、
町
発

展
の
基
礎
づ
く
り
を
し
な
さ

い
と
、
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
な

さ
い
と
い
う
提
言
で
あ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
前
向
き
に

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
答
弁
…
町
長
）

Ｑ
県
の
都
市
計
画
課
で
、

町
商
工
会
を
主
体
と
し

て
、
千
葉
県
地
域
資
源
を
活

か
し
た
町
づ
く
り
関
連
事
業

と
い
う
こ
と
で
、
御
宿
ウ
ェ
ル

ネ
ス
計
画
報
告
書
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
は
、
最
先
端
の
町
づ

く
り
の
考
え
方
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
事
業
で
、
御
宿
町
の

歴
史
的
な
考
察
か
ら
始
ま
り
、

地
域
の
特
色
、
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
検
証
し
、
課
題
を

整
理
し
、
具
体
的
に
住
民
と

汗
を
流
し
て
問
題
解
決
を
試

み
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
も
冊
子
コ
ピ
ー
で
も
い

い
と
思
い
ま
す
、
そ
れ
か
ら
年

度
ご
と
の
報
告
書
も
、
中
山

間
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
報
告

書
も
出
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
確
か
、
ビ
デ
オ
と
写
真

等
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
の
で
、

職
員
に
き
ち
ん
と
見
て
い
た

だ
い
て
、
町
づ
く
り
に
ぜ
ひ
活

か
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
度
の
総
合
計
画
に
、
基

本
的
に
は
入
っ
て
い
る
と
思

う
ん
で
す
が
、
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
町

長
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
基
本
計
画
の
中
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

Ｑ
総
合
計
画
の
策
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
す
。
当
初
、

私
た
ち
委
員
に
示
さ
れ
た
の

は
、
十
月
頃
を
目
途
に
い
わ

ゆ
る
一
定
の
成
果
と
い
う
形

で
終
結
を
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
に
も
供
す
る
と

い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
町

民
の
皆
様
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

要
望
、
意
見
、
ま
た
政
策
的

な
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
う
も
の
を
踏
ま
え
た
中
で
、

最
後
の
微
修
正
と
い
う
形
で
、

私
の
意
見
と
し
て
は
、
一
月
頃
、

そ
う
し
た
町
長
ご
自
身
の
大

系
、
選
挙
結
果
も
踏
ま
え
て
、

微
修
正
を
加
え
た
も
の
を
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
す
る
。

最
終
的
に
は
三
月
の
定
例
議

会
に
上
程
し
た
い
と
い
う
流

れ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
は
、
先
般
、
各
種
計

画
に
つ
い
て
議
決
案
件
に
処

す
べ
く
提
案
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
計
画
の

内
容
を
、
議
員
自
身
も
詳
細

に
知
り
つ
つ
、
お
互
い
に
力
を

明
確
に
し
た
学
術
書
で
は
な

い
で
す
か
。

　

こ
の
本
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
が
、
当
時
、
議
員
に
配
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

本
書
は
配
ら
れ
て
い
な
い
の

で
す
。
本
当
に
、
今
、
見
返

し
て
も
、
私
た
ち
、
こ
れ
か

ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
町

政
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る

と
思
う
ん
で
す
。

　

担
当
に
聞
い
て
み
ま
す
と
、

こ
れ
、
一
部
情
報
を
開
示
で

き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
情

報
開
示
で
き
る
よ
う
に
き
ち

ん
と
整
備
す
る
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
国
の
財
産
で

す
か
ら
国
、
県
と
も
共
有
を

し
て
、
私
、
当
時
の
文
化
庁

合
わ
せ
て
目
的
を
履
行
す
る

と
い
う
立
場
だ
と
理
解
を
し

て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味

か
ら
も
今
後
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
、
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
最
終
的
に
、
九
月
二
十

五
日
に
予
定
し
て
い
ま

す
策
定
懇
談
会
で
ご
協
議
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
年
度
当
初
、
十
月
に
素

案
を
受
け
た
策
定
委
員
会
か

ら
報
告
を
受
け
た
、
本
部
で

最
後
調
整
し
て
、
そ
の
案
に
つ

い
て
十
月
に
住
民
懇
談
会
を

実
施
、
同
時
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
も
実
施
す
る
こ
と
で
考

え
て
い
ま
し
た
。

　

現
状
で
す
と
、
相
当
皆
さ

ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
会

議
の
回
数
を
重
ね
た
わ
け
で

す
が
、
時
間
的
に
も
う
少
し

か
か
る
と
い
う
こ
と
と
、
今
年

度
は
、
十
二
月
に
選
挙
も
予

定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も

考
え
た
中
で
、
次
回
の
策
定

委
員
会
で
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

に
つ
い
て
協
議
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）
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Ｑ
今
回
の
懇
談
会
は
、
大

変
短
い
期
間
で
あ
り
ま

し
た
。
本
来
、
二
回
か
ら
三

回
に
わ
た
る
の
を
一
回
で
済

ま
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
中
で
、
委
員
の
皆
さ
ん
か

ら
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
一
つ
一
つ
が
大
変
大

事
な
意
見
で
あ
り
ま
す
し
、

そ
の
一
つ
の
意
見
の
中
に

様
々
な
背
景
が
あ
る
と
理
解

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
総
合

計
画
の
中
、
最
後
の
資
料
と

い
う
形
で
、
委
員
か
ら
出
さ

れ
た
意
見
と
い
う
形
で
、
ま

と
め
ら
れ
た
ら
い
い
か
な
と

思
う
の
で
す
が
、
そ
れ
に
つ

い
て
お
考
え
を
。

Ａ
各
懇
談
会
の
委
員
長
か

ら
い
た
だ
い
た
意
見
は

貴
重
な
の
で
、
行
政
で
は
な

く
て
住
民
に
か
か
る
こ
と
に

つ
い
て
、
一
つ
ず
つ
、
意
見
と

し
て
載
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

総
合
計
画
に
つ
い
て

Ｑ
町
は
、
総
合
計
画
、
そ

し
て
、
歴
代
の
町
長
の

日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
議
会

に
お
い
て
中
央
国
際
学
園
と

の
基
本
合
意
ま
た
は
合
意
に

つ
い
て
議
決
承
認
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
要
し
た
時
間
と
延

べ
人
数
で
す
が
、
八
月
に
入

り
七
日
の
議
員
協
議
会
以
降
、

八
月
三
十
日
ま
で
の
間
で
す

が
、
通
常
の
勤
務
時
間
と
は

別
に
、
述
べ
時
間
で
百
七
十

八
時
間
、
職
員
人
数
で
十
二

名
、
管
理
職
六
名
、
一
般
職

六
名
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
方
針
で
す
が
、
中

央
国
際
学
園
と
の
事
務
に
つ

い
て
、
学
校
開
校
ま
で
に
施

設
の
管
理
範
囲
を
定
め
る
利

用
協
定
書
、
ま
た
、
ス
ク
ー

リ
ン
グ
に
か
か
る
合
意
書
等

に
つ
い
て
順
次
協
議
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

Ｑ
岩
和
田
小
跡
地
、
御
宿

台
教
育
施
設
用
地
に
つ

い
て
、
様
々
議
論
が
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
説
明
を
受
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
旧
岩
和
田
小
学
校
は
、

町
有
財
産
活
用
検
討
委

員
会
に
て
活
用
の
方
法
に
つ

い
て
ご
協
議
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

地
元
岩
和
田
区
や
議
会
、

議
員
か
ら
の
要
望
書
の
提
出
、

ま
た
、
提
案
等
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
含

め
て
利
活
用
に
つ
い
て
活
用

委
員
会
で
協
議
検
討
を
引
き

続
き
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

御
宿
台
の
用
地
で
す
が
、

八
月
に
西
武
鉄
道
株
式
会
社

よ
り
町
へ
、
二
万
八
千
八
十

平
方
メ
ー
ト
ル
が
移
管
さ
れ

所
有
権
の
移
転
が
終
了
し
ま

し
た
。

　

今
後
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
は
、
町
有
財
産
活
用
検
討

委
員
会
で
の
提
言
や
地
元
住

民
等
の
意
見
を
参
考
に
、
よ

り
よ
い
活
用
法
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

Ｑ
教
育
施
設
用
地
に
つ
い

て
の
整
備
で
す
が
、
も

う
移
管
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
環
境
最
優
先
の
場

所
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
適

正
な
状
態
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ
頃

に
な
る
の
か
。

一
定
の
部
分
、
若
干
、
で

こ
ぼ
こ
の
よ
う
な
状
況
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
大
き

く
分
け
て
二
つ
の
段
差
が
あ

り
ま
す
。
一
定
の
整
地
を
行

う
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
わ

け
で
す
が
、
具
体
的
に
ど
の

程
度
さ
れ
る
の
か
。
議
会
と

協
議
を
し
て
、
二
度
手
間
に

な
っ
て
も
い
け
ま
せ
ん
し
、

ど
の
よ
う
な
形
で
移
管
を
受

け
る
の
か
、
土
地
形
状
で
す

ね
。
そ
れ
は
事
前
に
協
議
し

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、

よ
ろ
し
い
で
す
か
。

Ａ
協
議
を
し
て
い
る
最
中

で
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

Ｑ
岩
小
の
跡
地
で
す
が
、

ひ
と
つ
提
案
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

一
つ
は
、
岩
小
の
跡
地
に

つ
い
て
、
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
な
ど
が
い
か
が
と
思
う

わ
け
で
す
。
日
西
墨
、
ド
イ

ツ
に
か
か
わ
る
資
料
等
の
保

存
、
情
報
の
発
信
基
地
、
学

生
の
学
習
拠
点
、
観
光
の
拠

行
政
課
題
、
ま
た
、
町
長
ご

自
身
も
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
が

前
提
条
件
だ
と
思
う
ん
で
す
。

そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
た

中
で
、
高
校
の
跡
地
の
活
用
、

こ
の
間
の
経
過
、
特
に
、
事

務
に
か
け
た
時
間
、
延
べ
人

数
で
す
ね
、
経
過
と
今
後
の

方
針
に
つ
い
て
、
改
め
て
伺

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
旧
御
宿
高
校
の
経
過
に

つ
い
て
は
、
六
月
定
例

会
で
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

ご
承
認
を
い
た
だ
き
、
県
と

の
売
買
契
約
を
経
て
所
有
権

の
移
転
を
行
い
、
県
及
び
実

際
の
管
理
者
で
あ
る
勝
浦
若

潮
高
校
と
の
引
き
継
ぎ
を
七

月
三
十
一
日
に
し
て
い
ま
す
。

旧
御
宿
高
校
購
入
後
は
、
普

通
教
室
等
の
活
用
に
つ
い
て
、

防
災
備
蓄
倉
庫
や
住
民
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
場
と
し

て
活
用
で
き
な
い
か
と
い
う

町
の
考
え
方
を
も
と
に
町
有

財
産
活
用
検
討
委
員
会
で
ご

検
討
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

特
別
教
室
と
グ
ラ
ン
ド
は
、

議
員
に
数
回
に
わ
た
る
ご
協

議
を
お
願
い
し
、
八
月
三
十

点
、
新
た
な
記
念
館
の
構
想

な
ど
も
あ
る
よ
う
に
伺
っ
て

い
ま
す
。

　

超
高
齢
化
の
時
代
を
迎
え
、

高
齢
者
の
行
動
範
囲
は
、
お

よ
そ
五
百
メ
ー
ト
ル
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
核
と

な
る
施
設
が
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
る
も
の
で
す
。
現

在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
集

会
所
、
区
民
間
が
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
拠
点
と
し
て

日
々
活
用
で
き
る
施
設
と
し

て
の
整
備
が
こ
れ
か
ら
望
ま

れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
新
し
い
課
題
を

担
う
複
合
施
設
が
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
求
め
ら
れ
て
く
る
。

そ
の
先
が
け
と
し
て
、
こ
の

岩
和
田
小
学
校
の
跡
地
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
用
が
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
の
お
考
え

を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

Ａ
ご
指
摘
の
と
お
り
、
幾

つ
か
の
選
択
肢
が
あ
り

ま
す
の
で
、
貴
重
な
ご
意
見

と
し
て
承
り
ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）
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▲避難訓練（御宿保育所）

｢

子
ど
も
の
命
一
番｣

の
町
に

Ｑ
い
じ
め
問
題
と
子
供
人

権
宣
言
に
つ
い
て
、
文

科
省
は
、
全
国
に
実
態
調
査

を
行
い
、
昨
年
度
と
比
べ
、

減
少
傾
向
と
は
言
う
も
の
の
、

小
中
高
で
三
万
件
を
超
え
る

件
数
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
本
町
の
現
状
と
対
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
い
じ
め
や
ネ
ッ
ト
へ
の

書
き
込
み
な
ど
に
よ
り

人
権
を
侵
害
さ
れ
る
事
案
、

事
件
が
多
く
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

町
の
小
学
校
で
は
命
を
大

切
に
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

い
じ
め
ゼ
ロ
宣
言
集
会
、
ま

た
、
児
童
た
ち
が
作
っ
た
人

権
侵
害
い
じ
め
撲
滅
に
関
す

る
標
語
を
毎
日
校
内
放
送

で
紹
介
す
る
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

い
じ
め
や
人
権
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
も
三
年
生
か
ら

六
年
生
を
対
象
に
実
施
を
し

て
い
ま
す
。

　

中
学
校
は
、
小
学
校
に
比

べ
、
複
雑
な
事
案
が
多
い
こ

と
か
ら
毎
週
火
曜
日
、
個
々

力
を
い
た
だ
い
て
、
正
常
化

に
向
け
て
努
力
を
さ
れ
た
経

過
も
承
知
を
し
て
い
ま
す
。

　

昨
今
の
事
例
は
、
表
に
出

て
来
な
い
事
案
が
大
変
多
い

と
い
う
の
が
実
態
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
こ
と
も
踏
ま
え
、

特
に
子
供
の
命
の
大
切
さ
、

一
人
一
人
が
、
個
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
る
、
そ
う
い
う
社

会
、
そ
う
い
う
教
育
実
践
の

た
め
に
、
引
き
続
き
、
教
育

長
が
先
頭
に
立
っ
て
実
践
す

る
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

Ａ
一
人
一
人
を
本
当
に
大

事
に
し
て
い
く
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
の
、
時
代
を
つ
く

る
子
供
の
た
め
に
、
私
た
ち

の
後
を
継
い
で
い
く
と
い
う

こ
と
で
も
、
非
常
に
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。

（
答
弁
…
教
育
長
）

Ｑ
保
育
所
で
す
が
、
次
の

大
き
な
課
題
に
な
っ
て

い
く
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う

い
う
面
で
は
、
こ
れ
は
拙
速

に
な
ら
ず
慎
重
に
行
う
べ
き

だ
と
思
う
ん
で
す
。
慎
重
に
、

し
か
も
、
事
務
的
に
は
素
早

く
と
い
う
こ
の
二
面
性
が
必

要
だ
と
思
う
ん
で
す
。
保
健

福
祉
課
が
保
育
所
の
担
当
で

す
が
、
保
健
と
福
祉
、
衛
生

も
含
め
て
や
っ
て
い
る
わ
け

で
す
の
で
、
そ
う
い
う
面
で

は
、
畑
違
い
だ
と
思
い
ま
す

の
で
、
私
が
提
案
を
し
て
い

る
複
合
的
な
施
設
で
す
ね
、

様
々
な
機
能
を
兼
ね
備
え
た

も
の
が
保
育
所
に
は
求
め
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

財
源
に
つ
い
て
も
、
今
の

と
こ
ろ
独
自
財
源
で
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
す
。

先
ほ
ど
、
財
源
に
つ
い
て
、

国
に
求
め
た
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
う
し
た
中

で
、
ど
う
い
う
も
の
を
目
指

し
て
い
く
の
か
。
保
育
所
行

政
に
つ
い
て
は
た
け
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う

手
続
き
、
計
画
の
立
案
に
つ

い
て
は
、
そ
う
し
た
専
門
の

職
員
が
い
な
い
感
が
す
る
わ

け
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
行
う
の

か
、
さ
ら
に
は
、
き
ち
ん
と

人
員
を
配
置
し
て
行
う
か
と

い
う
こ
と
が
、
必
要
で
は
な

い
か
。

　

ど
う
い
う
体
制
で
行
う
の

か
と
い
う
こ
と
を
、
き
ち
ん

と
腰
を
据
え
て
検
討
し
て
、

悔
い
を
残
さ
な
い
も
の
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
わ

け
で
す
が
、
基
本
的
な
考
え

方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

Ａ
今
回
の
施
設
の
整
備
は
、

耐
震
診
断
の
時
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
し
て
、
こ
の
時

に
統
合
を
視
野
に
入
れ
た
、

あ
る
い
は
、
経
年
劣
化
も
著

し
い
、
将
来
的
な
展
望
を
考

慮
し
ま
す
と
、
合
併
と
い
う

よ
う
な
話
が
既
に
二
十
一
年

に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
相
談
で
き
る
体
制
を
と
る

と
と
も
に
す
べ
て
の
生
徒
を

対
象
に
体
験
面
談
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
先
生
と
生
徒
と
の

間
で
ス
ク
ー
ル
ラ
イ
フ
と
い

う
交
換
日
記
的
な
も
の
を
全

学
年
で
実
施
し
て
お
り
、
そ

う
い
っ
た
中
で
も
い
じ
め
の

兆
候
や
人
権
侵
害
に
関
す
る

事
案
の
発
見
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

仮
に
い
じ
め
や
、
ま
た
そ

の
兆
候
が
発
見
さ
れ
た
場
合

は
、
担
任
や
養
護
の
先
生
を

初
め
、
学
校
全
体
で
対
策
を

講
じ
る
と
と
も
に
家
庭
、
教

育
委
員
会
、
児
童
相
談
所
、

そ
の
他
関
係
機
関
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
早
期
に
き
め

細
か
い
対
応
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

（
答
弁
…
教
育
課
長
）

Ｑ
御
宿
町
も
つ
い
最
近
、

学
校
が
荒
れ
た
事
案
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
も

教
育
長
を
先
頭
に
、
毎
日
の

よ
う
に
あ
い
た
時
間
は
学
校

に
出
向
い
て
い
た
だ
い
て
、

当
時
も
地
域
の
方
々
に
ご
協

か
ら
出
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

そ
の
後
、
検
討
を
重
ね
、

現
在
の
基
本
計
画
の
中
で
、

ど
の
よ
う
に
取
り
あ
げ
て
い

く
か
と
い
う
協
議
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
耐
震
の
結
果
か
ら

両
保
育
所
の
統
合
に
よ
る
保

育
所
建
設
を
視
野
に
入
れ
た

委
員
会
を
考
え
て
い
ま
す
が
、

事
務
的
ベ
ー
ス
で
建
設
を
考

え
ま
す
と
、
作
業
的
に
非
常

に
厳
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の

か
な
と
い
う
感
は
否
め
な
い

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
の
協
議
の
経
過
に
よ

り
、
内
部
的
に
体
制
を
ど
の

よ
う
に
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
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人
事
担
当
課
長
と
相
談
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
思
い

ま
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

Ｑ
三
年
程
度
は
ど
ん
な
に

短
く
見
積
も
っ
て
も
か

か
る
と
思
い
ま
す
が
、
始

ま
っ
て
か
ら
完
成
に
ど
の
程

度
見
積
も
っ
て
い
る
の
か
、

お
聞
か
せ
願
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

Ａ
ま
ず
、
用
地
を
固
め
、

場
所
が
決
ま
っ
た
と
し

て
、
恐
ら
く
設
計
に
半
年
位
、

確
認
申
請
に
二
カ
月
位
、
建

築
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と

木
造
建
築
と
で
は
違
い
ま
す

が
、
概
ね
十
カ
月
か
ら
十
二

カ
月
位
。
あ
と
、
そ
れ
に
対

す
る
付
帯
設
備
が
加
わ
っ
て

き
ま
す
の
で
、
概
ね
、
二
年

か
ら
三
年
と
い
う
想
定
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
答
弁
…
保
健
福
祉
課
長
）

Ｑ
復
興
支
援
策
を
踏
ま
え

た
教
育
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　

特
に
放
射
能
対
策
と
放
射

能
に
対
す
る
教
育
で
す
。
そ

　

小
学
校
に
つ
い
て
も
震
災

以
降
、
各
学
年
で
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
捉
え
、
放
射
能
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

教
職
員
に
つ
い
て
も
、
放

射
能
に
関
す
る
研
修
等
へ
参

加
を
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
災
害
の
伝
承
と
い

う
こ
と
で
は
、
御
宿
小
学

校
で
は
地
域
学
習
の
中
で
、

ま
た
中
学
校
に
つ
い
て
も

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
い
う

地
域
の
文
化
や
歴
史
を
調
査

す
る
授
業
に
お
い
て
、
千
人

塚
の
由
来
等
に
つ
い
て
学
ん

で
い
ま
す
。

　

文
化
財
を
再
現
す
る
た
め

に
デ
ジ
タ
ル
写
真
に
残
す
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
貴
重
な

文
化
財
で
す
の
で
、
検
討
し

ま
す
。

（
答
弁
…
教
育
課
長
）

交
流
事
業
（
新
た
な
姉
妹

都
市
）
に
つ
い
て

Ｑ
御
宿
町
、
先
般
で
は
、

メ
キ
シ
コ
の
テ
カ
マ
チ

ャ
ル
コ
市
か
ら
姉
妹
都
市
の

申
し
出
が
あ
っ
た
と
伺
っ
て

い
ま
す
。
四
百
周
年
の
時
に

は
、
ス
ペ
イ
ン
政
府
よ
り
、

う
ち
の
自
治
体
と
姉
妹
都
市

を
結
ん
で
は
い
か
が
か
と
、

あ
り
が
た
い
申
し
出
が
あ
っ

た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
国
々
と
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
が
交
流
を
さ
れ
て
い
ま
す

。
そ
う
し
た
資
料
の
保
存
、

公
開
も
大
切
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
姉
妹

都
市
を
結
ん
で
い
ま
す
野
沢

温
泉
村
に
対
し
て
も
同
様
で

す
。

　

今
後
、
御
宿
町
と
し
て
、

こ
う
し
た
姉
妹
都
市
の
申
し

出
に
対
し
て
ど
う
い
う
方
針

で
臨
む
の
か
、
お
伺
い
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
四
百
周
年
記
念
事
業
を

き
っ
か
け
に
ス
ペ
イ
ン

と
の
交
流
や
ド
ン
・
ロ
ド
リ

ゴ
の
生
誕
地
が
テ
カ
マ
チ
ャ

ル
コ
市
で
あ
り
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
修
道
院
に
埋
設
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
四
百
周
年

記
念
事
業
で
判
明
し
、
二
〇

一
〇
年
メ
キ
シ
コ
友
好
使
節

団
が
初
め
て
表
敬
訪
問
、
今

年
度
、
ア
カ
プ
ル
コ
市
日
本

の
広
場
に
建
設
し
た
日
墨
交

通
発
祥
記
念
の
碑
の
除
幕
式

の
際
、
二
度
目
の
表
敬
訪
問
、

市
民
を
あ
げ
て
の
歓
迎
式
典

な
ど
、
新
し
い
交
流
事
業
の

第
一
歩
へ
と
進
む
こ
と
が
で

き
た
四
百
周
年
記
念
事
業
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
姉
妹
都
市
提
携
は
、

さ
ら
な
る
交
流
が
進
む
こ
と

で
あ
れ
ば
可
能
だ
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
現
状
は
、
今
後

の
情
勢
を
見
な
が
ら
進
め
る

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

資
料
の
保
存
と
公
開
は
、

昭
和
五
十
三
年
八
月
に
ア
カ

プ
ル
コ
市
と
姉
妹
都
市
提
携

以
来
、
三
十
年
以
上
、
長
き

れ
か
ら
、
千
人
塚
な
ど
地
域

の
災
害
の
伝
承
を
教
育
に
活

か
す
。
そ
し
て
、
教
育
委
員

会
で
す
の
で
、
文
化
財
で
す

が
、
こ
れ
を
移
転
と
い
う
の

は
、
難
し
い
と
は
思
い
ま
す

の
で
、
少
な
く
と
も
そ
れ
を

再
現
さ
せ
る
た
め
に
詳
細
な

デ
ジ
タ
ル
写
真
を
撮
っ
て
、

後
世
に
残
し
て
い
く
。
こ
の

三
点
に
つ
い
て
お
伺
い
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
放
射
能
対
策
つ
い
て
は
、

給
食
の
食
材
は
、
月
に

二
回
、
放
射
能
の
測
定
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
空

気
中
の
放
射
線
量
の
測
定
は
、

月
に
一
回
、実
施
を
し
、プ
ー

ル
の
水
に
つ
い
て
も
開
設
前

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

土
壌
検
査
は
、
昨
年
度
に

二
回
行
い
数
値
に
問
題
が
な

い
と
の
結
果
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
放
射
能
教
育
は
、
中

学
二
年
生
の
社
会
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
い
う
単
元
で
放
射
能

に
つ
い
て
の
授
業
が
あ
り
、

中
学
三
年
生
で
は
簡
易
な
測

定
器
を
使
用
し
な
が
ら
放
射

能
に
つ
い
て
の
学
習
を
し
て

い
ま
す
。

に
わ
た
る
先
輩
た
ち
の
交
流

が
行
わ
れ
た
資
料
や
四
百
周

年
事
業
が
き
っ
か
け
で
寄
贈

さ
れ
た
資
料
、
ま
た
、
今
回
、

月
の
沙
漠
記
念
館
で
四
百
周

年
記
念
の
一
貫
で
企
画
展
示

し
た「
蘇
る
ア
ス
テ
カ
の
色
」

白
田
良
子
の
世
界
の
作
品
や

そ
の
作
者
か
ら
四
十
年
以
上
、

メ
キ
シ
コ
国
立
人
類
学
歴
史

研
究
所
に
勤
務
し
、
遺
跡
の

修
復
の
仕
事
を
通
し
て
所
蔵

し
た
民
芸
資
料
が
月
の
沙
漠

記
念
館
に
寄
贈
さ
れ
、
寄
贈

作
品
は
三
百
点
以
上
が
保
管

さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

▲テカマチャルコ市長と中村議長
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ス
ペ
イ
ン
大
使
等
の
交
流
に

お
い
て
寄
贈
さ
れ
た
資
料
な

ど
、
多
く
の
作
品
が
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
に
保
存
さ
れ
て
お

り
、
今
後
の
交
流
事
業
を
さ

ら
に
発
展
す
る
た
め
に
も
こ
れ

ま
で
の
収
蔵
さ
れ
た
資
料
等

を
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
の
が

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
答
弁
…
産
業
観
光
課
長
）

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に

Ｑ
私
道
整
理
に
つ
い
て
は
、

上
布
施
地
区
で
行
わ
れ

た
町
政
懇
談
会
で
要
望
が
出

さ
れ
、
町
長
が
検
討
を
約
束

さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、

今
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
、
具
体
的
に
ど
う
進

め
る
の
か
、
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

Ａ
私
道
は
、
そ
の
道
路
の

経
緯
と
さ
ま
ざ
ま
な
状

況
に
あ
る
よ
う
で
す
。
現
在
、

整
理
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

私
道
の
整
備
は
、
道
路
の
規

格
以
外
に
も
所
有
権
の
問
題
、

道
路
と
し
て
の
公
益
性
、
公

費
を
投
じ
る
こ
と
に
対
す
る

検
証
も
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

降
客
が
国
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
の
基
準
で
あ
る
一
日
三
千
人

を
下
回
る
御
宿
駅
は
、
町
の
財

政
的
な
負
担
を
含
め
、
Ｊ
Ｒ

と
の
協
議
調
整
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

御
宿
駅
の
場
合
は
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
、

実
態
把
握
、
今
の
跨
線
橋
の

地
質
調
査
、
跨
線
橋
に
信
号

ケ
ー
ブ
ル
が
設
置
し
て
な
い
か

ど
う
か
、
そ
の
辺
の
調
査
、
あ

と
は
、
設
計
、
設
置
工
事
、
こ

れ
に
対
す
る
町
の
負
担
に
加

え
、
設
置
後
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
も
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

十
月
一
日
か
ら
御
宿
駅
の

営
業
形
態
が
変
わ
り
ま
す
が
、

八
月
二
十
八
日
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
支
社
よ
り
本
年
十
月
一
日
か

ら
御
宿
駅
の
窓
口
営
業
時
間

を
朝
の
七
時
五
分
か
ら
夕
方

の
十
七
時
五
十
分
に
変
更
す

る
と
い
う
報
告
を
受
け
て
い
ま

す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

Ｑ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
は
、

管
理
運
営
を
町
が
全
部

行
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
状
況

も
発
生
す
る
可
能
性
が
ゼ
ロ

で
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

　

御
宿
町
は
観
光
の
町
と
い

う
中
で
、
一
方
的
な
通
報
は

な
い
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
。

今
般
の
議
会
に
対
し
て
も
Ｊ

Ｒ
に
対
す
る
意
見
書
を
提
出

し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
駅
か
ら

ハ
イ
キ
ン
グ
と
か
、
様
々
な
こ

と
で
御
宿
町
は
、
Ｊ
Ｒ
と
の
利

用
に
つ
い
て
、
協
働
し
な
が
ら

事
業
を
し
て
き
た
経
過
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
御
宿
高
校

跡
地
を
使
っ
た
新
設
校
の
設

置
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
話
し
合
い
を
進
め
な
が
ら

負
担
の
な
い
よ
う
な
形
、
も

し
か
し
た
ら
、
も
っ
と
他
に
も

手
だ
て
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
そ
う

い
う
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
慎
重

な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

Ａ
一
週
間
前
に
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
千
葉
支
社
の
社
員

が
町
に
来
て
、
協
議
し
ま
し

た
。
こ
の
駅
の
管
理
運
営
に

関
す
る
時
間
短
縮
は
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
に
関
し
て
逆

行
す
る
動
き
で
す
の
で
、
前

向
き
に
協
議
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
答
弁
…
町
長
）

Ｑ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い

う
の
は
、
日
本
の
国
内

法
に
と
ど
ま
ら
ず
世
界
共
通

で
す
。
ま
た
、
ワ
ン
ク
リ
ッ

ク
詐
欺
だ
と
か
も
横
行
し
て

い
る
の
も
実
態
で
す
。
い
じ

め
に
つ
い
て
も
、
携
帯
端
末
、

そ
し
て
、
ゲ
ー
ム
端
末
、
こ

う
し
た
も
の
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
て
利
用

で
き
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。

子
供
か
ら
高
齢
者
に
対
す
る

安
心
安
全
な
講
習
会
で
す
ね
。

有
効
に
利
用
で
き
る
講
習
会

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
わ

け
で
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
町
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

光
を
活
用
し
た
方
が
八

月
末
で
七
百
七
人
、
目
標
の

七
百
一
人
を
超
え
ま
し
た
。

起
業
と
い
う
面
で
還
元
で
き

な
い
か
と
そ
の
事
例
の
紹
介
、

ま
た
、
講
習
会
を
と
い
う
提

案
で
す
の
で
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
答
弁
…
企
画
財
政
課
長
）

こ
の
た
め
、
現
状
の
私
道
が

ど
の
く
ら
い
あ
っ
て
、
ど
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
の
か
、
町

道
管
理
と
の
整
合
性
等
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

（
答
弁
…
建
設
環
境
課
長
）

Ｑ
御
宿
駅
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
、

町
長
、
六
月
議
会
で
表
明
さ

れ
た
あ
と
、
Ｊ
Ｒ
駅
の
日
勤

化
で
す
ね
、
早
朝
と
夜
間
、

無
人
化
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
、
逆
行
す
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
つ

い
て
、
前
回
の
定
例
会
で
言

わ
れ
た
以
上
の
話
が
あ
れ
ば
、

説
明
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
日
勤
化
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
申
し
出
が
あ
っ

た
の
か
に
つ
い
て
伺
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

Ａ
Ｊ
Ｒ
御
宿
駅
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
等
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
は
、
利
用
者
の
利
便

性
、
安
全
性
の
向
上
を
図
る

上
で
、
ま
た
、
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
今
後
の
検
討
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
乗

平成 24 年第 4 回定例会が 11月19 日（月）に開催されました。
詳しくは次回の議会だより（167 号）にて報告いたします。

11月定例会報告
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第３回 定例会

日程第２号（９月１９日）

報告2件・協議2件・条例改正2件・補正予算5件を
可決・承認しました。

　

平
成
二
十
三
年
度
決
算
に
お
け
る
町
の
健
全
化
判
断
比
率
は
基

準
の
範
囲
内
で
あ
り
、
町
水
道
事
業
に
お
け
る
資
金
不
足
比
率
に

つ
い
て
も
不
足
額
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
付
け
で
夷
隅
地
域
農
林
業
セ
ン
タ
ー
の
運

営
管
理
が
千
葉
県
か
ら
い
す
み
市
に
譲
与
さ
れ
、
い
す
み
市
が
単
独
で

運
営
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
、
名
称
も
い
す
み
市
農
林
業
セ
ン
タ
ー
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の
規
約
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
二
十
一
年
七
月
十
五
日
に
「
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
、「
外
国
人
登
録
制
度
」
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と

に
伴
う
規
約
の
改
正
で
す
。

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
平
成
二
十
三
年
度
財
政
健
全
化
判
断
比
率
並

び
に
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
規
約
の
一
部
を
改
正

す
る
規
約
の
制
定
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
一
部
を
改
正

す
る
規
約
の
制
定
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

報　
　

告

協　
　

議

指　標 平成 23 年度決算

実質赤字比率 －

連結実質赤字比率 －

実質公債費比率 　９．７％　

将来負担比率 　６８．１％　

平成 23 年度
該当なし（0％未満のため）

財政健全化判断比率

資 金 不 足 比 率

▲名称がいすみ市農林業センターになりました

▲第３回 定例会
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災
害
対
策
基
本
法
が
東
日

本
大
震
災
を
教
訓
と
し
た
防

災
体
制
の
検
証
を
踏
ま
え
、

一
部
改
正
が
行
わ
れ
、
平
成

二
十
四
年
六
月
二
十
七
日
交

付
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
町
防

災
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

　

防
災
会
議
の
組
織
に
つ
い

て
、
新
た
に
自
主
防
災
組
織

を
構
成
す
る
者
又
は
学
識
経

験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
町

長
が
任
命
す
る
者
と
い
う
規

定
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

御
宿
町
浄
水
場
の
薬
品
注
入
機
の
能
力
低
下
を
補
う
た
め
実
施
す
る
分

解
修
繕
に
係
る
修
繕
費
及
び
職
員
の
異
動
に
伴
う
給
与
及
び
手
当
、
老
朽

化
し
た
第
二
配
水
池
の
次
亜
塩
素
設
備
の
更
新
に
係
る
建
設
改
良
費
に
つ

い
て
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
予
算
の
営
業
費
用
を
六
百
九
十
九
万
八
千
円

追
加
し
、
水
道
事
業
費
用
の
予
算
総
額
を
二
億
八
千
五
百
八
十
五
万
三
千

円
と
し
、
資
本
的
収
入
及
び
支
出
予
算
の
建
設
改
良
費
を
千
五
十
万
円
追

加
し
、
資
本
的
支
出
の
予
算
総
額
を
五
千
百
三
十
一
万
二
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　

人
事
異
動
に
伴
う
職
員
給
与
等
の
増
額
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、

額
の
決
定
に
伴
う
増
額
、
前
年
度
剰
余
金
の
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立

及
び
前
年
度
国
庫
支
出
金
等
の
生
産
に
伴
う
返
還
金
の
増
額
に
よ
り
補

正
を
行
い
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
四
百
七
十
六
万
七
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
十
二
億
千
七
百
十
一
万
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

災
害
対
策
基
本
法
改
正
に
基
づ
き
、条
項
番
号
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

御
宿
町
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
四
年
度
御
宿
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
四
年
度
御
宿
町
国
民
健
康
保
険
特
別　

会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

御
宿
町
災
害
対
策
本
部
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

条
例
改
正

補
正
予
算

▲町総合防災訓練



32

日程第２号（９月１９日）

　

平
成
二
十
三
年
度
事
業
費
の
確
定
に
伴
う
負
担
金
及
び
督
促
手
数
料
の

精
算
の
た
め
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
万
七
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
一
億
千
六

百
九
万
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

旧
御
宿
高
校
の
管
理
に
伴
う
追
加
経
費
、「
絆
記
念
日
」
の
行
事
開
催

に
伴
う
所
要
額
、
御
宿
台
地
区
に
お
け
る
防
災
行
政
無
線
を
設
置
す
る

経
費
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
委
託
が
当
初
見
込
み
よ
り
も
大
幅
に
上
回
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
度
末
ま
で
の
件
数
を
見
込
ん
だ
追
加
や
後
期
高

齢
者
に
お
け
る
人
間
ド
ッ
ク
補
助
に
つ
い
て
も
年
度
末
ま
で
の
件
数
を

さ
ら
に
見
込
み
ん
だ
所
要
額
の
追
加
、
ま
た
、
環
境
保
全
型
農
業
直
接

支
援
対
策
交
付
金
交
付
事
業
に
つ
い
て
新
た
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
追
加
、
漁
協
に
お
い
て
第
六
次
産
業
の
取
組
と
し
て
、
イ
カ
の
加
工

施
設
を
整
備
す
る
も
の
で
、
七
月
に
補
助
採
択
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る

町
負
担
分
の
追
加
や
御
宿
漁
港
の
防
波
堤
改
修
に
つ
い
て
、
海
中
調
査

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
洗
掘
箇
所
が
大
き
く
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
使
用
量

が
当
初
見
込
み
を
上
回
る
こ
と
か
ら
、
工
事
請
負
費
の
追
加
、
砂
丘
橋

周
辺
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
整
備
に

伴
う
測
量
委
託

な
ど
補
正
を
行

い
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
千
九
百

十
万
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額

を
三
十
五
億
五

千
三
百
七
十
八

万
五
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　

三
十
五
億
五

千
三
百
七
十
八

万
五
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　

平
成
二
十
三
年
度
介
護
給
付
費
及
び
地
域
支
援
事
業
費
の
確
定
に
伴
う

国
、
県
、
町
の
支
払
基
金
へ
の
負
担
金
等
の
精
算
の
た
め
補
正
を
行
い
ま

し
た
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
百
六
十
五
万
八
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

八
億
四
千
百
十
一
万
六
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

平
成
二
十
四
年
度
御
宿
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
一
号
）

平
成
二
十
四
年
度
御
宿
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

平
成
二
十
四
年
度
御
宿
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
二
号
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▲敬老会（公民館）

▲メキシコ:テカマチャルコ市長（写真:右端）が来町されました
　（絆記念日行事にて）
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第３回 定例会

日程第３号（９月20日）

平成２３年度決算状況
一般会計・企業会計・特別会計の決算を認定しました。

一般会計    

水道事業会計     

決算審査報告（一般会計）
　昨年も指摘いたしましたが、形式収支、実質収支はいずれも昨年度に引き続き大幅な増額となっています。
　これは、国の経済対策のための各種交付金事業が多く実施されたことから一般財源を充てずに地域の活性化に効果的な事業を優
先させたため、単独事業が減り実質収支が増加したものと考えられますが、できる限り翌年度の財源収支に充てる範囲内とし、そ
れ以上の額はその年度の町民福祉の向上にあてることが望ましいと考えます。
　歳入ですが、世界的な景気低迷のなか国の景気回復に向けた相次ぐ経済対策を受け、地方交付税枠の拡大や地域活性化交付金な
ど国の緊急的な措置で地方の財源確保が図られた結果、国県支出金など依存財源が増える一方で、自主財源の主である税収は 2.0
パーセント減少しており、依存財源への依存度がさらに増しております。
　景気が低迷するなか、東日本大震災の復旧、復興に多額の財政需要が見込まれ国の交付金等の依存財源は期待できず、また、町
税の減少傾向は続くものと考えられ、一般財源全般にわたり徴収率が低下傾向にあり、減収が見込まれます。
　政策を実行するには自主財源の確保が不可欠であります。収納体制を強化し、収入未済額の解消に務め、特に町有地、民有地に
かかわらず遊休土地の有効活用など課税客体の増加対策に取り組み、より一層の自主財源確保に努めていただきたいと考えます。
　歳出につきましては、少子高齢化による福祉の充実を図るための扶助費の増加、後期高齢者医療特別会計を含む特別会計繰出金
の増加など、義務的性質を持つ経費は、今後、数年間増加し続けると予想されます。
　自治体経営の理念に基づき、適正かつ効率的な予算執行に務め、公正で公平な住民福祉の増進と、より一層の町政発展に務めて
いただきたいと考えます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

御宿町代表監査委員　綱　島　　勝

　年度末給水戸数で 3,716 戸となり、前年度より 7 戸増加、年間総給水量も増加しました（前年度比）。　　
　配水管洗浄（須賀、浜、新町、岩和田地区）、臨時水質検査、浄水の放射性物質の分析を実施、安全を確認す
るとともに広報等で住民への周知を図りました。

収益的収支 資本的収支
主な歳入 主な歳入

営 業 収 益
営業外収益

2 億 3,670 万 4 千円
3,943 万 9 千円

営 業 費 用
営 業 外 費
特 別 損 出

2 億 7,104 万 8 千円
573 万 6 千円

9 万円

総 　 額 2 億 7,614 万 3 千円 総 　 額 2 億 7,687 万 4 千円

主な歳入 主な歳入

納 付 金
開 発 負 担 金
工 事 負 担 金

571 万 2 千円
0 円

321 万 9 千円

建 設 改 良 費
企業債償還金

4,038 万 9 千円
758 万 8 千円

総 　 額 893 万 1 千円 総 　 額 4,797 万 7 千円

歳入総額　３５億５,４８５万円（対前年度増減率 1.7％）
歳出総額　３３億０,２８５万円（対前年度増減率 1.0％）

町税：964,713

地方交付税
1,120,656

総務費
774,574

民生費
743,867農林水産費

79,124

商工費：135,313

土木費：80,946

消防費：222,517

教育費：190,172

議会費：185,996公債費:434,996

災害復旧費：55,781

衛生費：499,591財産収入：17,190国庫支出金：164,894

県支出金
222,557

町債
185,700

繰越金
226,360

その他：652,781

歳入決算総額
35億5,485万円

歳出決算総額
33億0,285万円
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国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

歳入  12億3,423万円
（対前年度増減率 8.6％）

歳出  11億4,128万円
（対前年度増減率 6.5％）

総務費:1%

保険給付費
68.5%

後期支援金等
12.8%

その他:1.3%

基金積立金
0.5%

介護納付金:5.8%
共同事業拠出金:9.3% 保健事業費:0.8%

国庫支出金
24.8%

前期高齢者交付金
21.2%

県支出金
4.3%

共同事業交付金
11.7%

国民健康保険税
24.3%

その他：0.1%
繰入金：5.2%

繰越金：5.3%

療養給付費等交付金：3.1%

歳入  1億0,972万円
（対前年度増減率 ▲10.1％）

歳出  1億0,968万円
（対前年度増減率 ▲10％）

総務費
0.9%

後期高齢者医療
広域連合納付金

98.9%

諸支出金：0.2%

繰入金
22.4%

後期高齢者
医療保険料
77.3%

繰越金：0.1%使用料及び手数料：0.0%

諸収入：0.2%

歳入  7億7,371万円
（対前年度増減率 2.8％）

歳出  7億5,155万円
（対前年度増減率 2.7％）

地域支援事業費：1.9%
諸支出金：0.7%総務費:3.3%

保険給付費:94.1%

国庫支出金
22.8%

県支出金
15%

介護保険料：16.1%
繰入金：15.4%

繰越金：2.7%

支払基金交付金：28%

　平成 23 年度における町の国民健康保険加入者は、年間平均で 3,246 人（対前年度比 0.5％減）、世帯数は 1,827
世帯（前年度とほぼ同数）で、全住民の 40.5％、世帯では 50.7％という状況です。加入者数はやや減少傾向
で推移しています。

　後期高齢者医療制度による被保険者は広域連合の区域内に住所を有する 75 歳以上の人及び 65 歳から 74 歳
の重い障害のある人が加入対象者となり、医療費の患者負担は一般で 1 割ですが現役並みの所得者は 3 割負担
となります。

　第４期介護保険事業計画の最終年度となる本決算ですが、介護（予防）サービスの適正給付と地域包括支援
センターによる、介護予防事業や介護予防ケアマネジメント、総合相談、権利擁護事業等の地域支援事業を実
施しました。
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意見書の採択を求める発議が提出され町議会はこれを審議、可決しました。
この意見書はＪＲ東日本千葉支社へ提出しました。

　意見書の採択を求める請願発議が提出されました。町議会はこれを審議、
採択しました。
　直ちに意見書の提出について発議、可決し、この意見書は千葉県私立学
校審議会へ提出しました。

「ＪＲ御宿駅窓口営業時間の変更の撤回を求める意見書」の提出について

「中央国際学園誘致に関する意見書」の提出について

「中央国際学園誘致に関する意見書」採択に関する請願書

可  決

可  決

採  択

提出者　石井芳清 議員 ／ 賛成者　瀧口義雄 議員

提出者　小川　征 議員 ／ 賛成者　貝塚嘉軼 議員

　JR 東日本千葉支社は 2012 年（平成 24 年）10 月 1 日から御宿駅の窓口営業時間の変更を実施する
こととなった。これは、旅客サービスの低下や乗車モラルの悪化をもたらすほか、改札機のトラブル、
夜間の不審者・犯罪など、多くの問題の誘発が懸念される。
　特に高齢者や障害者などの利便性・安全性の向上を図っていくバリア
フリー新法の趣旨に反するものだと言わざるを得ません。
　御宿駅利用者の利便性の確保、観光地である御宿町の玄関としての環
境を維持するために、御宿駅の窓口営業時間の変更について撤回し、現
行の体制にするよう、強く要望するものです。

　現在、不登校の生徒は中学校、高校を合わせて１７万人を超え、その多くは学力不振やいじめなどの
問題を抱える生徒と言われています。
　中央国際学園が目指す通信制高校は、豊かな自然環境のなかで地域のふれあいを通じて、未来社会を
担う子どもたちを社会復帰させようとするものです。
　このことは、童謡月の沙漠の発祥の地となった美しい海岸、ミヤコタナゴが住む里山、人情豊かな御
宿町だからこそ実現ができるものであります。

　教育の振興と「御宿町基本構想」の目標である「自然の恵みを継承
し、心やすらぎ、未来へ躍動する夢多きまちづくり」の実現のために

「地域活性化と町有財産の有効活用」の手段としての事業であるとの
認識から本町議会において、数次にわたる審議を経て中央国際学園の
本町での開校について積極的に推進、協力して行く旨決定しておりま
す。これらの町の意向をお酌みいただき、中央国際学園の法人格取得
につきまして特段のご配意を賜りますよう要望します。

請 願 者　御宿町商工会／一般社団法人 御宿町観光協会 ／特定非営利活動法人 おんじゅくＤＥ元気
紹介議員　小川　征 議員　／　貝塚嘉軼 議員

▲ＪＲ御宿駅

▲月の沙漠記念像

請願書・意見書
※意見書の内容は要約して掲載しています。
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常任委員会視察報告
平成 24 年 10 月 16 日（火）に流山市議会、
国営ひたち海浜公園を視察しました。

※視察報告の内容は要約して掲載しています。

　流山市は、行政面積３５．２８平方キロメートル、人口は
１６６，５４７人でつくばエクスプレスの影響で毎年約２千
人増えています、平成２４年度当初予算は４４２億２百万円
です。議会基本条例は、平成２１年３月２４日制定、同年４
月１日施行で自治基本条例と同時可決しました。
　大きな三本柱として、①市民に開かれた議会②議員同士が
討論する議会③自ら行動し、執行機関と切磋琢磨する議会と
し、議会報告会の実施義務や説明員から議員への反問権の付
与、また、議員自らが議会の活動計画を議論し、議会費の予
算要望書を作成することの規定や専門的知見の積極的な活用
を規定しています。
　御宿町においては、傍聴人へのモニターテレビの設置や議案の配布、また、今年度から実施している
各種団体との懇談会の実施など、議会基本条例の制定を視野に入れながら、開かれた議会の推進と豊か
な町づくりの実現に向けて着実に前進したいと考えています。
　また、市議会は平成２３年３月、ＩＣＴ（情報通信技術）推進基本計画の実施を決議しました。
　以前からも、本会議や委員会におけるインターネット中継やスマートフォンを利用した電子採決方式
の導入がなされ、決議後には、委員会のユーストリーム中継や一般質問時における議場へのパソコン等
の持ち込みの許可などが実施されてきました。
　ＩＣＴを活用することは、議会と住民をつなぐ有効的な手段でありますが、団体の規模により費用対
効果を考えて電子化への取り組みをして、実施する事業の選択をする必要があると考えます。
　流山市議会は、平成２３年度における議会改革度で全国１位になるなど、全国からの視察が絶えない
状況ですが、今後も、その改革状況を見守りながら、御宿町の参考にしていきたいと考えています。
　国営ひたち海浜公園は、首都圏におけるレクリエーション需要の増大に対処するために、国が設置す
る公園で、都心から約１１０キロメートル、茨城県水戸市に隣接するひたちなか市にあり、ＪＲ常磐線
勝田駅から東に約６キロメートルの太平洋沿岸に位置しています。
　面積は１９１．９ヘクタールで東京ドーム約４１個分の広さに相当し、公園内には幼児向け遊園地や四
季折々の花が咲くフラワーガーデン、ひたちなか市で最も標高が高く花や太平洋が一望できる見はらし
の丘、その他、多くのイベントやコンサート・体験教室などが用意されていました。

　公園の利用状況は、平成２２年度で１４５万９千
人、平成２３年度は東日本大震災や原発事故の影響
により９８万６千人と客数が３２．４パーセント減少
したものの、利用者のニーズ調査、情報発信、ＪＲ
や他の交通機関及び地域施設との連携による広報に
より、利用客も回復して来ています。
　この公園の規模で、御宿町に建設することは無理
ですが、まるごとミュージアムのように御宿町全体
を海浜公園に例えた場合には、取り入れ可能な部分
や情報発信の方法など、また既存の施設の管理運営
などにおいて、参考にすべきところが多くあると感
じました。

総務委員会委員長　瀧 口 義 雄

▲流山市議会での研修

▲国営常陸海浜公園事務所前にて
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商工会と議会の懇談会
懇談会を実施しました！

平成 24 年 10 月 22 日（月）
商工会と議会の懇談会が行われました。

　この懇談会は、議会改革と政策提言委員会において
提案、議員協議会で承認された住民と町議会の懇談会
実施要領に基づき、懇談会のテーマを『商工業などの
現状と課題、また町や議会への要望事項について』と
して実施しました。
　御宿町の商工業者数は 404 名、商工会会員数は 259
名です。今年５月、経済産業省関東経済産業局から表
彰を受けました。県下で唯一の表彰であり、理由とし
て、『まるごとミュージアム』や『つるし雛』につい
ての評価が高く、財務内容も赤字でなく、経営改善も
なされているというものでした。
　『まるごとミュージアム』は、県等では高い評価を得ていますが、町内ではあまり評価を得ていない現
状があります。女性部が主体で行ってきた『つるし雛』については、１０月に全国女性部の大会におい
て表彰を受け、今ではＮＰＯとも連携して教室を行っています。また、青年部は地域食材を活用した特
産品『伊勢えび焼きそば』の作成や婚活のイベントを行うなどの活動をしています。
　商工会の抱える課題として、最大の問題点は不況であること。また、大型店へのお客様の流失につい
ては、価格等の問題もあり、何十年来の課題であること。さらに、後継者の問題、また、「震災の影響も
あり、夏の観光客の落ち込みが大きく、早急な対策が必要。連携して行うことが大切で、一緒に打開策
を見つけたい。」という意見がありました。
　議員からは、「単独で細かく頑張ってもどうにかなるレベルではない。外房エリアで、意識を同じく
持ってそれぞれの団体が連携し、情報を発信し、受入れ体制を整える具体的な対策が必要。」という意見
や「布施村街道マップが作成され、地域の特色や食材を生かした活動をしていますが、『まるごとミュー
ジアム』の開催によって培ったものが活かされているのではないかと思う。行政と住民と各種団体が一
体となった最初の取り組みが『まるごとミュージアム』だった。」、「飲食店等に事業所診断を行ったらど
うか、外部からの意見、第三者の意見を取り入れたらどうか。」、「近隣には観光産業以外の産業があり、
そこに従事する者も多い、御宿町は観光産業がメインであり、これが無くなったら大変な事になる。あ
るものをうまく活用し、活力ある町づくりを行いたい。」、「御宿台では第３回秋祭りを行いました。交流
を目的にしていますが、高齢者が多いため将来的には買い物難民にならないよう、近場で揃えられたら
という事があります。御宿台と商工会で何かお互いが結びつくものができないか。」、「町外では知られて

いるが、町内は知らないというものが多々
あります、連携して情報の共有を図ること
が活性化のために必要であり、それを協議
する場がないのだと思います。商店を守る
ためにも協議する場や連携、連絡体制を構
築する事が大事。」など、積極的な意見交
換がされました。
　今後も町議会では、住民や各種団体との
直接対話を通じて意見や要望を聞き、抱え
ている問題の改善や住民の立場に立った開
かれた議会を目指すために、懇談会を実施
します。

▲町商工会での懇談会

▲まちかどつるし雛めぐり
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議会事務局メールアドレス　gikai@town-onjuku.jp　　☎ 0470（68）2515

町議会議員の出席した本会議・委員会・協議会・行事などを紹介します。

＊町ホームページでは、トップページ、課の紹介・議会事務局から議会スケジュールや議会情報等がご覧いた
　だけますので、ご利用ください。　町ホームページアドレス　http://www.town.onjuku.chiba.jp/　

議会議員活動情報 （平成24年8月～10月）

8 月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1 日　夷隅郡市広域ごみ処理施設建設推進委員会
3 日　議会だより編集委員会
7 日　議員協議会（第 11 回） / 夷隅郡市広域ごみ

処理施設建設推進委員会合同会議
10 日　南房総広域水道企業団議会定例会（第 2 回）
12 日　総務委員会協議会（第 2 回 )

議員協議会 ( 第 12 回 )
17 日　全員協議会（第 2 回）/ 議員協議会（第 13 回）
20 日　町有財産評価委員会
21 日　例月出納検査 / 農業委員会
22 日　住民協働による豊かな暮らしと安全なまち 

づくり懇談会 / 賑わいの創出と生活基盤を向
上させるまちづくり懇談会

23 日　全員協議会（第 3 回） / 地域で助け合う子育
てと福祉のまちづくり懇談会

29 日　町普通町有財産活用検討委員会 
町総合計画策定委員会 

30 日　全員協議会（第 4 回） 
議会運営委員会（第 6 回） / 臨時会（第 1 回） 

31 日　広域市町村圏事務組合議会定例会（第 2 回）
９月 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
6 日　地域で助け合う子育てと福祉のまちづくり 

懇談会 / 議会運営委員会（第 7 回）
8 日　御宿中学校運動会

11 日　住民協働による豊かな暮らしと安全なまちづ
くり懇談会 / 賑わいの創出と生活基盤を向上
させるまちづくり懇談会

12 日　敬老会　　　　　　　　　　　
15 日　御宿小学校・布施小学校 運動会

18 日　定例会（第 3 回）日程第 1 号
総務委員会協議会（第 3 回）

19 日　定例会（第 3 回）日程第 2 号 
議員協議会（第 14 回）

20 日　定例会（第 3 回）日程第 3 号 / 議会改革と政
策提言委員会（第 10 回）

24 日　国保国吉病院組合 監査 / 農業委員会
25 日　例月出納検査 / 町総合計画策定委員会
27 日　広域市町村圏事務組合 監査
29 日　「本多忠勝・忠朝」サミット
10 月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
5 日　夷隅郡市広域ごみ処理施設建設推進委員会

向上させるまちづくり懇談会 / テカマチャル
コ市長来町歓迎レセプション

7 日　「日西墨友好の絆」記念式典
10 日　国保国吉病院組合議会定例会（第 2 回）
11 日　議会改革と政策提言委員会（第 11 回） 

まちづくり推進委員会
16 日　常任委員会視察研修
17 日　花火大会実行委員会
19 日　町普通町有財産活用検討委員会 

町総合計画策定委員会
22 日　商工会と議会の懇談会 

国保国吉病院組合 監査
23 日　例月出納検査 / 農業委員会
25 日　布施学校組合議会定例会（第 2 回）
29 日　夷隅環境衛生組合議会定例会（第 2 回）
31 日　教育民生委員会 学校訪問

師走です。１年が過ぎるのは早いものです。
《町長選挙は、４年間この御宿町を託す大変身近な選挙です。》
　【告　示　日】12月11日（火）　【投票日】12月16日（日）午前7時～午後8時 ／ 場　所　各投票所
　【期日前投票】12月12日（水）～15日（土）午前8時30分～午後8時 ／ 場　所　御宿町役場2階大会議室

《衆議院議員総選挙（小選挙区、比例選挙）は国を任せる大切な選挙です。》
　【公　示　日】12月4日（火）　【投票日】12月16日（日） 午前7時～午後8時 ／ 場所　各投票所
　【期日前投票】12月5日（水）～15日（土）午前8時30分～午後8時 　場所　御宿町役場2階大会議室

《最高裁判所裁判官国民審査》
　【告　示　日】12月4日（火）　【投票日】12月16日（日）午前7時～午後8時 ／ 場　所　各投票所
　【期日前投票】12月9日（日）～15日（土）午前8時30分～午後8時 ／ 場　所　御宿町役場2階大会議室
棄権しないで投票しましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集委員長　瀧 口 義 雄

《 編　集　後　記 》


